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ムラブリ語は，オーストロアジア語族 2 (Austroasiatic)、北方モン・クメール諸語 (Northern
Mon-Khmer languages)、クム語派 (Khmuic)に分類される (cf. Sidwell 2015)．この分類は，ク
ム語派に属するとされるティン語 (T’in)とムラブリ語の間に，音対応が認められることを根拠




Rischel (2007: 30)によれば、ムラブリ語の変種には少なくとも A変種 (A-Mlabri, α-Mlabri)、
B変種 (B-Mlabri, β-Mlabri)、C変種 (C-Mlabri, γ-Mlabri, Yumbri)が存在する。ムラブリは「元
来」3 狩猟採集を営み，タイ・ラオス国境の山岳部で遊動生活を送っていた．ラオスでは現在も




1 ムラブリ語の音素は以下のとおり：[頭子音] /p, ph, b, Pb, t, th, d, Pd, c[>tC], j[>dý], k, kh, g, P;
m, hm, n, hn, ñ, hñ, N, hN; r, hr, l, hl;s, h; w, y[j], Pw, Py[Pj]/ [末子音] /p[p^], t[t^], c[c^], k[k^],
P[P^]; m[m^], n[n^], ñ[ñ^], N[N^]; r, l[l^], lh[ì^];C, h; w, y[j]/ [母音] /i, e, E, a, O, o, u, W, 7, 2/
2 ここでいうオーストロアジア語族とは，ムンダ諸語 (Munda languages) とモン・クメール諸語
(Mon-Khmer languages)の両方を含む言語群を指すこととする．
3 「元来」に括弧を付けたのは，ムラブリが農耕民から狩猟採集民へ再適応 (cultural reversion)した







数約 400名で，最大の変種である。定住地は，フアイユアック村 (Ban Huai Yuak)，フアイホム
村 (Ban Huai Hom)，フアイルー村 (Ban Huai Lu)，タワ村 (Ban Tha Wa)，プーファー開発セン
ター (Phu Fa Development Center)である。筆者の観察では，A変種話者の全員がムラブリ語を
母語とするものと考えられる．ムラブリ語の中で最も調査されている変種であり，語彙・テキス
トに限ると，Bernatzik (1938)の語彙・表現集 (182項目)に始まり，Nimmanhaeminda (1963)の
語彙集 (66項目)，Egerod (1982)の語彙集 (217項目)，Egerod&Rischel (1987)の語彙集 (1,308
項目)，Sakamoto (2005)のテキスト集が存在する．近年では，伊藤 (2014)の文法スケッチ，伊
藤・二文字屋 (2014)のテキスト，Bätscher (2015)の文法スケッチとテキストがある．
B変種は，Rischel (1995)以降調査されておらず，存在も確認されてこなかったが (cf. Bätscher
2015: 1004) ，2015 年 3 月に行った筆者の調査によって 6 名の話者が確認できた．男性 3 名，
女性 3名である．ただし，筆者が確認した限りでは，実際に話せるのは男性 3名のみで，女性
は数語のみ覚えているか，聞いて理解するに留まる．主な居住地はフモン (Hmong，フモン・ミ
エン語族)の村であるドーンプライワン村 (Ban Don Praiwan)であり，男性 3名，女性 1名が住
む。残りの女性 2名は別のタイ族の村に嫁いでいる．この B変種は，ムラブリ語の変種で唯一
文法書が存在する変種である (Rischel 1995)．
C 変種は，ラオスのサイニャブリ県 (Sainyabuli) に住む集団であり，筆者がサイニャブリ県
観光局に問い合わせた情報だと，2013年の時点で 13名である。いくつかの調査報告があるが，
断片的な資料しかない (cf. Chazée 2001, Rischel 1999)。Rischel (1999) によれば，ムラブリ語







下の表 14に挙げる．同時に，ムラブリ語 B変種 5 (#Mlabri:Rischel1995)，ムラブリ語に最
も近しいとされるティン語 6 (T’in:Riscehl1997:285)，クム祖語 (PKm:Sidwell2013)，モ
ン・クメール祖語 (PMK:Shorto2006)の対応すると考えられる数詞も合わせて挙げる．
表 1 数詞「一」から「十」の形式
"Mlabri #Mlabri T’in PKm PMK
一 mOy mOy mu2j *mo:j *mu:j
二 bEr bE:r pia(r) *ba:r *ba:r
三 pEP pEP phEP *peP *piP
四 pon pon phon *pu@n *pu@n
五 th7N th7:N sO:N *s@N *s@n
六 tal ta:l thu2l *tVl *tu@l
七 gul gul gul *gu:l —
八 tiP ti:P thiP *tiP —
九 gaC gajh gat *ka:j —







































る．例えば，11は mOy gal mOy (一，十，一)，35は pEP gal th7:N (三，十，五)などである．
ただし，この「十」より上をムラブリ語の数詞で表す方法には，話者によって異なることがあ
る．例えば，上の 11の例は，ある話者は gal mOy (十，一)が，前述したmOy gal mOy (一，十，
一)よりも適切であるという．
また，一部の色彩語彙を用いて数を表すこともできる．例えば，「青，緑」をあらわす bn.liN
は 20 を表す．同様に，「赤」を表す lEN は 100 を，「白」を表す balak は 1,000 を表す．これ
らはそれぞれ，タイ紙幣の色と対応している．つまり，タイバーツ紙幣で 20バーツが緑，100
バーツが赤，1000バーツが白であり，それぞれ色と数がムラブリ語の例と対応している 9 ．




















































10 ムラブリ語は類別詞がそれほど発達していない．Rischel (2007: 96–98)では，ムラブリ語の類別詞
を 27種類列挙している．そこで挙げられているほとんどの類別詞は，名詞としても用いられる．











繁に使われる類別詞 klOP「個」には m2-は共起しない．現時点で m2-との共起が確認されてい



















「違う」という表現は hak.m2-であり，これも m2-を含んでいる．m2-に前置されている hak







































































































「実 3つ (実 2つプラス 1)」
数詞「二」を用いた数量句の時に「プラス 1」標識が表れやすいという傾向があり，それと並









は数詞の「五」を，B変種では数詞の「八」を後続させることで表す 14 ．さらに A変種では，
14 数詞「五」と数詞「八」は一見関係のないように思える．しかし，数詞「五」が (片手の)指の本数
と一致していること，そして数詞「八」tiPが「手」を意味することを考えると，「五」と「八」が






単 双 複 複 (here-now)
1 Poh Pah Pah+th7N Pak+bEr+Pak+th7N
2 mEh bah bah+th7N
表 3 B変種の人称代名詞 (Rischel 1995)
単 双 複
1 Poh Pah Pah+tiP



















































ここでは Y を含む「車で来た 6 人」が集団とみなされており，その集団の中に X は含まれ




数詞 bEr「二」は，親密さを伴った聞き手への呼びかけとして用いられる 15 ．呼びかけの bEr








































X X 二 X 八
yoN 「男」 yoN bEr yoN tiP 「男たち！」
Puy 「女」 Puy bEr Puy tiP 「女たち！」
km- 不明 km- bEr km- tiP 「(年下の)お前たち！」
brañ 「犬」 *brañ bEr brañ tiP 「*犬たち！」
3.2.3 親族名称
















数 Mlabri 数量詞用法 非数量詞用法
一 mOy あまり用いない・domOyかm2-を使う 3.[単] (A)
二 bEr あまり用いない・タイ語を使う 3.[双]，呼びかけ，「義理の」
三 pEP あまり用いない・タイ語を使う —
四 pon 「たくさんの」 —
五 th7N あまり用いない・タイ語を使う 1/2.[複] (A)
六 tal あまり用いない・タイ語を使う —
七 gul あまり用いない・タイ語を使う —
八 tiP あまり用いない・タイ語を使う 「手」，1/2/3.[複]・3.[単] (B)，呼びかけ
九 gaC あまり用いない・タイ語を使う —
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 この問題に対して、植田 (2012; 2013) は 2種類の調査を行い、借用語に対する接尾辞の母














基本母音としては、以下のものが認められる (Svantesson et al. 2005: 22)。 





  母音体系、とりわけ語の第 2 音節以降の母音体系については諸説ある。Svantesson et al. 
(2005) は、第 1音節と第 2音節以降で母音体系が異なると主張している。一方、山本 (1991) 
などは第 1 音節と第 2 音節以降で同じ母音体系を仮定している。母音体系に関する議論は、











 本節では Svantesson et al. (2005) にもとづき、モンゴル語の母音調和について概観する。な
お、以下では長母音、二重母音は短母音の連続と解釈する。 
 モンゴル語の 7つの母音は、素性 [F] (pharyngeal)、[R] (round)、[O] (open) の有無により同
定される1。 
 
 (3)   Vowel classes 
         non-pharyngeal vowels   pharyngeal vowels  
         i   [ ] 
         u  [R]                ʊ  [FR] 
         e  [O]                a  [FO] 
         o  [OR]              ɔ  [FOR] 
        (Svantesson et al. 2005: 46 (7)) 
 
このうち、[F] (pharyngeal) と [R] (round) に関して、それぞれ調和がある。 
 
2.2.1 咽頭性の調和 
 non-pharyngeal の母音と pharyngealの母音は、同一語内に共存できない。これは、語頭の
母音からの素性 [F] のスプレッドと捉えることができる。 
 ただし i は例外的な振る舞いを見せる。i は、初頭以外の音節では透明 (transparent) な母
音であり、母音調和に無関係である（non-pharyngeal と pharyngeal のどちらの母音とも共存
できる）。これは、i が位置素性 (place feature) を持たない、つまり V-place node を持たない
                                                   
1 e, o も素性 [O] を持つ母音（広母音）となることに留意されたい。 
short  long  diphthongs 
i u  ii uu   ui 
 ʊ   ʊʊ   ʊi 
e o  ee oo   ei 
a ɔ  aa ɔɔ  ai ɔi 
植田尚樹
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ため、母音調和のターゲットとならず (van der Hulst and van de Weijer 1995)、素性 [F] を受
け取らないためである。一方、i が初頭音節にある場合は non-pharyngeal の母音として機能
し、後続する母音は non-pharyngeal の母音に限られる。これは、i が素性 [F] を持たないた
め [F] がスプレッドされることがなく、後続する母音も [F] を持たないためである。 
咽頭性の調和を図式化すると、以下のようになる。 
(4) a. namar ‘autumn’  b. eleg ‘liver’  c. aǰiltaŋ ‘employee’  d. nisleg  ‘flight’
[F] [F] 
n V m V r V l V g V ǰ i l t V ŋ n i s l V g 
[O] [O] [O] [O] [O] [O] [O] 
2.2.2 円唇性の調和 
 円唇性の調和は、広母音（素性 [O] を持つ母音 e, o, a, ɔ）に関わる。第 2音節以降におい
て、円唇広母音 o/ɔ は、先行する母音が o/ɔ の時にのみ現れる。これは、広母音をターゲ
ットにした、円唇素性 [R] のスプレッドであると捉えられる。第 2音節以降の広母音は、先
行する母音から素性 [R] を受け取った場合にのみ o/ɔ として現れ、[R] を受け取らなければ 
e/a として現れる。なお、i は円唇性の調和に関しても透明 (transparent) である。 
 円唇狭母音 u/ʊ は、自身は素性 [R] を持つにもかかわらず、[R] のスプレッドを引き起
こさず、素性 [R] のスプレッドをブロックする。その意味で、u/ʊ は円唇性の調和に関して
不透明 (opaque) な母音である。この不透明性により、狭母音 u/ʊ に後続する広母音は必ず
非円唇母音 e/a となる。 
円唇性の調和を図式化すると、以下のようになる。 
(5) a. owol ‘winter’   b. eleg ‘liver’  c. uneg ‘fox’  d. oguulber ‘sentence’
[R]  [R]  [R] [R]
V w V l V l V g V n V g V g VV l b V r  





  (6)   初頭音節   後続音節   さらに後続する音節 
         i, u, e       i, u, e       i, u, e 
         o          i, o         i, o 
         o          u          i, u, e 
         ʊ, a        i, ʊ, a       i, ʊ, a 
         ɔ          i, ɔ         i, ɔ 






母音を持つ接尾辞では 4つ、円唇狭母音を持つ接尾辞では 2つの交替形を有する。（i を持つ
接尾辞に交替形はない。）以下、接尾辞の右肩に付した数字は異形態の数を表す。 
 
 (7)              ablative  -aas4    plural  -ʊʊd2    accusative  -iig 
   gar  ‘hand’   gar-aas           gar-ʊʊd        gar-iig 
   nɔm ‘book’   nɔm-ɔɔs          nɔm-ʊʊd       nɔm-iig 
   ger  ‘house’  ger-ees           ger-uud        ger-iig 







音と調和するかは、植田 (2012; 2013) で詳しく研究されている4。植田 (2013) の結論をまと
めると、以下のようになる。 
 
 (8)  基本的には、i, e を除いて最も語末に近い母音（T母音）が接尾辞の調和を引き起 
   こすと一般化できる。この傾向は、特に綴り字の情報があるときに顕著である。し
   かし、上記の一般化と競合する複数の規則も存在する。 
 
「上記の一般化と競合する複数の規則」とは、以下のものである（植田 2013: 65 (46)、一部
                                                   
2 母音で始まる接尾辞が後続する場合、第 2音節の母音は脱落する。 
3 詳しくは Svantesson et al. (2005)、植田 (2013) を参照されたい 





 (9) a.  定着度の高い語は、アクセントのない母音が弱化した上で、それより前の母音が調 和 を
    引き起こす。 
 b.  T母音より後の i, e でも、アクセントを持っている場合、調和を引き起こす。 
 c.  T母音より後の i, e でも、その数が多い場合、調和を引き起こす。 
 d.  定着度の低い語では、T母音より後の i, e でも調和を引き起こす。 
 e.  上記 c, d と同じ条件下でも、デフォルトの母音 a が選ばれることがある。 
 f.  聞こえ度の低い母音 /u/ は無視される。 






 植田 (2012; 2013) では、綴り字を用いた調査と、話者の知識に基づいた調査が行われたが、
音声的な情報を用いた調査は行われなかった。本稿は、借用語に対する接尾辞の母音調和に















  (10)  調和を引き起こす母音   選ばれる接尾辞   語例    
   a                      aas               gar  ‘hand’   gar-aas  
        ʊ                      aas               zʊn ‘summer’ zʊn-aas 
   ɔ                      ɔɔs               nɔm ‘book’   nɔm-ɔɔs  
   e                      ees               ger  ‘house’  ger-ees  
   i                       ees               xil ‘border’   xil-ees 
        u                      ees               sum ‘temple’  sum-ees 
   o                      oos               tow ‘center’  tow-oos  
 





























 3.2.3 借用語の発音 
 借用語では、分節音や音節構造の改変などが行われ、原語と異なる発音となることがある
(Svantesson et al. 2005, Önörjargal 2013)。借用語の発音は、借用元の言語に対する話者の知識
や、二言語併用のレベルに左右され、個人差が大きいと言われている (Svantesson et al. 2005, 
cf. Dohlus 2008)。 
 音節構造の改変について述べると、3 音節語でアクセントのない母音が脱落し、2 音節に
改変されることが少なくない。 
 
 (11) a.  Ru. awtomát > Mon. awtmat  ‘slot-machine’ 
 b.  Ru. molokó  > Mon. mɔlkɔː  ‘milk’ 




 (12) a.  Ru. akadém > [akʤeːm] 学士院 
 b.  Ru. witamín > [ʋitmiːŋ]  ビタミン 
  
 また、(9a) にも示したように、定着度の高い借用語では、語末近くのアクセントのない母音
が弱化する（植田 2013: 58-59, 63）、あるいは語末近くのアクセントのない母音の音価が、母




 (13)  dɔ́llar [dɔːllɔr], [dɔːlɔr] 
   átɔm [aːtam] 
   páspɔrt [paːspart] 





 (14)  telewízɔr [teɬʋiːzɔ̆r] テレビ 
   dɔ́llar [dɔːɬɬɔ̆r] ドル 
   átɔm [aːtɔ̆m] 原子 








 調査語彙は、植田 (2013) において、接尾辞の調和に影響を与えることが指摘されている
要因を含む語を選んだ。具体的には、以下のようなものが挙げられる。 
 
(i) アクセントが語末に近い i, eまたは ei にあるもの 
これらの語では、(9b) に示したように、通常は接尾辞の調和を引き起こさない i, e, ei が、ア
クセントを持つために調和を引き起こしうる。 
 
表 1：調査語彙 (i) 
条件 一般名詞 地名 





akadém [akʤeːm] 学士院 
anténn [antiːŋ] アンテナ 
kafé [kafeː] カフェ 
kapitalízm [kapitaliːzm] 資本主義 
kɔnʦért [kɔnʦeːr̥t] コンサート 
manekén [manekeːŋ] マネキン 
mɔtɔʦíkl [mɔtʦiːkɬ] オートバイ 
ɔfiʦér [ɔfʦeːr] 将校 
stratég [strateːg]  戦略 
witamín [ʋitmiːŋ] ビタミン 
amérik [ameːr̥k] アメリカ 
argentín [argentiːŋ] アルゼンチン 
brazíl [braziːɬ] ブラジル 
dɔminík [dɔminik] ドミニカ 
namíe [namie] 浪江 





語末に近い ei に 
アクセント 
kɔktéilj [kɔkteːɬ] カクテル 
xɔkkéi [χɔkkei] ホッケー 
baxréin [baχreiŋ] バーレーン 
kɔséi [kɔsei] 湖西 
 
これらの語では、アクセントを持つ i, e, ei が接尾辞の調和を引き起こせば、接尾辞として 
-ees が選ばれ、引き起こさなければ -aas または -ɔɔs が選ばれると予測される。 
 











 表 2：調査語彙 (ii) 
条件 一般名詞 地名 
T母音より前の i, e に 
アクセント 
ékspɔrt [eːkspɔr̥t] 輸出 
ímpɔrt [iːmpɔr̥t] 輸入 
telewízɔr [teɮʋiːzɔ̆r] テレビ 
wídeɔ [ʋiːʤɔː] ビデオ 
bérɔn [beːrɔŋ] ＜実在しない＞ 
bíran [biːraŋ] ＜実在しない＞ 
méran [meːraŋ] ＜実在しない＞ 
mírɔn [miːrɔŋ] ＜実在しない＞ 
T母音より前の ei に 
アクセント 
béisbɔl [beisbɔɬ] 野球 séitɔ [seitɔ] ＜実在しない＞ 
T母音より前の a, ɔ に 
アクセント 
átɔm [aːtɔ̆m] 原子 
dɔ́llar [dɔːɬɬɔ̆r] ドル 
páspɔrt [paːspɔ̆r̥t] パスポート 
rádiɔ [raːʤǐɔː] ラジオ 
kjɔ́ɔbashi [kjɔːbaʃi] 京橋 
xɔkkáidɔɔ [χɔkkaidɔː] 北海道 
árɔn [aːrɔŋ] ＜実在しない＞ 
ɔ́ran [ɔːraŋ] ＜実在しない＞ 
 
(iii) 語幹末から 2音節以上 i, eが続く語 




表 3：調査語彙 (iii) 
条件 一般名詞 地名 
最終 2音節が i, e márketing [maːr̥kĕtiŋg] マーケティング 
（manekén [manekeːŋ] マネキン） 
（namíe [namie] 浪江） 
（tɔchigí [tɔʧigiː] 栃木） 
 




性が考えられる。これらのような構造を持った語彙を調査語彙 (iv) とする。調査語彙 (iv) は、
次に示す調査語彙 (v) と重なる語が多いので、具体的な語彙は後述する。 
 
(v) 定着度が低い語 
(9d) に示したように、定着度が低い語では、普通は調和を引き起こさない i, e も調和を引
き起こす場合がある。本調査では、日本の地名と実在しない地名を定着度が低い語であると
認定し5、それらのうち最終音節に i, e を持つ語を調査語彙 (v) とする。 






調査語彙 (iv) と調査語彙 (v) は以下の通りである。namíe《浪江》、tɔchigí《栃木》は調査語
彙 (i) と (iii)、kɔséi《湖西》は調査語彙 (i) にも属する。 
 
表 4：調査語彙 (iv) (v) 
条件 一般名詞 地名 
アクセントのない  
ei を持つ 
bɔ́bslei [bɔpsɬei] ボブスレー  
語末に i, e を持つ kɔ́fe [kɔːfeː] コーヒー  
 





iwáte [iwate] 岩手 
kɔ́ɔbe [kɔːbe] 神戸 
mijági [mijagi] 宮城 
（namíe [namie] 浪江） 
（tɔchigí [tɔʧigiː] 栃木） 
定着度が低い  báren [baːreŋ] ＜実在しない＞ 
bɔ́ren [bɔːrɪŋ] ＜実在しない＞ 
márin [maːriŋ] ＜実在しない＞ 
tɔ́rin [tɔːriŋ] ＜実在しない＞ 
（kɔséi [kɔsei] 湖西） 
 
調査語彙は表 1～表 4に挙げた、一般名詞 24語、地名 24語の計 48語である。 
 
3.2.5 インフォーマント 




4.1 調査語彙 (i) に対する結果 
 調査語彙 (i) は、最終音節の i, eまたは ei にアクセントがある語である。これらの語で
は、アクセントを持つ i, e, ei が接尾辞の調和を引き起こせば、接尾辞として -ees が選ばれ
る。そうでなければ、(8) に示した基本のパターン（(15) に再掲）に従い、-aas または -ɔɔs 
が選ばれることになる。 
 
 (15)  基本的には、i, e を除いて最も語末に近い母音（T母音）が接尾辞の調和を引き起 




 4.1.1 語ごとの結果 





表 5：調査語彙 (i) に対する語ごとの結果 
語彙（一般名詞） 基本 -aas -ɔɔs -ees 不明瞭 計 
witamín ビタミン -aas 12 0 9 1 22 
stratég  戦略 -aas 14 0 5 3 22 
akadém 学士院 -aas 19 0 3 0 22 
manekén マネキン -aas 18 1 3 0 22 
antén アンテナ -aas 19 0 2 1 22 
kafé カフェ -aas 19 0 2 1 22 
kapitalízm 資本主義 -aas 21 0 1 0 22 
kɔktéilj カクテル -ɔɔs 0 16 6 0 22 
kɔnʦért コンサート -ɔɔs 0 19 3 0 22 
ɔfiʦér 将校 -ɔɔs 0 21 1 0 22 
xɔkkéi ホッケー -ɔɔs 0 20 1 1 22 
mɔtʦíkl オートバイ -ɔɔs 1 20 0 1 22 
 
語彙（地名） 基本 -aas -ɔɔs -ees 不明瞭 計 
namíe 浪江 -aas 11 0 11 0 22 
baxréin バーレーン -aas 20 0 1 1 22 
amérik アメリカ -aas 22 0 0 0 22 
argentín アルゼンチン -aas 22 0 0 0 22 
brazíl ブラジル -aas 22 0 0 0 22 
tɔchigí 栃木 -ɔɔs 3 10 8 1 22 
dɔminík ドミニカ -ɔɔs 3 17 2 0 22 









  (16) a.  アクセントを持つ母音と接尾辞の母音が調和している例もある。 
 b.  最も多くの話者で -ees が選ばれた語は、一般名詞では witamín《ビタミン》で 
   22人中 9人、地名では namíe《浪江》で 22人中 11人であるが、いずれも半数を
   超えない。 
 c.  全ての話者で、アクセントを持つ母音と接尾辞の母音が調和しない語もある   
  （mɔtʦíkl《オートバイ》、amérik《アメリカ》など）。 





4.1.2 音声情報を用いない調査との比較  
 前節で示した結果は、音声情報を用いない場合と違いがあるのだろうか。植田 (2013) は、
音声情報がない（アクセントが音声によって提示されていない）場合の調査を行い、以下の
ような結果を示している（(8), (9b) も参照）。 
 
 (17)  基本的には、i, e を除いて最も語末に近い母音が接尾辞の調和を引き起こすと一般 
   化できるが、語末に近いアクセント母音は、i, e でも調和を引き起こすことがある。 
 




表 6：植田 (2013) と本調査の結果（調査語彙 (i)） 
      結果 
  語 
アクセント母音と調和する接尾辞を選んだ話者数 
植田 (2013)  本調査 
manekén マネキン 5人中 1人 (20%) 22人中 3人 (13.6%) 
kɔktéilj カクテル 5人中 2人 (40%) 22人中 6人 (27.3%) 
baxréin バーレーン 5人中 1人 (20%) 22人中 1人 (4.5%) 












 witamín《ビタミン》は、3.2.3で示したように音節構造の改変を受けて [ʋitmiːŋ] と発音さ
れることがあり、実際に本調査の刺激音でもそのように発音されている。この場合、語内に
現れる母音は i のみとなるので、i に調和する -ees が接尾辞として選ばれることが予想さ
れる。つまり、witamín《ビタミン》には音節構造を改変しない形 (witamin) と改変した形 
(witmin) の 2種類が想定され、これらの間で接尾辞の母音調和を引き起こす母音が異なるた
め、接尾辞にも 2種類（-aas と -ees）が現れると考えられる。 




 (18) a.  [ʋitamiːnaːs]7 





 strateg《戦略》は、本調査の刺激音では [strateg] であったが、綴り字では語末に ＜i＞が
書かれるため、strategi として認識している話者がいる可能性がある。また、kokteilj は語末
子音が口蓋化音で i の要素を持つ。これらの要因で、i と調和する接尾辞 -ees が選ばれや
すくなっている可能性がある。（ただし、これらの要因に関しては確実ではないため、可能
性を指摘するにとどめておく。） 
 また namíe《浪江》、tɔchigí《栃木》は、語末に近い i, e がアクセントを持つだけでなく、





 最後に、接尾辞の選択において、話者による差が見られるかどうかを考察する。図 1 に、
各インフォーマントがどれくらいの語で、アクセントを持つ母音と調和する -ees を選んだ
                                                   
6 ただし、音節構造を改変しながらも接尾辞に -aas を選択し、[ʋitmiːnaːs] と発音した話者も少数で
は あるが存在したことから、「音節構造の改変」と「接尾辞 -ees の選択」は完全に一致するわけ
では ない。 
7 語頭の /w/ は [ʋ], [β], [v] など様々なバリアントがあるが、ここでは [ʋ] で代表させておく。また、
語末の /ŋ/ は母音から始まる接尾辞が後続する場合、[n] として現れる。 
モンゴル語ハルハ方言の借用語における接尾辞の母音調和
27
 かを示す。横軸に -ees を選んだ語数、縦軸に人数を取る。例えば、一般名詞（全 12語）の
うち 2語で -ees を選んだ話者は、7人いることがわかる。 
 
 








4.1.5 調査語彙 (i) のまとめ 
 本節では、調査語彙 (i)（最終音節の i, e または ei にアクセントがある語）に対しての接
尾辞の調和について、以下のことが示された。 
 
 (19) a.  アクセントの情報が音声的に提示されても、アクセントが接尾辞の調和に及ぼす
    影響が強くなるわけではない。 
 b.  アクセントを持つ母音が調和を引き起こす（ように見える）語は、同時に他の要
   因も関わっている。 
 c.  話者による差は多少あるが、特別にアクセントを重視する話者はいない。 
 
                                                   






















 4.2 調査語彙 (ii) に対する結果 
 続いて、調査語彙 (ii) （T母音より前にアクセントがある語）に対する結果を示す。 
 
4.2.1 語ごとの結果 




表 7：調査語彙 (ii) に対する語ごとの結果 
語彙（一般名詞） 基本 -aas -ɔɔs -ees 不明瞭 計 
telewízɔr テレビ -ɔɔs 1 9 12 0 22 
béisbɔl 野球 -ɔɔs 1 19 2 0 22 
ímpɔrt 輸入 -ɔɔs 0 19 2 1 22 
ékspɔrt 輸出 -ɔɔs 1 20 1 0 22 
wídeɔ ビデオ -ɔɔs 0 22 0 0 22 
dɔ́llar ドル -aas 1 20 0 1 22 
átɔm 原子 -ɔɔs 15 6 0 1 22 
páspɔrt パスポート -ɔɔs 10 11 0 1 22 
rádiɔ ラジオ -ɔɔs 3 18 0 1 22 
 
語彙（地名） 基本 -aas -ɔɔs -ees 不明瞭 計 
bíran＜実在しない＞ -aas 20 0 1 1 22 
méran＜実在しない＞ -aas 21 0 0 1 22 
mírɔn＜実在しない＞ -ɔɔs 0 19 1 2 22 
bérɔn＜実在しない＞ -ɔɔs 0 21 0 1 22 
séitɔ＜実在しない＞ -ɔɔs 1 21 0 0 22 
ɔ́ran＜実在しない＞ -aas 19 3 0 0 22 
kjɔ́ɔbashi 京橋 -aas 19 1 0 2 22 
árɔn＜実在しない＞ -ɔɔs 10 11 0 1 22 








  (20) a.  アクセントを持つ母音と接尾辞の母音が調和している例もある。 
 b.  語によっては、アクセントを持つ母音と接尾辞の母音が調和する方が多数派であ
   る例もある（telewízɔr《テレビ》、dɔ́llar《ドル》、átɔm《原子》）。 
 c.  全ての話者で、アクセントを持つ母音と接尾辞の母音が調和しない語もある   
  （wídeɔ《ビデオ》、méran＜実在しない地名＞など）。 
 d.  一般名詞では、語による差が大きい。 





 一方で、前節でみた調査語彙 (i) の結果とはやや異なり、(20b) に示したように、アクセ
ントを持つ母音と接尾辞の母音が調和する方が多数派である例も見られる。páspɔrt《パスポ
ート》も、半数は超えないが、アクセント母音と接尾辞を調和させる話者が比較的多い。 




 (21)  telewízɔr [teɬwiːzɔ̆r] テレビ 
   dɔ́llar [dɔːɬɬɔ̆r] ドル 
   átɔm [aːtɔ̆m] 原子 
   páspɔrt [paːspɔ̆rt] パスポート 












                                                   






 この理由は、árɔn を /aran/ と認識した話者が少なからず存在したのに対し、ɔ́ran はほと
んどの話者が /ɔran/ と認識したためであると考えられる。árɔn を /aran/ と認識しているこ
とは、次のような発音からも示唆される。 
 
 (22)  [aːrnaːs] 
 
(24) では、第 2音節の短母音が脱落している。母音から始まる接尾辞が後続したとき、第 2
音節の短母音が脱落するという現象は、(7) でも示したように、本来語では頻繁に見られる。 
 
 (23)  odor-oos [ɵdroːs]10 ‘day-ABLATIVE’ 




音配列を持つ /aran/ として認識されていると推定できる。 
 では、árɔn を /aran/ と認識した話者が少なからず存在したのに対し、ɔ́ran はほとんどの
話者が /ɔran/ と認識したという非対称性は、どこから生じたのであろうか。現段階では明ら
かでないが、ここでは円唇性の調和の性質によるものである可能性を指摘する。 
 2.2.2で述べたように、円唇性の調和の原則に従うと、第 2音節以降の ɔ は、第 1音節に ɔ 
がない限り現れることはなく、分布の制限が厳しい。一方、第 2 音節以降の a は、先行す
る母音が a, ʊ の場合のほか、ɔ が先行していても、円唇狭母音 ʊ によって円唇性の調和が
ブロックされていれば現れ得る。つまり、第 2音節以降において、a は ɔ に比べて分布の制
限が緩やかである。 
 







 この母音配列が影響し、借用語においても、第 2音節以降の ɔ は先行音節に ɔ がなけれ
ば許容しにくいのに対し、第 2 音節以降の a は先行音節の母音に関わらず比較的許容しや
                                                   
10 短母音の o は [ɵ] で実現する。 




 また素性の観点からも、ɔ は円唇素性 [R] を持っているという点で a よりも有標である
と言える。ɔ > a の変化は、円唇素性 [R] を失うことでより無標な母音に向かう変化であり、
円唇素性 [R] を得ることでより有標な母音に向かう a > ɔ の変化よりも自然である。 




表 9：árɔn と ɔ́ran の非対称性 





[aːrɔŋ] a-ɔ 許容しにくい ɔ > a（自然） /aran/ 
[ɔːraŋ] ɔ-a 比較的許容しやすい a > ɔ（不自然） /ɔran/ 
 






母音と調和する接尾辞を選んだかを、図 2に示す。図の読み方は図 1と同様である。 
 
 




















例は 9語中 5語が最多で、そのような話者が 2名（話者 Jと話者 K）いた。一方、地名では
9語中 4語が最多で、その話者は 1名（話者 J）であった。 
 話者Kは調査語彙 (i) でも最もアクセントを持つ母音と調和する例が多い話者であったこ
とから、話者 Kは接尾辞の調和に関して、比較的アクセントを重視する話者であるとの見方
もできるかもしれないが、他の話者とそれほど大きな差があるわけではない。同様に、話者
J は調査語彙 (ii) において、一般名詞でも地名でもアクセントを持つ母音と調和する例がや
や多いが、他の話者との違いはそれほど大きなものではない。 
  
4.2.3 調査語彙 (ii) のまとめ 
 本節では、調査語彙 (ii)（T 母音より前にアクセントがある語）に対しての接尾辞の調和
について、以下のことが示された。 
 
 (24) a.  アクセントが音声的な情報として示されていても、接尾辞の調和には影響を与え
    ない。 
 b.  アクセントを持つ母音が調和を引き起こす（ように見える）のは、語の定着度の
   高さと母音の弱化（および母音の音価の変化）による。 
 c.  話者による差は多少あるが、特別にアクセントを重視する話者はいない。 
 
4.3 調査語彙 (iii) (iv) (v) に対する結果 
 本節では、調査語彙 (iii) (iv) (v) に対する結果をまとめて示す。調査語彙 (iii) は語幹末か
ら 2音節以上 i, eが続く語、調査語彙 (iv) は語末に i, e, ei を持つ語、調査語彙 (v) は定着
度が低い語のうち最終音節に i, e を持つ語である。これらの語ではそれぞれの理由で、語幹
末に近い i, e が接尾辞の調和を引き起こし、接尾辞として -ees が選ばれる可能性がある。 
 
4.3.1 語ごとの結果 
 語ごとの結果を表 10に示す。「調査語彙」は、当該の語が調査語彙 (i) ~ (v) のどれに属し











 表 10：調査語彙 (iii) (iv) に対する語ごとの結果 
語彙（一般名詞） 調査語彙 基本 -aas -ɔɔs -ees 不明瞭 計 
manekén マネキン (i) (iii) -aas 18 1 3 0 22 
márketing マーケティング (iii) -aas 19 0 2 1 22 
bɔ́bslei ボブスレー (iv) -ɔɔs 2 8 11 1 22 
kɔ́fe コーヒー (iv) -ɔɔs 1 18 1 2 22 
 
語彙（地名） 調査語彙 基本 -aas -ɔɔs -ees 不明瞭 計 
namíe 浪江 (i) (iii) (iv) (v) -aas 11 0 11 0 22 
báren＜実在しない＞ (i) (iii) (iv) (v) -aas 18 0 3 1 22 
iwáte 岩手 (i) (iii) (iv) (v) -aas 17 0 3 2 22 
mijági 宮城 (i) (iii) (iv) (v) -aas 20 0 1 1 22 
márin ＜実在しない＞ (i) (iii) (iv) (v) -aas 22 0 0 0 22 
tɔchigí 栃木 (i) (iii) (iv) (v) -ɔɔs 3 10 8 1 22 
tɔ́rin＜実在しない＞ (i) (iii) (iv) (v) -ɔɔs 0 20 2 0 22 
kɔ́ɔbe 神戸 (i) (iii) (iv) (v) -ɔɔs 2 16 2 2 22 
bɔ́ren＜実在しない＞ (i) (iii) (iv) (v) -ɔɔs 0 22 0 0 22 




 (25) a.  語幹末に近い i, e が接尾辞の調和を引き起こし、接尾辞として -ees が選ばれる 
    例もある。一方、そのようにならない例もある。 
 b.  語による差が大きい。 
 c.  -eesが選ばれやすい語は、複数の調査語彙にまたがっている、つまり複数の要因 
   が関わっている傾向にある（namíe《浪江》、tɔchigí《栃木》）。 
 
4.3.2 音声情報を用いない調査との比較  










 表 11：植田 (2013) と本調査の結果（調査語彙 (iii) (iv) (v)） 
        結果 
  語 
語幹末の i, e と調和する接尾辞を選んだ話者数 
植田 (2013) 12 本調査 
manekén マネキン 5人中 1人 (20%) 22人中 3人 (13.6%) 
márketing マーケティング 5人中 1人 (20%) 22人中 2人 (9.1%) 
kɔ́fe コーヒー 5人中 0人 (0%) 22人中 1人 (4.5%) 
namíe 浪江 5人中 4人 (80%) 22人中 11人 (50%) 
iwáte 岩手 5人中 4人 (80%) 22人中 3人 (13.6%) 
mijági 宮城 5人中 4人 (80%) 22人中 1人 (4.5%) 
tɔchigí 栃木 5人中 3人 (60%) 22人中 8人 (36.4%) 
kɔ́ɔbe 神戸 5人中 3人 (60%) 22人中 2人 (9.1%) 
 
 一般名詞に関しては、両調査で大きな差が見られない。一方で地名に関しては、植田 (2013) 
では語幹末の i, e に調和する例が多いのに対し、本調査では比較的少ない。 








 しかし、ここで問題となるのが bɔ́bslei《ボブスレー》の例である。この語は、要因が 1
つであるにもかかわらず、語幹末の ei と調和する例が多い。植田 (2013) では、bɔ́bslei《ボ
ブスレー》が多くの話者にとって定着度の低い語であると述べられており、その影響がある





 調査語彙 (iii) (iv) の一般名詞に関しては、語彙自体が少ないため、それらの要因を重視し
ている話者がいるかどうかは判断できない。よって本節では、一定の数のデータが得られる
                                                   
12 植田 (2013) の 2つの調査のうち、文字を用いない方の調査の結果である。 
13 しかし、単に複数の要因が足し合わされただけなのか、相乗効果があるのかはわからない。また、
  どの要因がどのくらいの影響を与えているかも明らかでない。この問題は、統計的な分析を行う
こ  とで解決される可能性がある。今後の課題としたい。 
モンゴル語ハルハ方言の借用語における接尾辞の母音調和
35
 調査語彙 (iv) (v) の地名のみに焦点を当て、ある特定の要因を重視している話者が存在する
かどうかを考察する。 




図 3：語末の i, e と接尾辞を調和させた例の数と人数（調査語彙 (iv)） 
 
図 3が示すように、話者による差は見られるが、全ての語で一貫して語末の i, e と接尾辞を
調和させるような話者はいない。 










































4.3.5 調査語彙 (iii) (iv) (v) のまとめ 
 本節では、調査語彙 (iii)（語幹末から 2音節以上 i, eが続く語）、調査語彙 (iv)（語末に i, 
e, ei を持つ語）および調査語彙 (v)（定着度が低い語のうち最終音節に i, e を持つ語）に対
しての接尾辞の調和について、以下のことが示された。 
 
 (26) a.  語による差は、関わる要因の数と関係がある。多くの話者で i, e が調和を引き起
    こす語は、複数の要因が関わっている傾向にある。 
 b.  調査方法によって結果に差が生じたが、それが音声情報の有無によるものなのか
   は定かでない。 
 c.  話者による差は多少あるが、特別に何かの要因を重視している話者はいない。 
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ଶɾ৔ॴଶ໋ྩ๏͸ sa-i ʢgo-imp.uvʣͰ͋Δɻਐߦ૬͸ಈࢺݱࡏܗͷલʹ gisu ΍ gaga Λஔ
͘͜ͱʹΑͬͯ࡞ΒΕΔʢLin 2005ʣ5ɻ൱ఆࣙ͸ 4छྨ͋ΓɺಈࢺΛ൱ఆ͢Δ iniɺ໊ࢺ൱ఆ΍
ҙࢥ൱ఆͷػೳΛ࣋ͭ uxeɺېࢭͷ iyaɺଘࡏ൱ఆͷ uka ʹ෼͔ΕΔʢChen 1996ʣɻ
ද 1 ಈࢺͷܗଶ
ಈ࡞ओଶɹ ର৅ଶ ৔ॴଶ ঢ়گଶ
ݱࡏ <um> -un -an su-
աڈ <umun> <un> <un>...-an —
ະདྷ mu-/mupu- C-un C-an —
໋ྩ Ø- -i -ani
ɹק༠ — -o, -e -ane
઀ޠ୅໊ࢺ͸ɺୈೋҐஔʢઅ಄ͷޠͷޙʣʹདྷΔɻओ֨ͱଐ͕֨͋Δ͕ 1 ਓশ୯਺ʢ=ku
ʢ1sg.nomʣ, =muʢ1sg.genʣʣͱ 3ਓশ୯਺ʢ=Øʢ3sg.nomʣ, =naʢ3sg.genʣʣɺ3ਓশෳ਺
ʢ=Øʢ3pl.nomʣ, =dahaʢ3pl.genʣʣΛআ͖ओ֨ͱଐ͕֨ಉܗͰ͋Δʢ=suʢ2sg.nom/genʣ,
=namiʢ1ep.nom/genʣ, =ta ʢ1ip.nom/genʣ, =namu ʢ2pl.nom/genʣʣɻ୅໊ࢺʹ͸
ಠཱܗ΋͋Γɺड़ޠ໊ࢺͱͯ͠༻͍ΒΕΔ΄͔ɺ઀ޠ୅໊ࢺͱͱ΋ʹݱΕͯڧௐͷಇ͖Λ͢Δɻ













(1) kucug-un =su =mu.
fear-uvp.pres 2sg.nom 1sg.gen
͋ͳͨΛࢲ͸ාΕΔɻ
(2) m-iicu =ku isu.
av.pres-fear 1sg.nom 2sg.free
ࢲ͸͋ͳͨΛාΕΔɻ




























(4) Lawa: .. mun-osa su-ku^nuwan.\
av.pst-go pst-when
ʢ൴ঁ͸ሯ౦΁ʣ͍ͭߦ͖·͔ͨ͠ɻ
(5) Made: ... uh yon^nichi sa%.\
fil four.days hearsay
࢛೔ʢલʹʣͩͦ͏Ͱ͢ɻ
(6) Lawa: uh yonnichi ye so,_
fil four.days q like
࢛೔લͰ͔͢ɻ΋͔ͯ͠͠ɺͦΜͳ෩ʹɺ
(7) Lawa: ...(1.2) gi :su d<um>ayo hiya na%\
prog help<av.pres> there part
ͦ͜Ͱ͓ख఻͍Λ͍ͯ͠ΔͷͰ͢Ͷɻ
(8) Lawa: ini huwa do malu wana.\
neg conneg.do.how cond good.av.pres only
ແࣄͳΒͦΕͰߏ͍·ͤΜɻ
(9) Made: .. ga: henu ^manu di :,_
prog dm what part
͋Μͳ͜ͱΛ͍ͯ͠ΔͷͰ͢ɺ͑͑ͱɺ
(10) Made: d<um>ayo ^manu di :,_
help<av.pres> what part
͋ͷ͓ख఻͍ɺ͑͑ͱ
(11) Made: <L2 છ෍ L2>.\
dye
છ෺
(12) Made: kire henu kire ^peni?_
cloth dm cloth part
΄Βɺ෍ɺ͋ͷɺ෍ͷʢ͓ख఻͍ʣɺ








(15) Made: ... kire: [pusa-un iro ^peni ]?_





(17) Made: .. uh: [henu ^rako].\
fil dm pattern
͑͑ͱɺ໛༷ͷ͜ͱɻ
(18) Lawa: [someko] ^rako.\
dye pattern
໛༷ΛιϝίͰ෇͚Δɻ
(19) Izumi: .. some[ko]:?/
dye
ιϝίͬͯʁ
(20) Made: [kula-un =su]?_
know-uvp.pres =2sg.gen
͋ͳͨ͸ (ιϝίͱ͍͏ޠΛ)஌͍ͬͯ·͔͢ʁ
(21) Lawa: .. someko.\
dye
ιϝί
(22) Izumi: .. someko?/
dye
ιϝίʁ





(24) Lawa: uxe !kari nihoŋ ^peni?_
neg word Japan part
ʢʮιϝίʯͱ͍͏ޠ͸ʣ೔ຊޠ͡Όͳ͍ΜͰ͔͢ɻ












(29) Izumi: .. uh kiya,_
fil that
͋ɺͦ͏ͳΜͰ͔͢ɻ
(30) Lawa: kari [ni :hoŋ so^meko].\
word Japan dye
ʮιϝίʯ͸೔ຊޠͰ͢ɻ
(31) Made: .. [<L2 છ෍ L2>] han.\
dye part
છ෺ͷ͜ͱͰ͢ɻ
(32) Made: .. someko?/
dye
ʮιϝίʯͰ͔͢ʁ





(34) Lawa: <L2 զ၇ [[XXXX]] L2>.\
we
ࢲୡ͸
(35) Made: [[sumeko <L2 ؐੋ L2> someko]]?_
sumeko or someko
εϝίͰ͔͢ιϝίͰ͔͢ɻ
(36) Lawa: ...(0.8) <MRC someko MRC>,_
dye
ιϝί
(37) Lawa: <L2 զ໵ෆ [ଠਗ਼ુ] L2>.\
I.do.not.know.well
ࢲ΋Α͘Θ͔Γ·ͤΜɻ
(38) Izumi: [mhm mhm mhm].\
bc
ͦ͏Ͱ͔͢ɻ
(39) Lawa: <L2 ୞༗ L2> ri - <L2 ᡒ౸࿝ਓ L2> someko.\
I.have.only fs heard.old.people.say dye
͓೥دΓ͕ʮιϝίʯͱݴ͏ͷΛฉ͍͚ͨͩͰ͢ɻ
(40) Lawa: <L2 զ၇%ଞ၇છ L2> b- <L2છ෍ྉ L2>.\
we.they.dye fs dye.cloth
ࢲୡɺ൴Β͕෍ΛછΊΔͱ͖ɺ
(41) Lawa: <L2 զ၇ [ࢁ஍෍ྉ໵ੋཁ]L2>,_
our.traditional.cloth.need.also
ࢲୡʢઌॅຽʣͷ෍΋ͦΕ͕ඞཁʹͳΓ·͢ɻ
(42) Izumi: [mhm mhm mhm mhm].\
bc
ͳΔ΄Ͳɻ





(44) Lawa: <L2 ∍৭ཟ৭ L2>,_
black.blue
ࠇͩͬͨΓɺ੨ͩͬͨΓɺ
(45) Lawa: .. <L2 [ന৭] L2>
white
നͩͬͨΓɻ
(46) Izumi: [h<um>uwa] cukau ^kari nii ]?_
how.do<av.pres> use.av.pres word this
ͦͷݴ༿͸Ͳ͏࢖͏ͷͰ͔͢ɻ
(47) Izumi: someko ^rako?/
dye.av.pres pattern
ʮsomeko rakoʢ໛༷Λιϝί͢Δʣʯͱݴ͏ͷͰ͔͢ɻ
(48) Lawa: ... someko,_
dye
ιϝί
(49) Lawa: ra- rako,_
fs pattern
໛༷
(50) Lawa: o someko ware.\
prog dye.av.pres thread
ʮo someko ware ʢࢳΛછΊ͍ͯΔʣʯͱݴ͍·͢ɻ




















(57) Lawa: X qalux ma [behege X =daha].\
X black.av.pres conj white.av.pres X =3pl.gen
ࠇ͔ͬͨΓɺന͔ͬͨΓɻ
(58) Izumi: [mhm mhm mhm].\
bc
ͦ͏Ͱ͔͢ɻ
(59) Lawa: .. <L2 ኷ଟछᰓ৭ᅊ L2 >
many.types.of.colors
ͨ͘͞Μ৭͕͋ΔͰ͠ΐ͏ɻ
(60) Lawa: some- some--
fs fs
ιϝɺιϝɺ
(61) Izumi: ma: ^manu ka [kari seediq ] di?/
conj what ka word Seediq part
ͦΕͰɺʢιϝίΛʣησοΫޠͰ͸Կͱݴ͍·͔͢ɻ
(62) Lawa: <L3 someru L3>,_
dye
છΊΔ











(66) Lawa: ru- rbeg-un ^iyu a:,_
fs soak-uvp.pres medicine fil
ʮrubegun iyu ʢༀʹਁ͢ʣʯͰ͔͢Ͷɺ
(67) Izumi: .. iyu?_
medicine
ༀͰ͔͢ʁ






(70) Lawa: <L2 ጯ֘ L2 > rubeg-un iyu a:,_
it.should.be soak-uvp.pres medicine fil
ʮrubegun iyu ༀʹਁ͢ʯͷ͸ͣͰ͢ɻ
(71) Lawa: ...(0.8) s- ado <L3 cikatta L3> kari ni :hong ^uri rudan,_
fs because used word Japan too old.people
ͱ͍͏ͷ΋ɺੲͷਓ͸೔ຊޠ΋࢖͔ͬͨΒɻ
(72) Lawa: rubeg-un iyu so^meko m-esa.\
soak-uvp.pres medicine dye av.pres-say
ʢੲͷਓ͸ʣrubegun iyu someko (ιϝίʹਁ͢)ͱݴ͍ͬͯ·ͨ͠ɻ





(74) Izumi: .. rubeg-un iyu [so^meko]?/
soak-uvp.pres medicine dye




(76) Izumi: .. mhm,_
bc
ͦ͏Ͱ͔͢ɻ
(77) Made: ...(0.9) uxe: uxe ^manu di%._
neg neg what part
͋ͷɺ͋Ε͡Όͳ͍ΜͰ͔͢ɻ
(78) Made: ...(0.7) r<um>icuh ^rako @?/
rub<av.pres> pattern @
ʮrumicuh rakoʢ໛༷ΛృΔʣʯͱ͸ݴΘͳ͍ΜͰ͔͢ɻ
(79) Izumi: <@ r<um>icuh rako@>?/
rub<av.pres> pattern
ʮrumicuh rakoʢ໛༷ΛృΔʣʯͰ͔͢ʁ














(84) Izumi: <L2 ཁ๐䆩 L2 >.\
need.soak
ਁ͞ͳ͍ͱ͍͚·ͤΜ͔ɻ
(85) Izumi: .. <L2 ๐ࡏ [ਫཫ໘] L2>?/
soak.in.water
ਫʹਁ͞ͳ͍ͱ͍͚·ͤΜ͔ɻ






(88) Made: .. uka ini XX s--
neg neg fs
ʜͰ͸ͳ͍ͷͰ͔͢ɻ
(89) Lawa: .. r<um>ebu ^iyu._
<av.pres>soak medicine
ༀʹਁ͢ɺ
(90) Lawa: ... r<um>ebu asi rux - r<um>ebu iyu qalux.\
soak<av.pres> just fs soak<av.pres> medicine black.av.pres
ਁ͢ɺ୯ʹʮrumebu iyu qalux ࠇͷછྉʹਁ͢ʯͱݴ͏ͷͰ͢ɻ
(91) Lawa: [r<um>ebu] iyu mugusama.\
soak<av.pres> medicine green.av.pres









(94) Made: mukan we: ^duma t<um>etu ^sudu han.\
Southern.Min part some cut<av.pres> grass part
ͦ͏͍͑͹㮙ೆਓͰ͕͢ɺதʹ͸ͦ͏͍͏ਓ͕͍ͯɺͦͷਓͨͪ͸͸ͦͷ২෺ΛמΓ·
͢Αɻ
(95) Lawa: .. mhm [mhm].\
bc
ͦ͏Ͱ͢ɻ
(96) Made: [t<um>etu] ^sudu ma: rubeg-un =daha qu^siya ma:,_
cut<av.pres> grass conj soak-uvp.pres =3pl.gen water conj
൴Β͸ͦͷ২෺ΛמͬͯɺͦΕΛਫʹਁͯ͠ɺ
(97) Made: ha-an =daha henu hii ka ^kire.\
go-uvl.pres =3pl.gen dm there nom cloth
ͦ͜ʹɺ෍Λɺ͋ΕΛ͠ʹߦ͘ΜͰ͢Αɻ
(98) Lawa: so [kiya hini ] uri [[han.\
like that here too part
͜͜Ͱ΋ಉ͡Ͱ͢Αɻ
(99) Made: [uh galiq ].\
bc cloth
͋ɺͭ·Γ ʢησοΫޠͰʣgaliqʢ෍ʣͷ͜ͱɻ














(104) Made: .. uh sero,_
bc Lagerstroemia.subcostata
ͦ͏ͦ͏ɺλΠϫϯαϧεϕϦͰ͢Ͷɻ
(105) Lawa: ... sero ma:,_
Lagerstroemia.subcostata conj
λΠϫϯαϧεϕϦʹɺͦΕʹɺ
(106) Lawa: rubeg-un hiya ma% tu^peraq.\
soak-uvp.pres there conj Dioscorea.cirrhosa
ʢ෍Λʣͦ͜ʹਁͯ͠ɺͦΕ͔ΒιϝϞϊΠϞ΋ɻ
(107) Made: .. uh,_
bc
͋ɺͦ͏Ͱͨ͠Ͷɻ
(108) Lawa: .. tuperaq a lumiqu
Dioscorea.cirrhosa fil mountain
tuperaq a <L2 ༗Ұݸ޷૾ L2>,_
Dioscorea.cirrhosa fil one.like
໺ੜͷιϝϞϊΠϞɺιϝϞϊΠϞɺͦΕ͸͋Εʹࣅͨɺ
(109) Lawa: <L2 ஍ӝҰᒬ L2>.\
like.sweet.potato
απϚΠϞΈ͍ͨͳɺ
(110) Lawa: <L2 ࢁ্ [፤త] L2>.\
available.in.mountain
ࢁͰ࠾ΕΔɺ
(111) Izumi: [mhm mhm],_
bc
΁͑ɻ





(113) Made: niq-an naq a [henu na] manu di.\
stay-uvl.pres emph fil dm 3sg.gen what part
͋Ε΋͋Γ·͢ΑɺԿͰ͚ͨͬ͠ɻ
(114) Lawa: [tuperaq ].\
Dioscorea.cirrhosa
ιϝϞϊΠϞɻ
(115) Made: kihilan uri han waso so hari sudu:,_
Hakka too part leaf like more.or.less grass
ʢ㮙ೆਓҎ֎ʹʣ٬Ոਓ΋࢖͏΋ͷͰɺ༿Λ࢖͍·͢ɺ૲ͷΑ͏ͳɺ
(116) Made: so nii kun-^reko: me--
like this nmlz-tall fs
૲ৎ͸͜Ε͘Β͍Ͱɺ
(117) Made: niq-an ŋerac =mu ^uri.\
stay-uvl.pres outside =1sg.gen too
ࢲͷఉʹ΋͋Γ·͢Αɻ
(118) Made: ...(0.7) <L2 େ੨ L2> kes-un =daha ^kii.\
Persicaria.tinctoria say-uvp.pres =3pl.gen that
ͦΕ͸ɺʢ׽଒ʹʣେ੨ ͱݺ͹Ε͍ͯΔ΋ͷͰ͢ɻ
(119) Izumi: .. mhm,_
bc
ͦ͏Ͱ͔͢ɻ
(120) Made: ... ma henu <L2 ཟ৭త L2> kiya han.\
conj dm blue that part
੨͍΋ͷͰ͢ɻ
(121) Lawa: mu-n^tena hari [kihilan daha] seediq hini ^uri?_
av.pres-same more.or.less Hakka conj Seediq here too
͜͜ͷησοΫ଒ͱ٬Ոਓ͸ʢછ෺ͷश׳͕ʣಉͩ͡ͱ͍͏͜ͱ͡Όͳ͍Ͱ͔͢ɻ





(123) Lawa: ...(1.0) cukau someko kana cu^beyo han.\





(125) Lawa: .. posa: iro ^lukus ^peni?_




ํݴʹ͍ͭͯɺTsukidaʢ2003ʣ͸ 10 ݸͷऴॿࢺʢ1. wa, 2. wah, 3.ʞu, 4.ʞur, 5. ha, 6.
hug, 7. huwa, 8. heki, 9. binaw, 10. piniʣͷҙຯɺྫจɺจͷछผʹΑΔ෼෍ͷҧ͍ͳͲΛ
ఏ͍ࣔͯ͠ΔɻຊઅͰѻ͏ύϥϯํݴͷऴॿࢺͷ͏ͪɺλϩίํݴͷऴॿࢺͱܗ্ࣜͰॏͳΔ




da ͸ʮ׬੒ᱪʯɺga/wa ͸ʮڧҙʯɺdi ΋ʮڧҙʯɺho ͸ʮٙ໰ʯɺpeni ͸ʮෆ֬ʯͷҙຯΛ࣋ͭ
ͱ͍ͯ͠Δɻখ઒ɾઙҪʢ1935ʣͷจඌॿࣙͷ͏ͪɺຊߘͰѻ͏ऴॿࢺʹؚ·ΕΔͷ͸ peni ͷ





ʢyetʣ, doʢifʣ, saʢquotativeʣ, peniʢparticleʣͰ͋ΓɺͦΕͧΕׅހ಺͸ Holmerͷ෇͚
ͨάϩεͰ͋ΔɻͦΕΒͷҙຯɾػೳʹ͍ͭͯʠdi and na have Tense/Aspect connotations,
do is a subordinator, sa represents some kind of evidential meaning, and peni is almost
untranslatable into English, but serves as a discourse connectorʡ ͱड़΂͍ͯΔʹͱͲ·
7 λϩίํݴͷ 10ݸͷऴॿࢺͷ͏ͪɺTsukidaʢ2003ʣͷܝ͛ͨ 3ɺ4ɺ6ɺ8Ҏ֎͸ɺύϥϯํݴʹ
΋ಉݯޠ͕ଘࡏ͢Δʢ4.ʞur ͸ύϥϯํݴͷ uriʮʙ΋·ͨʯʹ૬౰͢Δͷ͔΋͠Εͳ͍ʣɻಉݯޠ
ͷ͏ͪͰɺλϩίํݴͷ 1. waɺ2. wahɺ5. haɺ7. huwa ʹ͍ͭͯ͸ύϥϯํݴ΋ಉҰܗࣜͰ͋
Γɺ9. binaw ͸ύϥϯํݴͰ͸ 9. bino ͱͳΔɻ͜ΕΒͷ͏ͪɺύϥϯํݴͰऴॿࢺͱͯ͠࢖Θ






















(126) Lawa: ...(1.2) gi :su d<um>ayo hiya na%\ (=7)
prog help<av.pres> there part
ͦ͜Ͱ͓ख఻͍Λ͍ͯ͠ΔͷͰ͢Ͷɻ
ऴॿࢺͷ na Ҏ֎ʹจ຤ʹݱΕಘΔಉԻҟٞͷ na ͕΄͔ʹ;ͨͭ͋Δɻͻͱͭ͸ Holmer
ʢ2005ʣʹ΋ݴٴͷ͋Δ naʢyetʣͰ͋Γɺߠఆจʹ͓͍ͯʮ΋͏ʢͨ͠ʣʯɺ൱ఆจʹ͓͍ͯʮ·
ͩʢ͍ͯ͠ͳ͍ʣʯͷҙຯΛද͢ɻ΋͏ͻͱͭ͸ 3ਓশ୯਺ଐ֨Λද͢઀ޠ୅໊ࢺͷ =na Ͱ͋
Γɺ໊ࢺʹޙଓͯ͠ॴ༗දݱΛ࡞Δʢྫ sapah =na ʮ൴ͷՈʢsapahʮՈʯʣʯʣɻ͜ͷ;ͨͭͷ













(127) b<un>ari =su hori lukus nii na .
buy<pst> =2sg.gen Hori clothes this part
͜ͷ෰͸͋ͳ͕ͨᆏཬͰങͬͨͷͰ͢ΑͶɺ͖ͬͱͦ͏Ͱ͠ΐ͏ʢᆏཬ͸஍໊ʣɻ
(128) b<un>ari =su hori lukus nii. na .
















(129) Lawa: uxe !kari nihoŋ ^peni?_ (=24)
neg word Japan part
ʢʮιϝίʯͱ͍͏ޠ͸ʣ೔ຊޠ͡Όͳ͍ΜͰ͔͢ʁ
(130) Lawa: .. posa: iro ^lukus ^peni?_ (=125)
av.pres.use color clothes part
΄Βɺ෰ʹ৭Λ෇͚Δͷʹɻ
(131) b<un>ari =su hori lukus nii peni .











(132) Made: ... uh yon^nichi sa%.\ (=5)
fil four.days hearsay
࢛೔ʢલʹʣͩͦ͏Ͱ͢ɻ
Ҿ༻ͷ sa ͷޠݯ͸ m-esaʮݴ͏ʢav.pres-sayʣʯͱ͍͏ಈࢺͰ͋Δɻಈࢺ͕ظ଴͞ΕΔҐ
ஔ͸จ಄Ͱ͋ΔͨΊɺmesa ΋࡞ྫʢ133ʣʹݟΒΕΔΑ͏ʹจ಄ʹݱΕಘΔ13ɻͱ͜Ζ͕ஊ࿩
ʢ72ʣʹ͋ΔΑ͏ʹɺmesa ͸จ຤ɺͭ·Γ sa ͷݱΕΔҐஔʹݱΕΔ͜ͱ΋͋Δʢʢ134ʣͱͯ͠
࠶ܝʣɻ;ͨͭͱ΋ʹจ຤ʹݱΕಘΔ͜ͱɺҙຯͷྨࣅੑͱԻͷྨࣅੑ͔Βɺmesa ͱ sa ͷؔ
࿈͸໌Β͔Ͱ͋Δɻಈࢺ mesa ͔Β me ͕୤མͨ͠ܗ͕ࣜ sa Ͱ͋Δɻจ຤ʹݱΕΔ mesaʮݴ
͏ʯ͕จ๏Խ͠ɺ఻ฉͷػೳΛ࣋ͭ sa ʹͳͬͨͷͩΖ͏ɻ఻ฉͷ sa ͷ࡞ྫΛʢ135ʣʹࣔ͢ɻ
(133) m-esa rubeg-un iyu someko sa.
av.pres-say soak-uvp.pres medicine dye hearsay
ιϝίʹਁ͢ͱݴͬͨΒ͍͠Ͱ͢ɻ
(134) Lawa: rubeg-un iyu so^meko m-esa .\ (=72)
soak-uvp.pres medicine dye av.pres-say
ʢੲͷਓ͸ʣrubegun iyu someko (ιϝίʹਁ͢)ͱݴ͍ͬͯ·ͨ͠ɻ
(135) b<un>ari =su hori lukus nii sa .




෭ࢺͱɺҰ࣍৘ใΛද͢ऴॿࢺͰ͋Δɻ͜ͷܗࣜ han ͸ hayanʮઌʹɺઌͣʯͱ͍͏ҙຯΛ࣋
ͭ෭ࢺ͕Իͷॖ໿ʹΑΓมԽͨ͠΋ͷͰ͋ΔɻͦͷͨΊ hayan ͱಉ༷ʹɺʮઌʹɺઌͣʯͱ͍͏
ҙຯͷ෭ࢺͱͯ͠༻͍ΒΕΔ͜ͱ΋͋ΔɻTseng (2006ɿ122) ͔Β hayan ͱ han ͷ྆ํ͕ʮઌ
ʹɺઌͣʯͱͯ͠࢖ΘΕ͍ͯΔྫΛʢ136ʣʹڍ͛Δ14ɻटङΓʹग़͔͚ͨஉͨͪ͸ɺॳΊͷ͏
ͪ͸ܗ੎͕ྑ͔͕ͬͨɺ͠͹Βͯ͘͠๢͘ͳΔͱ͍͏࿩Ͱ͋Δɻͦͯ͜͠ͷྫͰ͸ɺhayan ͱ
12 ͜ͷ sa ʹࣅͨػೳΛ࣋ͭऴॿࢺͱͯ͠ si ͕͋Δɻ෼෍΍ҙຯͷҧ͍ʹ͍ͭͯ͸ࠓޙͷ՝୊ͱ͢
Δɻ





ؒؔ܎Λද͢ޠͱҰॹʹݱΕΔ͜ͱ͕ଟ͍ɻஊ࿩ʢ123ʣͰ͸ cubeyoʮੲʯͷޙʹ han ͕ݱΕ
͍ͯΔʢʢ137ʣͱͯ͠࠶ܝʣɻ
(136) ma malu bale hayan si, deheya di.
conj good.av.pres real first hearsay 3pl.free part
m-eyah di sa,
av.pres-come part hearsay
malu ba karac han si.
good.av.pres real sky first hearsay
ʮͦΕͰɺॳΊ͸ྑ͔ͬͨͦ͏Ͱ͢ɻ൴Β (ͷঢ়گ)͸ͶɻʢͦΕ͔Βʣ໭͖ͬͯͨͦ͏Ͱ
͢ɻॳΊ͸ఱؾ͕Α͔ͬͨͦ͏Ͱ͢ɻʯ
(137) Lawa: ...(1.0) cukau someko kana cu^beyo han.\ (=123)




ͺΒ han ͕༻͍ΒΕΔɻऴॿࢺͷ han ͸ฉ͖ख͕ಉ͡৘ใΛڞ༗͍ͯ͠Δ͔Ͳ͏͔ʹؔΘΒ
ͣɺ࿩͠खͷཧղ΍஌ࣝΛٙ໰ͷ༨஍ͷແ͍΋ͷͱͯ͠ఏࣔ͢Δಇ͖͕͋Δɻஊ࿩Ͱ͸ʢ31ʣ,
ʢ94ʣ,ʢ98ʣ,ʢ100ʣ,ʢ120ʣ,ʢ123ʣʹݟΒΕΔɻ͜͜Ͱ͸ͻͱ͖ͭͮʹͳ͍ͬͯΔʢ98ʣͱ
ʢ100ʣΛ (138-139) ͱͯ͠࠶ܝ͢Δɻ㮙ೆਓ͕২෺Λછྉʹ͢Δͱ Made ͕ݴͬͨͷʹର͠ɺ
Lawa͕ʢࢲୡʣησοΫਓͦ͜ຊདྷͦͷΑ͏ʹ͢Δͷͩͱड़΂Δͱ͜ΖͰ͋Δɻ·ͨɺhan Λ
࢖ͬͨ࡞ྫΛʢ140ʣʹࣔ͢ɻ
(138) Lawa: so [kiya hini ] uri [[han.\ (=98)
like that here too part
͜͜Ͱ΋ಉ͡Ͱ͢Αɻ
(139) Lawa: r<um>ebu]] sero han.\ (=100)
<av.pres>soak Lagerstroemia.subcostata part
λΠϫϯαϧεϕϦʹਁ͢ΜͰ͢Αɻ
(140) b<un>ari =su hori lukus nii han .









߹Θͤͱ͸ na peniʢ142ʣ, na saʢ143ʣ, na hanʢ144ʣ, peni naʢ145ʣ, peni saʢ146ʣ,
peni hanʢ147ʣ, sa naʢ148ʣ, sa peniʢ149ʣ, sa hanʢ150ʣ, han naʢ151ʣ, han peni
ʢ152ʣ, han saʢ153ʣͷ 12Ͱ͋Δɻ࡞ྫͷجͱͳΔྫจΛʢ141ʣʹࣔ͢ɻྫจʢ141ʣʹର
͠ɺऴॿࢺΛ;ͨͭ෇͚ͯڞى৚݅Λࢼ͍ͯ͠Δ15ɻͨͩ͠ɺʢ148ʣͷ sa na ͷඇจ๏ੑʹର
͠ɺna ͷલʹϙʔζ͕ஔ͔Εʢલͷจ͔Β੾Γ཭͞Εʣɺna ͕୯ಠͰൃԻ͞ΕΔ৔߹͸ڐ༰͞
ΕΔʢ154ʣɻ
(141) b<un>ari =su hori lukus nii.
buy<pst> =2sg.gen Hori clothes this
͜ͷ෰͸͋ͳ͕ͨᆏཬͰങ͍·ͨ͠ɻ
(142) *bunari =su hori lukus nii na peni.
(143) *bunari =su hori lukus nii na sa.
(144) *bunari =su hori lukus nii na han.
(145) *bunari =su hori lukus nii peni na.
(146) *bunari =su hori lukus nii peni sa.
(147) *bunari =su hori lukus nii peni han.
(148) *bunari =na hori lukus nii sa na.
(149) *bunari =na hori lukus nii sa peni.
(150) *bunari =na hori lukus nii sa han.
(151) *bunari =su hori lukus nii han na.
(152) *bunari =su hori lukus nii han peni.
(153) *bunari =su hori lukus nii han sa.








ʢ160ʣʹࣔ͢ɻຊདྷɺऴॿࢺ na ͱ peni ͷ৔߹͸૬खʹ֬ೝΛऔͬͨΓ൓ԠΛଅ͢ػೳΛඋ͑
͍ͯΔͨΊɺٙ໰๏ͱͷػೳͱྨࣅ͢Δ෦෼͕͋ΔɻͦΕΏ͑ na ΍ peni Λ࢖ͬͯ૬खʹ໰͍
͔͚ΔจΛɺ͞Βʹۃੑٙ໰จʹม͑ͯɺೋॏͷٙ໰ඪࣔΛ͢Δ͜ͱ͕ڐ༰͞Εͳ͍ͱߟ͑Β
ΕΔ16ɻऴॿࢺ sa ΍ han ͷ৔߹͸৘ใΛ఻͑Δ໾໨Λෛ͍ͬͯΔͷͰɺ΋ͱ΋ͱٙ໰΍໋ྩ
ͱ͍͏Ϝʔυͱ͸͔Έ߹Θͳ͍͜ͱ͔ΒɺڞىෆՄೳͰ͋Δ͜ͱ͕ཧղͰ͖Δ17ɻ
(155) ye =su b<un>ari hori lukus nii.
q =2sg.gen buy<pst> Hori clothes this
͜ͷ෰͸ᆏཬͰങ͍·͔ͨ͠ɻ
(156) *ye =su b<un>ari hori lukus nii na.
(157) *ye =su b<un>ari hori lukus nii peni.
(158) *ye =su b<un>ari hori lukus nii sa.
(159) *ye =su b<un>ari hori lukus nii han.
(160) burig -i hori lukus nii.
buy<uv.imp> Hori clothes this
͜ͷ (Α͏ͳ)෰ΛᆏཬͰങ͍ͳ͍͞ɻ
(161) *burig-i hori lukus nii na.
(162) *burig-i hori lukus nii peni.
(163) *burig-i hori lukus nii sa.






16 ͨͩ͠ɺpeni ͷ৔߹͸ٙ໰ࢺ imaʮ୭ʯ΍ inuʮͲ͜ʯͱڞىͰ͖Δɻ
17 ྫจʢ159ʣͱ (164)ʹର͠ɺʮઌʹɺઌͣʯͱ͍͏ҙຯͷ hayan ͸ڐ༰͞Εͨɻ
ye su bunari hori lukus nii hayan.ʮ͜ͷ෰͸ᆏཬͰઌʹങͬͨͷͰ͔͢ɻʯ









































Lawa ੲͷਓ͸೔ຊޠ΋࢖͔ͬͨΒɺrubegun iyu somekoʢιϝίༀʹਁ͢ʣͱݴ͍ͬͯ·
ͨ͠ɻ
Izumi rubegun iyu somekoʢιϝίༀʹਁ͢ʣͰ͔͢ɻ
Made rumicuh rakoʢ৭ΛృΔʣͱ͸ݴ͍·ͤΜ͔ɻ
Izumi rumicuh rakoʢ৭ΛృΔʣͰ͔͢ɻ
Lawa rumicuh iyuʢༀΛృΔʣͰ͢ɻ୯ʹ rumicuhʜͱݴ͑͹ɺ
Izumi ਫʹਁ͞ͳ͍ͱ͍͚·ͤΜ͔ɻ
Made છྉʹਁ͠·͔͢ɻ
Lawa ͸͍ɻༀʹਁ͠·͢ɻrumebu iyu qaluxʢࠇ͍ༀʹਁ͢ʣͱݴ͍·͢ɻ












.. short pause (less than 0.2 second)
... medium pause (between 0.3 and 0.6 second)
...(0.7) long pause (more than 0.7 second)
. transitional continuity [final]
, transitional continuity [continuing]
? transitional continuity [appeal]
\ terminal pitch direction [fall]
/ terminal pitch direction [rise]
_ terminal pitch direction [level]







- (followed by a space) truncated word
-- truncated intonation unit
[ ]/[[ ]]/[[[ ]]] speech overlap
@ laughter
<@ @> speech quality [laughing]
<L2 L2> code switching to Mandarin
<L3 L3> code switching to Japanese





av: actor voice, bc: back channel, cond: conditional, conj: conjunctive, conneg: con-
negative, dm: discourse marker, emph: emphatic, ep: exclusive plural, fil: filler, fs: false
start, free: free pronoun, gen: genitive, hort: hortative, imp: imperative, ip: inclusive
plural, neg: negative, nmlz: nominalizer, nom: nominative marker, part: particle, pl:
plural, pres: present, prog: progressive, pst: past, q: question, uv: undergoer voice
(patient and location), uvc: undergoer voice circumstance subject, uvp: undergoer voice
patient subject, uvl: undergoer voice locaiton subject, 1: first person, 2: second person,
3: third person, < >: infix, = : clitic pronoun, - : morpheme boundary
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ΩʔϫʔυɿδϯϙʔޠɼΧνϯޠɼΧνϯਓɼਫ਼ྶ৴ڼɼφο (Nat), ϛϟϯϚʔ, ϏϧϚ
1 ͸͡Ίʹ





δϯϙʔ (Jingpho) ޠ͸ɺγφɾνϕοτޠ଒ (Sino-Tibetan) νϕοτɾϏϧϚޠ೿ (Tibeto-
Burman) δϯϙʔɾϧΠޠ܈ (Jingpho-Luish/Jingpho-Asakian) ʹଐ͠ɺݴޠతʹ͸ɺϏϧϚͷ





Ε͍ͯΔ (Dalton 1872)ɻͳ͓ɺதࠃʹ͓͍ͯܠੂ (Jingpo)଒ͱݺ͹ΕΔຽ଒͸δϯϙʔਓΛؚ
Ή͕ɺதࠃͷܠੂ଒ʹ͓͍ͯ͸ޙड़ͷπΝΠϫਓ͕ΑΓଟ਺Λ઎ΊΔ఺ʹ஫ҙ͢Δඞཁ͕͋Δɻ
δϯϙʔਓ͸Χνϯ (Kachin)ຽ଒ͷ੒һͱͯ͠஌ΒΕΔɻΧνϯຽ଒͸ɺ๺෦ϏϧϚΛத৺
ʹډॅ͢ΔϏϧϚ༗਺ͷຽ଒Ͱ͋Γɺδϯϙʔਓͷ΄͔ʹɺϩϯ΢Υʔ (Ϛϧ) 1 ɺϥνο (ϥ
























p t k P p t k P i u
ph th kh e @ o















͍ͯॏཁͳหผػೳΛՌͨ͠ɺྫ͑͹ɺPna na´P na´ na na´P na´P na` naʮ͓࢞͞Μɺ͋ͳͨͷࣖ͸௕






δϯϙʔޠਖ਼ॻ๏͸ 1890೥ʹΧνϯभʹෝ೚ͨ͠ถࠃόϓςΟετ೿ͷએڭࢣ Olaf Hansonࢯ
ʹΑΓ 1890೥୅લ൒ʹߟҊ͞Εͨɻຊߘͷදهͱਖ਼ॻ๏ͷରԠΛҎԼʹࣔ͢ɻ
Kurabe Hanson Kurabe Hanson Kurabe Hanson
p p s s y y
t t C sh Pw w
k k h h Py y
P – m m i i
ph hp n n e e
th ht N ng a a
kh hk Pm m o o
b b Pn n u u
d d PN ng @ a˘
g g l l
c chy r r
j j Pl l
ts ts Pr r
dz z w w
4 ຊจ
ຊઅͰఏࣔ͢ΔδϯϙʔޠςΩετࢿྉ͸ɺචऀ͕ 2011೥ 3݄ʹΧνϯभϛονʔφʔࢢʹ
͓͍ͯɺDu Kahtawng஍۠ͷஉੑ (౰࣌ 70୅)͔Βର໘ௐࠪʹΑΓಘͨҰ࣍ࢿྉͰ͋Δɻௐࠪ
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ABL Ablative NEG Negative
ACC Accusative NMLZ Nominalizer
ALL Allative NOM Nominative
CLF Classifier PL Plural
COM Comitative RED Reduplicant
COP Copula SFP Sentence-final particle
GEN Genitive TAM Tense-aspect-mood
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∗ 本研究は平成 24～26年度 JSPS科研費 24·6463「喜界島方言を中心とする琉球語の記述的・歴史的
研究」の助成を受けている。





– 閉鎖音: /p/[p~pP], /b/, /t/[t~tP], /th/, /d/, /k/[k~kP], /kh/, /g/
– 破擦音: />pF/[>pF~F], />ts/[>ts~>tC~>tsP~>tCP], /dz/[>dz~z~>dý~ý],
– 摩擦音: /s/[s~C], /h/
– 鼻音: /m/, /n/[n~m~N~ð], /N/
– 弾音: /R/
– 半母音：/w/, /j/
– 母音：/i/, /e/[E], /a/[Aﬀ], /o/[O], /u/
• 表記：p’ =語幹初頭単子音の/p/, t’ =語幹初頭単子音の/t/, th = /th/, k’ =語幹初頭単子音
の/k/, kh = /kh/, g = /g/, f = />pF/, c’ =語幹初頭単子音の/>ts/, c =それ以外の/>ts/, z = />dz/, g˜






– 音節構造の Sには/j/, /w/が分布し、それぞれ先行する C1 を口蓋化／唇音化する3。
– /s/, />ts/, />dz/は母音/i/,半母音/j/の前で口蓋化して歯茎硬口蓋音で実現する。
– 音節末子音 C2 には、阻害音と鼻音が分布するが、調音点の対立を持たず、後続する
子音と同じ調音点の子音しか現れない。語末子音は鼻音に限られる。本稿では音節
末鼻音について自立語末では n(=/n/) を、それ以外では音声実現に応じて m(=/m/),
n(=/n/), g˜(=/N/)を用いて表記する。
3 志戸桶方言の談話資料
本節で記述する談話は、2014年 12月及び 2015年 1月に収録された志戸桶南部出身・在住の







3 CjVの Vには前舌母音も分布する（eg. /amji/「網」 cf. /ami/「雨」）。




















































































































































































































































































































































































































































































11 歌では日常会話と異なる語形（eg. 歌／日常会話 ’ikanji/khjansa「どれほど」、 khuba-/huba-「固い」、





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 first person 一人称















































pn personal name 人名

































て、塔公郷において定住民が用いる Lhagang（塔公）方言（カムチベット語 Minyag Rabgang 
（木雅熱崗）方言群北部下位方言群）の音声、形態統語について紹介する役割も兼ねる。 
図１：塔公郷塔公村の全景（2013 年） 澤旺居麥 撮影





同県城爐城[Dar-rtse-mdo]鎮から北西に 113km 離れた海抜 3730m 前後の高原地帯にあり、郷
内に川藏路が通っている（図２）。 
図２：塔公郷の位置 
 塔公とはチベット語で「菩薩の愛する地」を意味する。郷内にある塔公寺[dPal Lha-sgang 
dGon]は甘孜州内でもっとも著名なチベット仏教サキャ派の寺院の１つであり、「小大昭寺
[gTsug-lag-khang Chung-chung]」の異名をもち、カム地域のチベット人が巡礼を行う聖地の
１つである（図３参照）。塔公寺の正式名は「塔公一見如意解脱寺[dPal Lha-sgang dGon 
mThong-grol bSam-’grub-bling]」といい、現在に至るまで長い歴史を持ち、カム地域のチベ



























3  《藏漢大辞典》(1995:2434)によれば、雅拉拉澤の最初の２音節の藏文は bZhag-bra となっている
















ット語 Minyag Rabgang 方言群北部下位方言群7に属するものとされ、のちに Lha-mo-skyid 







































図４：塔公のジョウォ・正面（2012 年） 図５：塔公のジョウォ・側面（2012 年） 
四郎翁姆 撮影 四郎翁姆 撮影
10 この物語には正式な名称が存在しない。本稿では、その内容に基づき、仮に『菩薩の愛する地・
塔公』と名づける。参考として、漢語名を《菩萨喜欢的地方•塔公》、チベット語名を ༼ !"དགའ"བའི"







 物語『菩薩の愛する地・塔公』は確かに非常によく知られているが、Suzuki & Sonam 
Wangmo (2015)が Lhagang 方言の音転写に逐語訳を付し、基礎的な文法分析およびフランス
語訳を提供している以外は、チベット語によるテクストの記録やその言語学的分析を行っ
た先行研究は未見である。本稿のチベット語資料はカムチベット語 Minyag Rabgang 方言群
に属する Lhagang 方言によって発話されたものを基礎とする。この点は Suzuki & Sonam 
Wangmo (2015)と一致する。この方言は塔公寺周辺の定住民が話すものを代表とする、方言
































 以下に第２節で分析する Lhagang 方言の音体系を子音、母音、超分節音素に分けて示す。 
 
表１：子音体系 
 注：*を伴う硬口蓋閉鎖音は Lhagang 方言 A 類（２節参照）にのみ認められる。 
 
表２：母音体系（舌位置） 
i    ʉ     ɯ u 
 e   ɵ ə   o   
  ɛ     ɔ    
















  両唇 歯茎 そり舌 前部硬口蓋 硬口蓋 軟口蓋 声門 
閉鎖音 無声有気 ph th ʈh  *ch kh  
 無声無気 p t ʈ  *c k ʔ 
 有声 b d ɖ  *ɟ g  
破᧿音 無声有気  tsh  tɕh    
 無声無気  ts  tɕ    
 有声  dz  dʑ    
摩᧿音 無声有気  sh  ɕh  xh  
 無声無気 ɸ s ʂ ɕ  x h 
 有声  z  ʑ  γ ɦ 
鼻音 有声 m n  ȵ  ŋ  
 無声 m̥ n̥  ȵ̊  ŋ ̊  
流音 有声  l r     
 無声  l ̥      






 本節ではカムチベット語 Minyag Rabgang 方言群の Lhagang 方言によって語られた物語
『菩薩の愛する地・塔公』の音形式、語釈、直訳ならびに全体の翻訳を行う。 
言語資料の言語は Suzuki & Sonam Wangmo (2014, 2015)に紹介、かつ定義される２種類の
Lhagang 方言（A 類、B 類13）における B 類の発音と基本的に一致する14。そのため、それぞ
れの句の通し番号の前に B を付す。この番号は続く３節、４節においても用いられる。各
句は基本的に４段から構成され、その内容は以下のようである。第１段は Lhagang 方言（B






 (B1)  ´ȵə ma `ɦna ɦna-la   ´ɦdʑa ɦza ´kõ dʑo-Ø  ´po-la         ´ja la  ´ɦde ʈɔ ̃        
   nyi ma gna’ gna’ la   rgya bza’ kong jo     bod la         yar la gdan grangs   
  昔々-[位]                         文成公主17-[絶]      チベット-[位]  上へ  迎える    
          `hkɑʔ-la 
   skabs la  
  時-[位] 
  昔々18、文成公主がチベットへ迎えられたとき、 
                                                     
13 A 類と B 類は同じ方言（Lhagang 方言）の中の２つの発音上の類型であり、両者とも同一の
Lhagang 方言母語話者の言語体系に含まれる、社会言語学的変種とみなされる（Suzuki & Sonam 
Wangmo 2014）。A 類はアムドチベット語の影響を比較的強く受けている変種で、B 類は塔公村
の地域方言の特徴を多く留保している変種である。A 類と B 類の間の言語特徴に関する詳細な異
なりについては Suzuki & Sonam Wangmo (2015)を参照。 
14 物語の語りの一部は A 類に属する方言音が含まれる（個々の事例については３節で指摘する）。
このような状況は Lhagang 方言ではよく見られる。 
15 1.4 節の表記に従う。 
16 語釈に用いる略号は以下の通り： 
   2 二人称      3 三人称     [絶] 絶対格     [達] 達成     [共] 共格    [接] 接続詞    
[判] 判断動詞  [祈] 祈願     [定] 定性       [能] 能格     [属] 属格    [伝] 伝聞    
[感] 感嘆詞    [内] 内格     [意] 意志未来   [位] 位格     [否] 否定    [名] 名詞化  
[過] 過去      [状] 状態     [主] 主題 
   ２つの機能が１つの音形式に現れる場合、[名.属]のように . を用いて表す。 
   物語の中には位格を伴わない地名などの語がしばしば現れるが、これは文法格としての絶対格に
おかれているわけではない。それゆえ「ゼロ」格表記を与えない。 
17 チベット語 rgya bza’ kong jo は「漢族の地域の姫」の意味である。この物語の中では文成公主を
指すことが自明であるため、語釈もそのように与える。 





 (B2)  ¯thɔ ̃´ɦdʑa po-gə     `kho-la  ´tɕo wo     ´tɕiʔ-Ø  `ʑĩ-zə-reʔ 
   thang rgyal po gyis  kho la    jo bo       cig       sbyin zin red 
  唐の皇帝-[能]            3-[位]   ジョウォ  １-[絶]  贈る-[過]-[判]  
          唐の皇帝19が彼女に１体のジョウォを送りました。 
 
 (B3)  ´te      ´tɕo wo-tə-Ø-na         ´ɦdʑa ɦza ´kõ dʑo-gə   ¯lḁ sha  ´ja la   `khɯ  
    de       jo bo de na             rgya bza’ kong jo gyis   lha sa  yar la   khur 
  それで  ジョウォ-[定]-[絶]-[主]     文成公主-[能]         ラサ   上へ   携帯する 
          ´ɳɖo-ɦgo    `hsɑ-̃zə-reʔ-sə reʔ 
’gro dgos   bsam zin red zer red 
行く-[意]   思う-[過]-[判]-[伝] 
それで、そのジョウォを文成公主はラサに持っていこうと思ったそうです。 
 
 (B4)  ´te       ¯lḁ ɦgɔ      `htseʔ      `hkɑʔ-la 
   de        lha sgang    slebs      skabs la 
  それで      塔公          到着する   時-[位]  
          （彼女が）塔公に到着したとき、 
 
 (B5)  ´tɕo wo-gə     `kha ʈɑʔ-zə-reʔ-sə reʔ 
    jo bo de na     kha grags zin red zer red 
  ジョウォ-[能]    口を開く-[過]-[判]-[伝] 
          ジョウォが口を開いたそうです。 
 
 (B6)  ¯sha tɕha `htɕi po         `hʈɑʔ mo  ´tɕiʔ-Ø  ´reʔ 
   sa cha    skyid po        skrag mo  cig      red 
  ところ    幸せで美しい      とても   １-[絶]  [判] 
         「（ここは）とても幸せで美しいところだなあ！」 
 
 






 (B7)  ¯kho-Ø  ´ta   ´ja la   ´mə-ɳɖo   ^zeː-zə-reʔ-sə reʔ 
   kho     da   yar la  mi ’gro     zer zin red zer red 
  3-[絶]  今   上へ     [否]-行く    言う-[過]-[判]-[伝] 
         「私はもう（ここから）進まないぞ」と言ったそうです。 
 
 (B8)  ´te      ´ɦdʑa ɦza ´kõ dʑo-gə  ´zeː-na 
   de       rgya bza’ kong jo gyis  zer na 
  それで  文成公主-[能]        言う-[接] 
          そこで、文成公主が言うことには、 
 
 (B9)  `tɕhoʔ-Ø  ´ja la  ´ɳɖo-ɦgo-reʔ     ´mə tshe 
   khyod     yar la  ’gro dgos red    mi tshad 
  2-[絶]    上へ   行く-[意]-[判]   のみならず 
         「あなたは（ラサへ）行かなければならないだけでなく」 
 
 (B10)  ¯lḁ sha  ´ja la   `khɯ      ´ɳɖo-ɦgo-reʔ    ´tə ɳɖa       ^zeː-zə-reʔ-sə reʔ 
    lha sa  yar la   khur       ’gro dgos red   de ’dra      zer zin red zer red 
  ラサ   上へ   携帯する  行く-[意]-[判]  あのように  言う-[過]-[判]-[伝] 
「（私が）ラサへ持っていかなければならないのです」のように言ったそうです。 
 
 (B11)  ´te      ´tɕo wo-gə     ´zeː-na 
   de       jo bo-gyis      zer na 
  それで  ジョウォ-[能]  言う-[接] 










 (B12)  ¯kho-dɑ   ´ɳɖa ɳɖa    ´tɕiʔ-Ø ´te-Ø       ¯lḁ ɦgɔ      `ɦdʑɔ-̃nə-Ø    
    kho dang ’dra ’dra   cig      te            lha sgang   bzhengs ni    
  3-[共]     同じ     １-[絶]  それ-[絶]  塔公       塑像する-[名]-[絶] 
  `ɦʑɑʔ-roʔ-ɦo 
  bzhag rogs ’o 
  置く-[祈]-[感] 
「私と同じものを塑像して、それを塔公20に置いていってください」 
 
 (B13)  ´te       ¯kho-Ø   ´ja la   ´ɳɖo-liː    ´zeː    `hkɑʔ-la 
   de        kho       yar la  ’gro lis    zer     skabs la 
  それで      3-[絶]    上へ      行く-[意]  言う   時-[位]  
          「そうしたら私は（ラサへ）行きましょう」と言ったので、 
 
 (B14)  ´te      ´ɦdʑa ɦza ´kõ dʑo-gə  ¯ʔa na  ¯lḁ sha-gə  ´tɕo wo    ´ji ʑĩ ´no rɯ-dɑ 
   de       rgya bza’ kong jo gyis  a na     lha sa gyi   jo bo         yid bzhin nor bu dang 
  それで  文成公主-[能]        ここ   ラサ-[属]  ジョウォ  イジン・ノルブ-[共] 
  ´ɳɖa ɳɖa   ´tɕiʔ-Ø   `ɦdʑɔ-̃nə ta 
  ’dra ’dra  cig       bzhengs ni da 




 (B15)  ¯ʔa na    ¯lḁ ɦgɔ ´tɕu xhɔ-̃nə         `ɦʑɑʔ-ɣə-reʔ 
   a na      lha sgang jo khang nang    bzhag gi red 
  ここ        塔公の釈迦牟尼殿-[内]       置く-[状]-[判] 














 (B16)  ´te       ¯lḁ ɦgɔ      `htseʔ      `hkɑʔ-la-tə  ´tɕo wo-gə     `kha ʈɑʔ-ji 
   de        lha sgang    slebs      skabs la     jo bo gyis      kha grags yi 
  それで      塔公          到着する  時-[位]     ジョウォ-[能]  口を開く-[属] 
  ´ɦdʑɯ ntshɛː-tə-Ø   ^nthõ-la-nə 
  rgyu mtshan de     mthong la ni 
  理由-[定]         考慮する-[接]-[主] 
          さて、塔公に到着したとき、ジョウォが口を開いた理由を考慮したら、 
 
 (B17)  ´te       ¯lḁ ɦga-Ø   ^zeː-nə-Ø-tə        ¯lḁ-Ø      `ɦga-wɛː        ¯sha tɕha-Ø   
   de        lha dga’     zer ni de           lha        dga’ ba’i         sa cha       
  それで      ラガ-[絶]    言う-[名]-[絶]-[主]  菩薩-[絶]  愛する-[名.属]  ところ-[絶] 
  ´jĩ-na 
   yin na 
  [判]-[接] 
          ラガというのは、菩薩（ラ）が愛する（ガ）ところであるという意味で、 
 
 (B18)  ¯lḁ ɦga-Ø    ´zeː   ´mĩ `htɑʔ-zə-reʔ  
   lha dga’     zer    ming rtags zin red  
  ラガ-[絶]    言う  名づける-[過]-[判] 
          ラガという名前をつけました。 
 
 (B19)  ¯lḁ ɦgɔ-̃Ø    ´ma htsa   ´mĩ-tə-Ø       ¯lḁ ɦga-Ø  ^zeː-reʔ 
   lha sgang    ma rtsa    ming de        lha dga’   zer red      
  塔公-[絶]    本来      名前-[定]-[絶]  ラガ-[絶]  言う-[判] 
塔公は本来その名前をラガと言うのです。 
 
 (B20)  ´te       ´tʉ tshoʔ-Ø  ´mɑ ̃bo    ¯pha rə    ´ɦgɛː-tsha     `hkɑʔ-la  
   de        dus tshod   mang po   pha ru    rgal tshar    skabs la 
  それで      時間-[絶]    たくさん  あちら   過ぎる-[達]  時-[位] 







 (B21)  ´te       ¯lḁ ɦgɔ-̃Ø   ^zeː-nə-Ø      ¯pha rə   `ndʑɯ ɦdoʔ-Ø  `thẽ-zə-reʔ 
   de        lha sgang    zer ni          pha ru   ’gyur ldog      then zin red      
  それで      塔公-[絶]    言う-[名]-[絶]  あちら  変化-[絶]      経る-[過]-[判] 
  ´mə tsheʔ    ´ma ʑə    ¯lḁ ɦga-Ø  ^zeː-reʔ 
  mi tshad     ma gzhi    lha dga’   zer red 




 (B22)  ¯lḁ-Ø      `ɦga-ji       ¯sha tɕha-Ø    ^jiʔ-kə     ´ɦdʑɯ ntshɛː-te-Ø 
   lha        dga’ yi       sa cha        yid kyis    rgyu mtshan de 
  菩薩-[絶]  愛する-[属]  ところ-[絶]   意味-[能]  理由-[定] 
  ^jĩ-tɕẽ-tə-Ø         ´te       ¯lḁ ɦga-Ø   ´zeː-reʔ-ta nə 
   yin rkyen de        de       lha dga’    zer red da ni 
  [判]-[名]-[絶]-[定]  それで   ラガ-[絶]   言う-[判]-[接] 
          菩薩の愛するところという意味があるのでラガと言うのですが、 
 
 (B23)  ¯kə tsa pha  ¯lḁ ɦgɔ-̃Ø   ^zeː-nə    ´mĩ-Ø     `ndʑɯ-zə-reʔ 
   ki tsa pha   lha sgang    zer ni      ming      ’gyur zin red       




































 Lhagang 方言において、物語の導入句としては/´ȵə ma `ɦna ɦna/「昔々」が用いられる。こ
のような時間を表す句に位格標識を加えて/´ȵə ma `ɦna ɦna-la/「昔々」のようにすることも
できるし、位格標識を加えなくてもよい。この/-la/という格標識は位置、方向を表す格標識
と同一の形式であり、すべて位格と呼ぶ。この導入句の実際の発音は、第３音節が特別に
強調され、[´ȵə ma `ɦnaːː ɦna]と聞こえる。 
 /´ja la/「上へ」はこの物語を通して何度も出現するが、一貫してラサの方向を示す時に用
いられる。 
 /´ɦde ʈɔ/̃「迎える」という語は、対応する蔵文 gdan drangs と音対応の面から見ると、第１
音節の末尾鼻音が脱落しているという点について、Lhagang 方言の特徴であるとみなすこと





/´ɦdʑa ɦza ´kõ dʑo/「文成公主」は絶対格であり、文法構造からみれば、文成公主は行為者と
して解釈されることはない。 
 時間表現を形成する/`hkɑʔ-la/「～の時」の直前の動詞は TAM 標識を伴わなくてもよい。
Lhagang 方言の動詞は、いくつかの動詞25を除けば、すべて「三時一式（現在・過去・未



































































指示詞。(B6)文の構造は、/´tɕiʔ/「ある～」の存在により、/`htɕi po `hʈɑʔ mo/「非常に幸せな」
が/¯sha tɕha/「ところ」の修飾要素であると理解できる。 
 形容詞の程度を強調する副詞/`hʈɑʔ mo/「とても」は Derge（徳格）方言などカムチベット







































 Lhagang 方言において、/-dɑ/の機能は文法格の１つとしての共格である。形容詞/´ɳɖa ɳɖa/
「同じである」が共格を要求するといえる。 



















 固有名詞/´ji ʑĩ ´no rɯ/「イジン・ノルブ」の発音の中で、第１・第２音節は Lhagang-B 方









は TAM 標示をする必要がない。 
 
(B15) 
 この文中の/´tɕu xhɔ/̃「釈迦牟尼殿」の発音は特殊で、蔵文 jo khang28の対応形式であると
はいえ、第２音節の初頭子音について本来の有気閉鎖音が有気摩᧿音になっている。この



















                                                     

























で、/¯lḁ ɦgɔ ̃^zeː-nə/「塔公というの（＝名称）」である。 
 動詞/`ndʑɯ ɦdoʔ `thẽ/「変化する」は Lhagang 方言に特有の口語である。 
 
(B22) 






















る記録が存在することを紹介した。それらは 1) Yang-gsang mkha’-’gro’i thugs-kyi ti-ka-las/ 
lHa-dga’ ring-mos gnas-kyi dkar-chag（『塔公寺誌目録』）、2) Bal lHa-sgang gi gNas-bstod
（『塔公地方頌』）で、それぞれ塔公寺で継承されてきたものである。この２種の文献は

















                                                     
29 ただし、２つめの文献名は dPal-dang yon-tan-gyis mngon par mtho-ba BA lHa-sgang-gi gnas-la bstod-
pa dung-dkar skye-ba lnga-pa’i rang-sgra dad-pa’i ’khri-shing ’od-kyi zla-zhun となっている（Karma 
rGyal-mtshan 2002: 301）。また、Epstein、彭文斌(2013:120)にも同様の文献について言及があるが、
名称が Bā lha khang gi gnas bstod となっており、つづりが異なっている。 
30 ただし、これら２種の文献の記述によれば、文成公主がチベット入りするとき、塔公にジョウォ
のために塔公寺を建てた旨の簡潔な記述があり（Sonam Wangmo 2013:34-40；Karma rGyal-mtshan 
2002:288-314）、歴史背景については文献と口承物語とで一致する。 




32 彼は現地を代表する知識の豊富な老人として知られていたが、不幸にも 2013 年 6 月に逝去した。 

















 このほかにも、現地の老人が筆者に塔公寺の後ろにある 108 つの塔（図６）もその年文
成公主が選んだものであると語ってくれた。 
 






































                                                     








































                                                     
35 本稿では歴史上の事情について議論するつもりはないが、次の観点は言及に値する。上に述べた
２種の版はいずれも西暦 641 年に文成公主がチベット入りしたと述べているが、山口 (1983:370-






























                                                     
37 協徳郷にある惠遠寺[mGar-thar dGon]のチベット名に含まれる mGar という語はガル・トンツェン
の氏族名 mGar に由来し、文成公主がチベット入りするときにガル・トンツェンもこの地を訪れ







































雅熱崗 Mi-nyag Rab-sgang42の最終音節に由来するといい43，Lha-sgang の含意は「木雅熱崗
にある菩薩の愛する地」となる。 
この説明は民間の伝承にのみ存在し、先に言及した２種の文献（Yang-gsang mkha’-’gro’i 
thugs-kyi ti-ka-las/ lHa-dga’ ring-mos gnas-kyi dkar-chag と Bal lHa-sgang gi gNas-bstod）の記述
とは異にする。Yang-gsang mkha’-’gro’i thugs-kyi ti-ka-las/ lHa-dga’ ring-mos gnas-kyi dkar-chag
の記述では、最初に mTsho-lung「湖の谷」という名称があり、のちに Lha-lung「菩薩の谷」
（７世紀）、Lha-dga’「菩薩の愛する地」（８世紀）といった名称が出現した（Sonam 
                                                     







42 長編版の中において、木雅熱崗はしばしば Mi-nyag Rab-sgang Phyug-mo「豊かな木雅熱崗」と呼
ばれる。 










の形式の関係について、Suzuki & Sonam Wangmo (2015)は１つの仮説を提示している。それ




回が鼻音成分を伴う/¯lḁ ɦgɔ/̃（B19、B21、B23）である。前者は Lhagang 方言（B 類）の発








失われることがあり、たとえば Lha-sgang の本来の音韻表記では/lḁ rgaŋ/（Yichang 方言）、
/lḁ rgæŋ/（gSerkha 方言）となるけれども、[lḁ rgã]、[lḁ rga]、[lḁ rgæ̃]、[lḁ rgæ]のような発音
も聞くことができる。 
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1. m +有声音：md-, mg-, mj-, mdz-, mgy-, mgr-, ...
2. m +無声有気音：mth-, mkh-, mch-, mtsh-, mkhy-, mkhr-, ...
3. ’ +有声音：’b-, ’d-, ’g-, ’j-, ’dz-, ’br-, ’gr-, ...














もある。これら以外の言語では各種方言で異なり、[H, K, ,, P]のうちのいずれかに対応する。
なお、関連する議論に Hill (2006)がある。
3 独立した２つの子音音素の連続ではない点に注意しなければならない。チベット系諸言語の音配列














































































上の phAと m˚phAの例でいうと、前者の分節音の実現がほぼ [phA]で一定であるのに対し、後
7 木玉王章、孫宏開 (2011)参照。ただし筆者の記述では/h˜/を採用している（鈴木 2012）。
8 四川省阿土霸州若爾蓋県包座郷で話される。
9 四川省甘孜州郷城県沙貢郷で話される。









































/˚nO Ngo/14[nO Ngo, nO H˜go, nO Hgo]15「天」(gnam mgo)
/˚hNE Hgo/ [hNE Hgo, hNE H˜go]「枕」(sngas mgo)
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郷民生村）のブヌン語話者の皆様，特に周文罷氏（ブヌン名 Bukun Takistaulaan, 男性，80歳代），周銀能
氏（ブヌン名 Lanihu Takistaulaan, 男性，70歳代），また，同じく那瑪夏区瑪雅村（旧：三民郷民権村）出




南部方言の子音は p, b, v, m, t, z [ð], d, n, s, l [ɬʲ ~ l], k, ng [ŋ], h [h ~ χ], ' [ʔ]の 14個。このう
ち，子音 s, t は母音 i の直前で口蓋化し，それぞれ [ɕi], [tɕi] と発音される。また，子音 sは
同じ音節の中で母音 iの後ろに来た時も口蓋化して [iɕ] と発音される。子音 y [j], w は外来語













(1) mabananaz  saia.
 man NOM.3SG.DIST 
 あれは男だ。 
(2) mataz a asu=a. 
AV.die NOM dog=NOM.DIST 
 その犬は死んだ。 
(3) ma-pataz   kaimin mas  hanvang 
AV-kill     NOM.1PE OBL  deer 
私どもは鹿を殺した
(4) mauk-'ainunu-a sia   dalah=tan. 














(5)では述語動詞が被動者態であり，その態範疇は，節の主格成分 a maaz a ivut「その蛇」が
被動者であることを表している。その結果として，動作主者格成分 =s isbabanal「ババナル
姓の人」が動作主であると解釈される。 
(5) pataz-un  dau=s   isbabanal  a maaz  a ivut. 














主格 動作主格 斜格 所格 所有格 
自立形 接語形 接語形 自立形 接語形 自立形 自立形 接語形 
1SG zaku saikin =ik =ku mazaku =ku zakuan inaak =nak 
1PE zami kaimin =im － mazami － zamian inaam =nam 
1PI ita kata =ta =ta ma'ita =ta itaan imita =ta 
2SG suu kasu =as =su masuu =su su'uan isuu =su 
2PL muu kamu =am =mu mamuu =mu mu'uan imuu =mu 
3SG sai=tia sai=a － =sia masai=tia － saian=tia isai=tia － 










の際，語幹が固有名詞の場合には接辞 is- が用いられ，普通名詞の場合には接辞 itu- が用い
られる。次の例では，例(6)の tina「母」が中立形，例(7)の is-tina「母の」が所有格形であ




(7) is-tina       tu       sin-tupa
POSS-mother  NEU.LG   CV.PST-mother
お母さんの言ったこと
(8) ma-sinap  titi     ma-damu
AV-chase  animal  AV-catch
動物を追いかけて捕まえる
(9) itu-titi        tu      vauvu




格標示詞 maaz a の 2つがある4。両者がともに現れることもあり，その場合は単純主格標示
詞が先行し，複合主格標示詞が後続する。複合主格標示詞は，疑問詞 maaz「何」と主格標
示詞 a がその順序で連続したものである。 
(10)  haungun     a    tumaz=a 
 AV:get:angry  NOM  bear=NOM.DIST 
 その熊は怒った 
(11) m-insuma  maaz  a babu 
 AV-appear  what  NOM pig 
 その豚は来た 
(12) haungun     a    maaz  a tumaz. 
 AV.get:angry  NOM  what  NOM bear 
 その熊は怒った。 






  斜格標示詞には，自立形式 mas と接語形式 =s がある。後者は母音または子音 n を末尾音
に持つ語の直後に現れる。子音 nの直後に前接語の斜格標示詞 =s が現れた場合は，その子
音 n は脱落する。 
(13) ma-pataz  mas  asu
AV-kill    OBL  dog
犬を殺す
(14) siza=s lukis 
 AV.get=OBL  tree 
 木を取る 
(15) maun=s     taun
AV.eat=OBL  steam
湯気を食べる
 動作主格標示詞は斜格標示詞と同形で，やはり自立形式 mas と接語形式 =s がある。後者
は母音または子音 n を末尾音に持つ語の直後に現れる。子音 nの直後に接語形式の斜格標示
詞 =s が現れた場合は，その子音 n は脱落する。 
(16) pataz-un  mas  tama
kill-PV    AGT  father
お父さんが殺した（お父さんに殺された）
(17) pataz-un=s  ivut
kill-PV=AGT snake
蛇が殺した（蛇に殺された）
所格標示詞は小詞 sia である 
(18)  mu~mutah       sia  daan 
















(20) uka-an=am tamasaz. 
 not:exist-LV=NOM.2PL  power 
 あなたたちには力がない。 
 例(21),(22)では，述語動詞に叙想法を標示する小詞 na が先行している。例(21)では，一人
称単数主格の接語代名詞 =ik が現れる「第二位置」は，小詞 na の直後ではなく，述語動詞 
tahu の直後である。また，例(22)では，一人称複数包含動作主格の接語代名詞 =ta が現れる
「第二位置」は，小詞 na の直後ではなく，述語動詞 is-takunav の直後である。 
(21)  na tahu=ik         mas  maluspingaz  tu      ma-kasa. 
 IRR AV.tell=NOM.1SG OBL  woman      NEU.LG STAT-lazy 
 私は（ある）怠け者の女のことを話します。 
(22)  na  is-takunav=ta       sain       ma-kau-na-sia     taklis        tu      asik 
 IRR CV- discard=AGT.1PI  NOM.PROX  AV-throw-NA-LOC root:of:trunk  NEU.LG palm 
 私達はこれをシュロの根元に捨てよう 
 例(23)では，述語動詞の前に，時間詞 laupakadau「いま」が現れているが，一人称単数主
格の接語代名詞 =ik が現れる「第二位置」は，時間詞 laupakadau の直後ではなく，述語動詞 
tahu の直後である。 
(23) laupakadau  hai,   na   tahu=ik mas  hanvang  mas  sakut. 
 now LDM  IRR  AV.tell=NOM.1SG OBL  deer and  pygmy:deer 
 いま（いまから），私は鹿と羌について話します。 
 例(24)では，2 つの節が接続されているが，二人称単数主格の接語代名詞 =as が現れる
「第二位置」は，第 1番目の節の述語 ma-daing=in の直後ではなく，第 2番目の節の否定辞 
nii  の直後である。 
(24) ma-daing=in     isuu     a      tian=an          hai,   na  nii=as        mahtu





 例(25)では，接続詞 masa に導かれている従属節に，主節が先行しているが，二人称複数
主格の接語代名詞 =am が現れる「第二位置」は，主節の述語動詞 ma<i>ka-'isa の直後では
なく，従属節の述語動詞 m-udaan の直後である。 
(25)  ma<i>ka-'isa           bis  kamu    masa  m-udaan=am      kau-diip    i. 
 AV. through<PST>-where  BIS  NOM.2PL when  AV-leave=NOM.2PL AV.to-there  SFQP 2 
 あなたたちはそこへ行った時，どこを通って行ったのか?  
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  例(26)では，接続詞 mais に導かれている従属節に，主節が先行しているが，一人称複数
排除主格の接語代名詞 =imが現れる「第二位置」は，主節の述語動詞 is-pa-kaun の直後では
なく，（アスペクト小詞 =in を介して）従属節の述語動詞 m<in>aun の後ろである。 
(26)  na  is-pa-kaun  zami=s      luhi   mais m<in>aun=in=im. 
  IRR  CV-CAUS-eat NEU.1PE=OBL puppy if    AV<PST>eat=already=NOM.1PE 
 私どもは（ご飯を）食べ終えたら，（そのご飯を）子犬に食べさせます。 
 例(27)では，補文標識 tu に導かれている補文，つまり従属節に，主節が先行しているが，
二人称複数主格の接語代名詞 =amが現れる「第二位置」は，主節の述語動詞 tupa の直後で
はなく，補文の述語動詞 ma-tamasaz の直後である。 
(27)  tupa    kamu    tu     ma-tamasaz=am     at   sikamangmang  hai, 
 AV.say  NOM.2PL COMP  STAT-strong=NOM.2PL and huge          CONJ 
 あなたたちは，あなたたちは強くて大きいと言ったが， 
 例(28)では，主格連結辞 a に導かれている補文，つまり関係節が主節に埋め込まれている
が，一人称単数斜格の接語代名詞 =kuが現れる「第二位置」は，主節の述語動詞 sadu-av の
直後ではなく，関係節の述語動詞 ma-pataz の直後である。 
(28)  sadu-av        a    bunun  a       na  ma-pataz=ku=an. 
 look:at-IMP.NAV NOM human  NOM.LG  IRR  AV-kill=OBL.1SG=NOM.PROX2 
 私を殺そうとしている人を見なさい。 
 接語代名詞は否定文では節頭の否定辞の直後に現れる。例(29)では，第 1 番目の節に否定
辞 nii と動詞 haiyapとが含まれているが，二人称複数主格の接語代名詞 =amが現れる「第二
位置」は，否定辞の直後であって，動詞 haiyapの直後ではない。同様に，例(30)では，第 1
番目の節に否定辞 nii と動詞 i-suuanとが含まれているが，一人称単数主格の接語代名詞 =ik
が現れる「第二位置」は，否定辞の直後であって，動詞 i-suuanの直後ではない。 
(29)  nii=am       haiyap    tu     ma-tamasaz  kaimin. 
 NEG=NOM.2PL  AV.know  COMP  STAT-strong  NOM.1PE 
 あなたたちは，私どもが強いことを知らない。 
(30)  nii=ik        i-suuan       i,      uka        sui. 
 NEG=NOM.1SG AV.at-LOC.2SG because AV.not:exist money 
 私はあなたのところにいません，お金がないから（=私はあなたのところへ嫁ぎ
ません，あなたにはお金がないから）。 
 同様に，例(31)では，接語代名詞 =im が現れる「第二位置」は，禁止辞 kaaの直後であっ
て，動詞 pataz-unの直後ではない。 
(31)  kaa=im        pataz-un 




  接語代名詞は 2 つ連続することがある。例(32)では，一人称単数動作主格の接語代名詞 
=kuが節の「第二位置」に現れ，その直後にさらに二人称単数主格の接語代名詞 =as が現れ
ている。 
(32) na  saiv-an=ku=as             mas  duhtas
IRR  give-LV=AGT.1SG=NOM.2SG  OBL  burnt:rice
私はお前にお焦げをあげます
2つの接語代名詞が，同一の「節」に含まれる 2つの「述語」それぞれに分かれて現れる
ことがある。例(32)では 2つの接語代名詞が述語動詞 saiv-an の直後に連続して現れている
が，例文(33)では，2つの接語代名詞のうち主格の方 =as が第 1番目の「述語」である否定
辞 nii の直後に現れ，一人称単数動作主格の接語代名詞=ku は第 2番目の「述語」である動
詞 saiv-an の直後に現れている。 
(33)  na  nii=as        saiv-an=ku       mas duhtas 
 IRR  NEG=NOM.2SG give-LV=AGT.1SG  OBL burnt:rice 
 私はお前にはお焦げをあげない 
1.2.4.2 アスペクト小詞 =in, =ang 
 接語代名詞以外の第二位置小詞の中で 1つの類をなしているのは，小詞 =in「もう…にな
った，…した」と，小詞 =ang「まだ，依然として」という 2つのアスペクト小詞である。 
アスペクト小詞 =inは，例(34)のように，述語の直後に現れる。
(34) ma-sauhzang=in     a    bunun=a.





aunt       do-finish-LV=already=AGT.1SG
おばさん，私はもう（掃き掃除を）終えましたよ。
(36) p-anghanu-un=in=ku            a    maaz a     sia   bunun=a
CAUS-adrift-PV=already=AGT.1SG  NOM NOM NOM DIST  human=NOM.DIST
私はその人間をもう（川に）流した
アスペクト小詞 =angは，例(37)のように，述語の直後に現れる。







 (38) nii=ang=as         ka-nahtung
NEG=still=NOM .2SG  AV.do-finish
お前はまだ終えていない
次の例(39)では，アスペクト小詞 =angと 2つの接語代名詞が連続している。 
(39)  na  p-islunghu-un=ang=ku=as           tastu-hanian. 
 IRR  CAUS-rest-PV=still=AGT.1SG=NOM.2SG one-day 
 私はお前をまだ 1日休ませる。 
1.2.4.3 新しい認識を表す小詞 hang 
小詞 hang は，節の表すことがらを，話者がようやく認識したことを示すようである。例
(40)では，文頭の述語 tuza~tuza の直後に現れている。
(40) tuza~tuza  hang         a    sain          tu kama'ikit  tu bunun 
true~true   I:just:learned  NOM NOM.3SG.PROX NEU.LG  small NEU.LG  human  
 tu     ma-tamasaz-daingaz. 
  COMP  STAT-strong-very 
 この小さな人は，なるほどやっぱり本当に強いなあ。 
1.2.4.4 伝聞標示小詞 dau 
伝聞小詞 dau は，節の表すことがらが，他人から伝え聞いたものであることを示す。例
(41)では，文頭の述語動詞 m-u-halhal の直後に伝聞小詞が現れている。例(42)では，文頭の
述語動詞 m-insuma の後ろに（アスペクト小詞 =in を介して）現れている。 
(41)   m-u-halhal        dau  a tumaz 
  AV-INTR-fall:down  HS NOM bear 
 その熊は落ちたそうだ 
(42)  m-insuma=in       dau  maaz  a    saia. 
  AV-appear=already  HS   what  NOM NOM.3SG.DIST 
 あいつがやって来たそうだ。 
例(43)では，時間詞と主格成分とが述語動詞 ma-kavas の前に現れているが，伝聞小詞は
文頭の時間詞 habas の直後に現れている。 
(43)   habas      dau a    takbanuaz  hai,   ma-kavas. 
 long:before HS  NOM CN        LDM  AV-go:head:hunting 
 昔，バヌアズ姓（の人たち）が首狩りに出かけたそうだ。 




(44) maaz  dau a dalah=an hai,  ma-'azumu. 
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  what  HS  NOM  earth=NOM.PROX2  LDM  STAT-globular 
 この地球というのは，丸いのだそうだ。 
(45)  maaz  a    saang=a       dau  hai,   i-sia-n=in          kalapat. 
 what  NOM  pine=NOM.DIST  HS   LDM  at-LOC-VBZ=already  cliff 
 その松というのは，崖のところにいるようになったのだそうだ。 




(46) habas      dau hai,   aiza dau  a maluspingaz=a, ma-nau'az 
 long:before HS  LDM  AV.exist HS NOM woman=NOM.DIST  STAT-beautiful 
 昔，美しい女がいたそうだ。 
2 先行研究 
本節では，小詞 bis についての先行研究を見る。先行研究には以下の 5つがある。 









(47) madahpa biʃ saia i?
ma-dahpa  bis  saia          i
STAT-sick  BIS  NOM.3SG.DIST  SFQP2
他当真生病吗?（あいつは本当に病気なのか?）
(48) nani biʃ kasu haiap na mapatasi?
na  nii   bis  kasu     haiyap    na  ma-patas  i.





 2.2 布農語詞典（原住民族族語線上詞典） 
布農語詞典（原住民族族語線上詞典）はブヌン語南部方言のオンライン辞典であるが，




(49) Maazbis saicia sinkuzakuza ii?
maaz  bis  saitia        sin-kuzakuza   i.
what  BIS  NEU.3SG.DIST CV.PST-work   SFQP2
他到底做了什麼事啊?（あいつは一体どんなことをしたのか?）
同様に，例えば，疑問詞 ku-isa「どこへ」の例として例(50)が挙がっている。 
(50) Ku-isabis kasu sangan ii?
ku-'isa   bis  kasu    sangan     i.
to-where BIS  NOM.2SG a:while:ago  SFQP2
你剛才到底去哪裡啊?（お前はさっき一体どこへ行ったのか?）
 上記の例(49),(50)の文頭の Maazbis, Ku-isabis の語尾 bis が，本稿で考察対象としている小詞
である。この中文訳にあるように，小詞 bis は「到底」（いったいぜんたい）と訳されてい
る。 
このオンライン辞典にも出てくる小詞で，小詞 bis と似た機能を持つものに小詞 bin があ
る。例えば，疑問詞 maaz「何」の例として例(51)が挙がっている。 
(51) Maazbin suu laupaku kasalpuun ii?
maaz  bin  suu      laupaku  ka-salpu-un   i.
what  BIN NEU.2SG  now     SF-worry-PV  SFQP2
你現在到底在憂慮什麼呢?（お前はいま一体何を心配しているのか?）
同様に，例えば，疑問詞 sima「誰」の例として例(52)が挙がっている。 
(52) Simabin bunun tanghahai-iu mas maduhtan?
sima bin  bunun  tang-ha~haiu    mas  maduh=tan.
who  BIN  human  stroll-steal~steal  OBL  millet=NEU.PROX2
到底是什麼人經常偷這些小米?（この粟を盗んでいるのは一体誰なのか?）
例(51),(52)の文頭の Maazbin, Simabin の語尾 bin が，本稿で考察対象としている小詞 bisと
の間に統語的，意味的な共通点を持つ小詞である。 
2.3 Shi (2009) 
Shi (2009) はブヌン語南部方言の小詞 tu に関する論文である。ここには，小詞 bis を含む
疑問文の考察がある。Shi (2009:123)は「私のインフォーマントによれば，標識 tu を持つ
wh-疑問文は，標識 bis を持つ wh-疑問文の代わりと見なすことができる。ブヌン語の bis は
161
ブヌン語南部方言の第二位置疑問小詞 bis
 on earth「いったい」という意味を持つ。」6と述べている。Shi (2009)が挙げている小詞 bis 
を含む例は次の例(53)である（次の例(53)において，1行目は Shi (2009)の表記，2行目と 3 
行目は本稿筆者の表記と分析，4行目は Shi (2009) による英訳と，本稿筆者による日本語訳
である）。 
(53) m-a<i>via=as                bis      tu     m-a-muhu?
mai-via=as      bis  tu  ma-muhu. 
??-why=NOM.2SG BIS  COMP  STAT-feet:tired 
"Why on earth are you (so) tired?"（お前はいったい何故に足がくたくたなのか?） 
例(53)は Shiの例(131b)であるが，本稿筆者のおこなったエリシテーションでは，容認度
が低いと判断されている。例(53)の容認度が低い理由は，主格の接語代名詞（ここでは二人
称単数主格の =as）が小詞 bis の前にあるからだと思われる。このことは第 3.5節で述べ
る。 
2.4 Chang (2009) 
Chang (2009)は，ブヌン語南部方言の疑問文の統語分析である。小詞 bis について，以下
のように書いている。Chang (2009: 60-61)は，「sima「誰」は simabin あるいは simabis と交
換可能である。われわれのインフォーマントによると，simaに接尾辞として付加されてい
る -bin あるいは -bis は驚きの気持といった態度を表す。Lin (1999)7もまた bisが付いている
wh疑問文を「いったい」という意味を表すものと解釈している」8と述べ，次の 3つの例を
挙げている（次の 3つの例(54)-(56)において，1行目は Chang (2009)の表記，2行目と 3 行目
は本稿筆者の表記と分析，4行目は Chang (2009) による英訳と本稿筆者による日本語訳であ
る）。 
(54) na-sima-bin/sima-bis   sidangkaz  mas  Tahai (tu)?
na sima bin/bis   si-dangkaz      mas  tahai  (tu).
IRR who  BIN/BIS  AV.pull-stand:up OBL  PN    SFPQ1
"Who will save Tahai?"「誰がタハイを助けるのか?」
(55) sima-bin   haungu  suu  (tu)?
sima  bin   haungun=su          (tu).
who  BIN  AV.get:angry= OBL.2SG SFQP1
6 原文は以下の通り："According to my informants, tu marked wh-questions can be seen as an alternative bis 
marked wh-question. Bis in Bunun means "on earth"." 
7 林聖賢（1999）『山棕月影』晨星出版 
8 原文は以下の通り："… sima is interchangeable with simabin or simabis. According to our informant, the -bin or 
-bis affixed to sima conveys an attitudinal tone such as a surprising emotion. Lin (1999) also interprets the bis
marked wh-questions as conveying the meaning 'on earth'." 
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  "Who are you angry with?"9「お前は誰のことを怒っているのか?」 
(56) sima suu  haungun-un? 
sima=su haungun-un. 
 who=POSS.2SG get:angry-PV  
 "Who is angry with you?"10「誰がお前のことを怒っているのか?」 
 また，Chang (2009: 48)は，「空間の疑問詞「どこ」はブヌン語南部方言では isa または
isabin/isabis で表す」11と述べている。 
2.5 Li (2010) 
Li (2010)は修士論文で，ブヌン語南部方言における接語の統語分析である（言語調査は南
投縣信義郷羅娜村および東埔村でおこなったと述べている）。Li (2010)はこの論文の中で小
詞 bis について，何汝芬その他(1986)の例と，Shi (2009)の例を以下のように引用している
（次の 2つの例(57),(58)において，1行目は Li (2010)の表記，2行目と 3 行目は本稿筆者の
表記と分析，4行目は Li (2010) による英訳および出典，それに本稿筆者による日本語訳で
ある）。 
(57) na=niʔ=bis [kasu] φ-haiap na=mapatas-i?
na  nii   bis  kasu     haiyap    na  ma-patas  i.
IRR  NEG  BIS  NOM.2SG  AV.know  IRR  AV-write  SFQP2
"Will you be able to write after all?" 「お前はいったい書くことができるのか?」（何
汝芬その他 1986:109）
(58) ma-i-via=as=bis tu …
mai-via=as       bis  tu
??-why=NOM.2SG BIS  COMP
"Why were you [...]? 「お前は何故…たのか?」(Shi 2009:123)
この 2つの例を分析し，Li (2010:143)は次のように観察している：「例(57)では，小詞 bis 
は接語の位置にあり，主格代名詞の自立形に先行しているのに対し，例(58)では，その小詞
bisが同様に接語の位置にあるが，主格代名詞の接語形に先行していることに注目すべきで
ある」12。「この 2つの例は，小詞 bis が主格代名詞の 2つの位置に違いを設けていること
9 例(55)は，「誰がお前のことを怒っているのか?」（"Who is angry with you?"）という意味にしかとれな
い。 
10 例(56)は，「お前は誰のことを怒っているのか?」（"Who are you angry with?"）という意味にしかとれな
い。 
11 原文は以下の通り："The spatial wh-word 'where' is represented by isa or isabin/isabis in Isbukun Bunun." 
12原文は以下の通り："Note that in (5.12a) =bis is in clitic position and followed by a long NOM pronoun, whereas 
in (5.12b) the same Q marker is also in clitic position but preceding a short NOM pronoun." ここで，例(5.12a)は本
稿の例(57)であり，また，例(5.12b)は本稿の例(58)である。例(58)では，接語代名詞 =as が疑問小詞 bis に 
先行している。したがって，Li (2010)の英文における preceding は following の誤りだと思われる。 
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 興味深いのは，Li (2010:143)が小詞 bis に Q (= yes/no-interrogative)という語釈をあてている
ことである。これに関して，第 3.1節で示すように，小詞 bis は肯否疑問文にのみ現れるわ
けではなく，疑問詞疑問文においても疑問詞の直後に頻繁に現れることに注意すべきであ
る。 
3  小詞 bisの文法と意味 
本節では，小詞 bis の統語的側面と意味的側面を明らかにする。 
3.1  疑問詞疑問文における小詞 bis 
小詞 bis は，疑問詞疑問文，つまり「誰?」「どこ?」「どう?」などの情報を求める文に
頻繁に現れる。 
(59) maaz  bis14 sian tu bunun  tu. 
 what  BIS NOM.3SG.PROX  NEU.LG human  SFQP1 
 この人は何か? 
(60) ma-kua    bis  saia          tu halinga   i. 
  STAT-how  BIS  NOM.3SG.DIST  NEU.LG story SFQP2 
 その話はどのようなものなのか? 
(61) na  pia bis  babu  kaun-un i. 
  IRR  how:many BIS  pig  eat-PV SFQP2 
 豚はいくつ食べるか? 
(62) ma<i>ka-'isa        bis  kamu    masa  m-udaan=am      kau-diip i.
 through<PST>-where  BIS  NOM.2PL when  AV-leave=NOM.2PL to-there  SFQP
あなたたちはそこへ行った時，どこを通って行ったのか?
13 原文は以下の通り："These examples suggest that =bis differentiates the positions of the two subparadigms of 
NOM pronouns: short nom before =bis before long NOM. This issue deserves further study." 
14 疑問詞 maaz の直後に第二位置疑問小詞 bis が現れると，疑問詞の末尾子音 z は義務的に脱落する。つ





  小詞 bis が現れるのは疑問詞疑問文における疑問詞の直後が圧倒的に多い。このこと
から，小詞 bis の主要な機能の 1つが「疑問詞疑問文であることを標示する」というも
のであることは間違いないと言える。 




(63) via   tu     m-insuma  adii  tumaz.
  why  COMP  AV-appear  DIST  bear 
 あの熊はなぜ来たのか? 
(64) via   tu     ka  maupa=tan           a    inaak     a
 why  COMP  ??  similar:to=NEU.PROX2  NOM POSS.1SG  NOM.LG




(65) ma-via    tu panah-un saikin    is.  
 STAT-why COMP  shoot-PV NOM.1SG  SFQP3 
 なぜ私を撃ったのか? 
(66) mai-via   saia          tu     tupa-un  tu     pitu   i.






(67)   mai-via  bis   kasu     tu  ma-muhu.（作例） 
  ??-why  BIS   NOM.2SG  COMP  STAT-feet:tired 
お前はどうして足が棒なのか? 
3.3  不定用法の疑問詞と小詞 bis
ブヌン語の疑問詞には疑問用法に加えて，不定用法がある。第 3.1節，第 3.2節で，小詞
bis が疑問用法の疑問詞を「述語」とする節にはよく現れることを見たが，それに対し，不




が，その直後に小詞 bis は現れていない。 
(68)  sima  mahtu   ma-p-indadu    hai,   na …  pa-isuu. 
 who  able    AV-CAUS-cure   CONJ  IRR    CAUS-POSS.2SG 
 誰でもいい，（娘の病気を）直すことができる者がいたら，（娘は）そなたのも
のにしよう 
(69) ana tupa    saikin    tu     ku-isa~isa       hai,   sa-kula'az-an.
 CF  AV.say  NOM.1SG  COMP  to-where~where  CONJ  see-bad-LV
私はどこへ行っても，見下される（=馬鹿にされる，苛められる）。
3.4  疑問詞を含まない文における小詞 bis
第 3.1節で小詞 bis が疑問詞疑問文に現れることを見たが，この小詞は疑問詞を含まない
文にも現れうる。その場合，その文は例(70)のように普通の肯否疑問として解釈されること
もあれば，例(71)のように反語疑問として解釈されることもあるようだ。 
(70)  aiza     bis   kamu    a       kau-baav=tia                   i. 
 AV.exist  BIS   NOM.2PL NOM.LG  to-far:up:the:mountain=NEU.DIST   SFQP2 
 あなた方の中に，山の上の方へ行った者はいるか? 
(71)  ungat,    sima  bis   kamun    i. 
  and:then  who BIS NOM.2PL  SFQP2 
 antalam-un  dau=s nas-tama-biung      tu, 
 answer-PV   HS=AGT  the:late-father-Biung  COMP 
 nii   bis   kasu inaak     tu      masinauba i. 
NEG  BIS NOM.2SG  POSS.1SG  NEU.LG  younger:sibling SFQP2 
 “で，お前は誰?”（と亡くなったブクンおじさんが言うと）亡くなったビオン
おじさんが答えて言った，“お前は私の弟じゃないか。” 




接語代名詞 =mu が現れており，そのさらに後ろに小詞 bis が現れている。 
(72)  na  pi-ku-un=mu            bis  kuus=an                  i, 
15 ちなみに，アスペクト小詞 =in「もう，すでに」は小詞 bis の直前に現れうる。例： 
(a) u-isa=in        bis  uvaaz=a. 




  IRR  CAUS-how-PV=AGT.2PL  BIS  arrow:bamboo=NOM.PROX2  because 
via    tu ka mati-tmang  m-astabal  tu.




代名詞 =ta が現れており，そのさらに後ろに小詞 bis が現れている。 
(73)  na ku-maaz-an=ta        bis  saia ma-pataz, mais m-insuma=in. 








(74)  a.  mai-via  bis   kasu     tu     ma-muhu.（作例） 
??-why  BIS   NOM.2SG  COMP  STAT-feet:tired 
お前はどうして足がくたくたなのか? 
b.  *mai-via=as        bis  tu     ma-muhu.（作例） 
??-why= NOM.2SG   BIS  COMP  STAT-feet:tired 
お前はどうして足がくたくたなのか? 
c.  *mai-via  bis=as        tu     ma-muhu.（作例） 
??-why   BIS= NOM.2SG  COMP  STAT-feet:tired 
お前はどうして足がくたくたなのか? 
 このように，接語代名詞と小詞 bis の連続は，代名詞の格によって容認度が変わり，そし
て，代名詞が自立形か接語形かの別によって容認度ががらりと変わってしまう。 
3.6  単純主格標示詞 a は小詞 bisの直後に現れえない 
単純主格標示詞 a は小詞 bisの直後に現れえない。例(75a, b)を対照のこと。しかし，複合
主格標示詞 maaz aは，小詞 bis の直後に現れうる。例(75c)を参照のこと。 
(75)  a.  u-isa      bis  saia          i.（作例） 
at-where  BIS  NOM.3SG.DIST  SFQP2 
あれはどこにいるのか? 
b.  *u-isa     bis  a saia i.（作例）
at-where  BIS  NOM NOM.3SG.DIST  SFQP2 
c. u-isa      bis   maaz  a    saia   i.
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 at-where  BIS   what  NOM NOM.3SG.DIST  SFQP2 
あれはどこにいるのか? 
何汝芬その他(1986:109)は小詞 bis の記述で「biʃ用于谓语之后，代替助词 a 的位置」（=
小詞 bisは述語の後ろ，つまり，助詞 aに代わる位置に用いられ）と述べている。この記述
は，「単純主格標示詞 a は小詞 bisの直後に現れえない」という事実に初めて注目したもの
といえる。 
3.7 後ろに自立語がない場合は小詞 bisは現れえない 
第 2.2節で小詞 bis と，それに似た意味を持つ小詞 bin を見た。この 2つを比べてみる
と，統語的振る舞いに決定的な違いがある。その違いとは，小詞 bin は，節に自立語が 1つ
しか含まれていない場合にも現れうるのに対し，小詞 bis は，そのような場合には用いるこ
とができない，というものである。例えば，小詞 bin は疑問詞 sima「誰」に後続して sima 
bin i.「誰?」のように文を完結させることができるのに対し，小詞 bis はそのような位置に











(c) 小詞 bis は，不定用法の疑問詞の直後には現れえないようである。






(f) しかし，同じ接語代名詞でも，動作主格ではなく主格代名詞の直後には，小詞 bis は現
れえないようである。








1SG: 一人称単数，1PE: 一人称複数排除，1PI: 一人称複数包含，2QP: 第二位置疑問小詞，2PL: 
二人称複数，2SG: 二人称単数，3PL: 三人称複数，3SG: 三人称単数，AGT: 動作主格，AV: 動作
主態，CAUS: 使役接頭辞，CF: 反事実標識，CN: 氏族名，COMP: 補文標識，CONJ: 接続詞，CV: 
状況態，DIST: 遠称，HS: 伝聞小詞，IMP: 命令法，INTR: 自動詞化接辞，IRR: 叙想法，LDM: 左
方転移標識，LG: 連結辞，LOC: 所格，LV: 場所態，NAV: 非動作主態，NEG: 否定辞，NEU: 中立
形，NOM: 主格，OBL: 斜格， PN: 個人名，POSS: 所有格，PROH: 禁止辞，PROX: 近称，PROX2: 近
称2，PST: 過去時制，PV: 被動者態，SF: 語幹形成辞，SFQP1: 文末疑問小詞1，SFQP2: 文末疑問
小詞2，SFQP3: 文末疑問小詞3，STAT: 状態接頭辞，VBZ: 動詞化辞 
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国内のロロ・ポ語は雲南省南華県や景東県などで話される3(Matisoff 1996: 54, Lama 2012: 80)。
中国国内のロロ・ポ語はすでに 20 世紀初頭に Liétard (1909)が記述しており、そのデータをも
とに Shafer (1950)によるロロ諸語の分類や Benedict (1972)4 のシナ・チベット諸語の概説が書か
れている。Bradley (2000: 99)は中国のロロ・ポ語をリポ語とともに中央ロロ諸語(Central Yi)グ
ループに位置づけている。中国国内のロロ・ビルマ諸語を中心に比較し、最新の系統分類を提
示した Lama (2012: 235)によれば、中国のロロ・ポ語は Nisoic-Burmic (従来のロロ・ビルマ諸語
と同等)の中の Lisoishに位置づけられるとされる。参考までに図 1に Lama (2012)の系統樹を引
用しておく。 
                                                        
2 この地図は以下のサイトから提供されている地図を筆者が加工したものである。 
http://n.freemap.jp/tp/laos (2015年 4月 5日アクセス) 












5ラオスの 2005年の人口統計によれば、ロロ族は 1691人で全人口の 0.1%を占めるとされる(Sathāban
Vithayāsāt Sankhom Hængsāt 2009: 63)。その大多数はポンサリ県に住む。ポンサリ県に居住するロロ・ポ
人に関する民族学的・歴史学的記述については Rattanavong (1997)が有用であるようだが、筆者は未見で
ある。
図 㻝㻦㻌ロロ・ポ語㼇本図では 㻸㼛㼘㼛㼜㼛㼉の系統的位置㻌(Lama 2012: 235)
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2.2 Kato (2008)について 
 中国のロロ・ポ語を記した Liétard (1909)などの 20 世紀前半期のものを除けば、近年の現地
調査に基づいたデータの公開は管見の及ぶ限り Kato (2008: 173-191)のみである。Kato  (2008)は
他のラオス北部のチベット・ビルマ諸語の言語調査を新谷忠彦氏らのグループの作成した調査















(1) a. C1C2V/T 
      b. C1/T                                                         











 (1a)はロロ諸語で広く見られる音節構造である。V を音節主核にもち、その前方に C が立ち
うる開音節の構造である。このとき Cは音節により生起する場合もあれば、しない場合もある。
すなわち、Tを除く構造を書き出せば、C1V, C1C2V, Vが具体的に起こりうる。 
 (1b)は成節鼻音(syllabic nasal)が声調を伴って音節を構成する場合である。これもシナ・チベ
ット諸語に広く見られる。本稿のロロ・ポ語の現時点のデータでは C1 の具体的な要素として
/m, n, ŋ/が挙げられる。成節鼻音の問題は後に論じたい。 
ここで本稿において説明する音素体系について先に表 1にその一覧をまとめておく。 
表 1: ロロ・ポ語（ムアンシン方言)の音素体系の一覧 
 なお、以下の各小節ではできるだけ分布域の広さがわかるように各音素で 2 例から 4 例程度
の語彙例を挙げた。最小対は現段階では見いだしにくいが、今後調査を進める過程で明らかに
して行きたい。語彙例を挙げる際、/ /で音素表記を、[ ]で(簡易)音声表記を示すこととする。





p ph b t th d k kh g 
tʂ tʂh dʐ ʨ ʨh ʥ 
m n ȵ ŋ 
f v ʂ ʐ ɕ j x ɣ 
(w) l
[普通母音] [鼻母音] [緊喉母音] 
i ɯ u ĩ ũ ḭ ɯ̰ ṵ 
e ɤ o ẽ ɤ ̃ õ ḛ ɤ̰ o̰
ɛ ɔ ɛ ̃ ɔ ̃ ɛ̰ ɔ̰
a ɐ ɐ ̃ a̰ ɐ̰









/p/ [p]: /u55pi55/ [u55pi55] 「櫛(#13)」、/no55pɐ33/ [no55pɐ33] 「耳(#17)」、/po33ɐ33/ [po33ɐ33]  
  「粗い(#398)」、 /lɛ33gɯ33pu55/[lɛ33ɡɯ33pu55] 「腕(#29)」 
/ph/ [ph]: /phi31ɐ33/ [phi31ɐ33]「遅い(#437)」、/phɐ31mɛ33/ [phɐ31mɛ33] 「顔(#14)」、/mo55phu31/  
          [mo55phu31] 「竹(#224)」  
/b/ [b]: /bi33ji33/ [bi33ʝi33] 「膿(#7)」、/ɐ31ȵi33bɐ55/ [ɐ31ȵi33bɐ55] 「昨日(#453)」、/bu33pɛ̰33/ [bu33pɛ̰33]  
  「太もも(#49)」 
/t/ [t]: /li33ti55ɕu33/ [li33ti55ɕu33] 「落花生(#238)」、/ko̰33ta̰33na̰33/ [ko̰33ta̰33na̰33] 「カエル(#200)」、 
  /mi31to55lo55sɛ31/ [mi31to55lo55sɛ31] 「ジャックフルーツ(#246)」 
/th/ [th]: /the31/ [the31]「1(#73)」、/tha55pɤ31li33/ [tha55pɤ31li33] 「へそ(#38)」、/ɐ55tho31lje31/  
         [ɐ55tho31lje31] 「ナイフ(#147)」 
/d/ [d]: /de33ɐ33/ [de33ɐ33] 「浅い(#396)」、/da33/ [da33] 「掃く(#145)」、/le33du31/ [le33du31]  
       「物語(#308)」 
/k/ [k]: /ŋɔ33kɛ33/ [ŋɔ33kɛ33] 「我々(1PL) (#485)」、/kɐ33jɛ33mo33/ [kɐ33jɛ33mo33] 「柱(#134)」、 
   /ko33tje55/  [ko33tje55] 「会う(#361)」 
/kh/ [kh]: /khɛ31/ [khɛ31] 「切る(#150)」、/lɛ̰31khɐ55thɐ55/ [lɛ̰31khɐ55thɐ55]「手のひら(#31)」、 
   /dɐ31kho55/ [dɐ31kho55] 「答える(#294)」 
/g/ [ɡ]: /ɕõ33gɛ33/ [ɕõ33ɡɛ33] 「ウジ(#189)」、 /gɐ31gɐ31/ [ɡɐ31ɡɐ31] 「骨(#3)」、/mɛ31go̰31/  
          [mɛ31ɡo̰31]「歌(#310)」 
 
[鼻音]  
  有声音のみが認められる。調音点の位置により、4項対立となる。 
 
/m/ [m]: /mɛ55ȵi33/ [mɛ55ȵi33] 「さび(#118)」、/ɐ33mɐ33/ [ɐ33mɐ33] 「母(#331)」、/mu33ʨhu33lɤ55/  
          [mu33ʨhu33lɤ55] 「(服を)乾かす(#273)」 
/n/ [n]: /nɛ31/ [nɛ31] 「精霊(#357)」、/na55ʨhi31/ [na55ʨhi31]「薬(#326)」、/nu31ɐ33/ [nu31ɐ33] 「柔ら 
  かい(#415)」 
/ȵ/ [ȵ]:/ȵi55ȵi33/ [ȵi55ȵi33] 「赤い(#403)」、/ȵɐ55/ [ȵɐ55] 「貼る(#306)」、/ɐ55ȵu31/  [ɐ55ȵu31] 「牛 
  (#170)」 
/ŋ/ [ŋ]: /ŋɛ31to33le33/ [ŋɛ31to33le33] 「立ち上がる(#71)」、/ŋɐ55ʐo31/ [ŋɐ55ʐo31]「鳥(#162)」、/ŋo55ʐo31/  
          [ŋo55ʐo31] 「魚(#170)」 
 




/m/ [m̩]: /nɛ33xɛ55m31bɐ55/ [nɛ33xɛ55m̩31bɐ55] 「来年(#446)」 
/n/ [n̩]: /n31/ [n̩31] 「否定辞」 






  有声無気音・無声無気音・無声有気音の 3 項対立である。調音点についてはそり舌音と前部
硬口蓋音との対立がある。現時点のデータにおいて前部硬口蓋音[ʨ]は母音/ɐ/との結合時に歯茎
音([ts])と自由に変異するようである(下例「ものを探す(#365)」を参照)9。 
/tʂ/ [tʂ]: /tʂi55ji33/ [tʂʅ55ji33] 「霧(#100)」、/nɛ̰33mo33tʂo33/ [nɛ̰33mo33tʂo33] 「胸(#34)」、/tʂu33tʂu33/ 
           [tʂu33tʂu33] 「テーブル(#143)」 
/tʂh/ [tʂh]: /tʂhi55ɐ33/ [tʂhʅ55ɐ33]「甘い(#380)」、/tʂho33la̰33/ [tʂho33la̰33] 「塩(#225)」、/ɐ55tʂhu31/ 
           [ɐ55tʂhu31] 「とげ(#222)」 
/dʐ/ [dʐ]: /dʐi55bɛ31/ [dʐʅ55bɛ31] 「酒(#259)」、/dʐo33 pɛ33dʐo31/ [dʐo33 pɛ33dʐo31] 「米を炊く(#261)」、 
   /dʐɔ33dʐɤ33/ [dʐɔ33dʐɤ33] 「稲(#227)」 
/ʨ/ [ʨ~ts]: /ɕɛ31ʨi55/ [sɛ31ʨi55] 「キュウリ(#231)」、/ʨo33/ [ʨo33] 「探す(#365)」、 
   /ɐ33ʨɐ33ʨɐ33 ʨo33/ [ɐ33ʨɐ33ʨɐ33 ʨo33~ ɐ33tsɐ33tsɐ33 ʨo33] 「ものを探す(#365)」、/ʨɛ33ʨɤ33/
   [ʨɛ33ʨɤ33] 「糸(#269)」 
/ʨh/ [ʨh]:/ʨhi55gɤ̰31/ [ʨhi55ɡɤ̰31] 「脚(#47)」、/ʨho55/ [ʨho55] 「6(#78)」、/ɯ55ʨhɤ33/ [ɯ55ʨhɤ33] 
         「髪(#12)」 
/ʥ/ [ʥ]: /ʥi31/ [ʥi31] 「銅(#121)」、/ʥo33phu33/ [ʥo33phu33] 「鍵(#138)」、/ʥɤ31gɤ̰31/ [ʥɤ31ɡɤ̰31] 
           「腰(#36)」 
[摩擦音] 












/f/ [f]: /fɛ33ɐ33/ [fɛ33ɐ33] 「乾いている(#413)」、/the31fɐ̃33/ [the31fɐ̃33] 「100万(#93)」、/ɐ55jɛ33fu33/  
        [ɐ55jɛ33fv̩33] 「鶏の卵(#164)」 
/v/ [v]: /vɛ33lṵ33/ [vɛ33lṵ33]「花(#219)」、/tsa55va31/ [tsa55va31] 「ひも(#154)」、/ɐ33vu33/  [ɐ33v̩33] 「兄 
  (#337)」 
/ʂ/ [ʂ]: /ʂi55sɛ31ʂi55mo33/ [ʂʅ55sɛ31ʂʅ55mo33] 「種(#208)」、/ji33ʂɤŋ33/ [ʝi33ʂɤŋ33] 「医者(#354)」(< Ch. 医 
       生)、/ʂu55va̰31/ [ʂu55va̰31] 「書く(#301)」 
/ʐ/ [ʐ]: /ʐɐ31/ [ʐɐ31] 「彼/彼女(3SG) (#484)」、/thɐ33lo55ʐo31/ [thɐ33lo55ʐo31]「ウサギ(#177)」、 
  /lɛ̰33ẽ55ʐɔ31/ [lɛ̰33ẽ55ʐɔ31] 「指(#32)」 
/ɕ/ [s~ɕ]: /ɕɛ31ʨi33/ [sɛ31ʨi33] 「キュウリ(#231)」、/ɕɐ33mi33/ [sɐ33mi33~ɕɐ33mi33]「畑(#252)」、 
   /jen31ɕɤ31/ [jen31sɤ31]「色(#403)」(< Ch. 颜色) 
/j/11 [z~ʝ]: /jɐ31ɕi55/ [zɐ31ɕi55~ ʝɐ31ɕi55]「新しい(#418)」、/jɐ31xa31pɤ33/ [zɐ31xa31pɤ33] 「愚かな 
   (#434)」、/jɐ31ʨhu33/ [zɐ31ʨhu33] 「つの(#157)」 
/x/12 [x]: /nɛ33xɛ55m31bɐ55/ [nɛ33xɛ55m31bɐ55] 「来年(#446)」、/xɐ33mo̰31/ [xɐ33mo̰31]「猿(#175)」、 
   /the31xo33/  [the31xo33] 「100(#87)」 
/ɣ/ [ɣ]: /ɣo̰31mɛ31/ [ɣo̰31mɛ31]「山(#122)」、/ɣɔ31nɔ55/ [ɣɔ31nɔ55] 「休む(#315)」、/ɣɯ55mɐ31/  
          [ɣɯ55mɐ31] 「熊(#178)」 
 
[側面音]  
  有声側面音が 1種認められる。無声側面音は存在しない。 
 






                                                                                                                                                                                            
 /i/ /e/ /ɛ/ /a/ /ɐ/ /ɔ/ /o/ /ɤ/ /u/ /ɯ/ 
[ɕ] ○ ○ ○ — ○ ○ ○ — ○ — 












/w/ [w]: /wẽ31tʂɐ̃55/  [wẽ31tʂɐ̃55]「蚊帳(#142)」(<Ch. 蚊帐)、 /ɣo31wɐ33/ [ɣo31wɐ33] 「勝つ (#312)」、
   /ɕi33wɐ33/ [ɕi33wɐ33] 「死ぬ(#319)」 
3.2 介音 
 次に頭子音と主母音をつなぐ介音について概観しよう。介音の要素としては /-j-/のみが認





/pj-/ [pj-] : /ɐ33mo33pjɐ33/ [ɐ33mo33pjɐ33] 「あひる(#184)」、/no̰31pjɐ̰33/ [no̰31pjɐ̰33] 「濡れている 
   (#414)」、 /dɐ31pjɔ31/ [dɐ31pjɔ31] 「話す(#294)」 
/phj-/ [pjh-] : /phjɐ33bɛ31phjɐ33lɔ55/ [pjhɐ33bɛ31pjhɐ33lɔ55] 「服(#274)」、/vi31phjɔ31/ 
[vi31pjhɔ31] 「放屁する(#44)」、/phju33/ [pjhu33] 「金銭(#290)」 
/bj-/ [bj-]13 : /bjo33/ [bjo33] 「飛ぶ(#163)」、/bjo31/ [bjo31] 「蜂(#185)」、/bjo31jo33/ 
            [bjo31jo33] 「蟻(#190)」 
/tj-/ [tj-] : /ko33tje55/ [ko33tje55] 「会う(#361)」、/tjɐo55lo̰31/ [tjɐo55lo̰31] 「かご(#153)」、 
 /tjɔ33/ [tjɔ33] 「（魚を）釣る(#203)」(< Ch. 钓) 
/mj-/ [mj-] : /mjɐ31tɐ55/ [mjɐ31tɐ55] 「使う(#364)」、/mjɐ33tɛ33/ [mjɐ33tɛ33] 「見える(#54)」、 
 /mju31ɐ33/ [mju31ɐ33] 「多い(#94)」 
/lj-/ [lj-]14 : /ɐ55tho31lje31/ [ɐ55tho31lje31] 「ナイフ(#147)」、/ljɐ̃55/ [ljɐ̃55] 「光 (#108)」(< Ch. 亮)、






















/i/ [i]:  /li33/ [li33] 「4(#76)」、/ȵi55ȵi33/ [ȵi55ȵi33] 「赤い(#403)」 
  [ʅ]/ [+retroflex]   :/ʂi55sɛ31ʂi55mo33/  [ʂʅ55sɛ31ʂʅ55mo33] 「種(#208)」、/tʂi55/ [tʂʅ55] 「咳をする(#72)」 
/e/ [e]: /le33du31/ [le33du31] 「話(#308)」、/the31/ [the31] 「1(#73)」、/e55khɐ33/ [e55khɐ33] 「家(#129)」 
/ɛ/ [ɛ]: /lɛ33/ [lɛ33] 「来る(#474)」、/nɛ33xɛ55m31bɐ55/ [nɛ33xɛ55m31bɐ55] 「来年(#446)」、/thɛ33ɐ33/  
       [thɛ33ɐ33] 「鋭い(#400)」 
/a/ [a]: /da33/ [da33] 「掃く(#145)」、/tha55pɤ31li33/ [tha55pɤ31li33] 「へそ(#38)」、/tsa55va̰31/   
        [tsa55va̰31] 「ひも(#154)」 
/ɐ/ [ɐ]: /dɐ31kho55/ [dɐ31kho55] 「答える(#294)」、/lɐ55tʂi31/ [lɐ55tʂʅ31] 「唐辛子(#257)」、 
  /thɐ33lo55ʐo31/ [thɐ33lo55ʐo31] 「ウサギ(#177)」、/ʐɐ31/ [ʐɐ31] 「彼/彼女(3SG) (#484)」、 
  /ɐ33vɐ33/ [ɐ33vɐ33] 「おじ(#344)」 
/ɔ/ [ɔ]: /ɣɔ31nɔ55/ [ɣɔ31nɔ55] 「休む(#315)」、/lɔ33/ [lɔ33] 「舌(#20)」、/ʥɛ55sthɔ31/  [ʥɛ55thɔ31] 「冬 
  (#461)」 
/ɤ/ [ɤ]: /dɤ31/ [dɤ31] 「押す(#62)」、/ji33ʂɤŋ33/ [ji33ʂɤŋ33] 「医者(#354)」、/lɤ55lɤ33/ [lɤ55lɤ33] 「丸い 
  (#399)」、/ɤ55dɯ̰33/ [ɤ55dɯ̰33] 「頭(#10)」 
/o/ [o]: /no55pɐ33/ [no55pɐ33] 「耳(#17)」、/lo55/ [lo55] 「投げる(#64)」、/tho33ɐ33/  
        [tho33ɐ33] 「厚い(#393)」 
/u/ [u]: /nu31ɐ33/ [nu31ɐ33] 「柔らかい(#415)」、/lu55lṵ33/ [lu55lṵ33] 「青い(#406)」 
      [v̩]/ [+labiodental]  : /ɐ55jɛ33fu33/ [ɐ55jɛ33fv̩33] 「鶏の卵(#164)」、/ɐ33vu33/ [ɐ33v̩33] 「兄(#337)」、 

















   8 種を認める。普通母音より数は少ない。現時点でのデータでは/ã/ ɯ̃/が存在しない。また、
漢語あるいはラオ語からの借用語も散見される。鼻母音を持つ借用語形については借用元言語
(donor language)の音節末子音に鼻音が存在していることが通常である17。 
/ĩ/ [ĩ :  /ĩ33/ [ĩ33] 「見る(#54)」、/mĩ31tʂi55/ [mĩ31tʂʅ55] 「名前(#329)」(< Ch. 名字)、/ʂu55ĩ33/ [ʂu55ĩ33] 
   「読む(#302)」 
/ẽ/ [ẽ]: /mẽ55kuɐ33/ [mẽ55kuɐ33] 「カボチャ(#233)」、/jɐ31jẽ33vɛ33/ [jɐ31jẽ33vɛ33] 「ケシ(#221)」(< Ch. 
  鸦烟？+/vɛ33/ 「花」)、/lɛ̰33ẽ55ʐɔ31/ [lɛ̰33ẽ55ʐɔ31] 「指(#32)」 
/ɛ/̃ [ɛ]̃: /ɛ̃33/ [ɛ̃33] 「呼ぶ(#297)」、/ɐ55mɛ̃31ŋ33kɤ33/ [ɐ55mɛ̃31ŋ33kɤ33] 「今(#451)」、/ɐ55ȵi55ʐo31xɛ̃31/
[ɐ55ȵi55ʐo31xɛ̃31] 「子を産む(#46)」
/ɐ/̃ [ɐ]̃: /xo33mɐ̃31/ [xo33mɐ̃31] 「象(#160)」、/xuɐ̃31sɐ̃33/ [xuɐ̃31sɐ̃33] 「田ウナギ(#202)」(< Ch. 黄鳝)、
/the31fɐ̃33/ [the31fɐ̃33] 「100万(#93)」
/ɔ/̃ [ɔ]̃: /lɔ̃33gɛ33/ [lɔ̃33ɡɛ33] 「石(#115)」、/jɔ̃55ʨɤ̃33/ [jɔ̃55ʨɤ̃33] 「ヴィエンチャン(#499)」(< L. ວຽງຈັນ
     wiíaŋcān) 
/ɤ/̃ [ɤ]̃: /thɐ33mɤ̃31/ [thɐ33mɤ̃31] 「馬(#176)」、/ɐ31ɣɤ̃33bɐ55/ [ɐ31ɣɤ̃33bɐ55] 「明日(#454)」
/õ/ [õ]: /tʂõ33ko31ṵ33/ [tʂõ33ko31ṵ33] 「漢語(#300)」(< Ch. 中国+/ṵ33/「ことば」)、/ɕõ55tu31ɐ33/ 
         [ɕõ55tu31ɐ33] 「賢い(#435)」 
/ũ/ [ũ] : /mɛ33xũ33/ [mɛ33çũ33] 「染める(#271)」 
[緊喉母音] 




/ḭ/ [ḭ]:  /lḭ31ɐ33/ [lḭ31ɐ33] 「重い(#412)」、/ȵḭ55ɐ33/ [ȵḭ55ɐ33] 「少ない(#95)」 
/ḛ/ [ḛ]: /gu33pḛ33 (ɐ33)/ [ɡu33pḛ33(ɐ33)] 「踊る(#311)」、/mḛ33ji33/ [mḛ33ji33] 「涙(#5)」 
/ɛ̰/ [ɛ̰]: /lɛ̰33ẽ55ʐɔ31/ [lɛ̰33ẽ55ʐɔ31] 「指(#32)」、/ɐ55jɛ̰31xo31/ [ɐ55jɛ̰31xo31] 「鶏肉(#183)」、 
  /nɛ̰33mo33tʂo33/ [nɛ̰33mo33tʂo33] 「胸(#34)」 
/a̰/ [a̰]: /ma̰33ti33ɕi33/ [ma̰33ti33ɕi33] 「上る(#479)」、 /li31ba̰33/ [li31ba̰33] 「墓(#131)」、/ȵi55na̰31mo33/ 
         [ȵi55na̰31mo33] 「クモ(#188)」、/tʂho33la̰33/ [tʂho33la̰33] 「塩(#255)」 
/ɐ̰/ [ɐ̰]: /no̰31pjɐ̰33/ [no̰31pjɐ̰33] 「湿っている(#414)」、/me31lɐ̰33/ [me31lɐ̰33] 「口(#19)」 
/ɔ̰/ [ɔ̰]: /lɔ̰31bɤ̰33ɐ33/ [lɔ̰31bɤ̰33ɐ33] 「太っている(#439)」 






          [ʥɤ31ɡɤ̰31] 「腰(#36)」 
/o̰/ [o̰]: /go̰31lɛ33/ [ɡo̰31lɛ33] 「帰ってくる(#476)」、/ko̰33ta̰33na̰33/ [ko̰33ta̰33na̰33] 「カエル(#200)」、 
   /ɐ31to̰33/ [ɐ31to̰33] 「火(#127)」 
/ṵ/ [ṵ]: /lo31lo33ṵ33/ [lo31lo33ṵ33] 「ロロ語(#298)」、/dṵ33ji33/ [dṵ33ji33] 「出る(#478)」、/the31tṵ33/  
         [the31tṵ33] 「1000(#90)」 
/ɯ̰/ [ɯ̰]: /ɯ33dɯ̰33 / [ɯ33dɯ̰33] 「頭(#10)」、/ɤ55pɯ̰33/[ɤ55pɯ̰33] 「腹(#37)」、/lɛ̰31gɯ̰31/ [lɛ̰31ɡɯ̰31]  






/ie, iẽ/ [ie, iẽ]: /ɐ55ʨie31/ [ɐ55ʨie31] 「姉(#339)」、/lɐ31pjɐo31tʂi33ʨhiẽ33/ [lɐ31pjɐo31tʂʅ33ʨhiẽ33]「友達 
     (#347)」 
/iɐ, iɐ/̃ [iɐ, iɐ]̃: /ʨiɐ33/ [ʨiɐ33] 「引っ張る(#63)」、/ɐ33no55ʨiɐ̃33ʨi33/ [ɐ33no55ʨiɐ̃33ʨi33] 「蝉(#192)」 
/ɐi/ [ɐi]18: /ɣɤ33bɐi35/ [ɣɤ33bɐi35] 「中(#464)」、/kɐi33/ [kɐi33]「市場(#289)」(< Ch. 街 19) 
/ɐo/ [ɐo]: /lɐo31ko33u33/ [lɐo31ko33u33] 「ラオ語(#299)」(< L. [ພາສາ]ລາວ [pháasǎa]láaw +ko33u33)、 
   /xɐo31ɐ33/ [xɐo31ɐ33]「よい(#422)」(< Ch. 好 + /ɐ33/ 「動詞接辞」) 
/ui/ [ui]: /vu33kui33/ [v̩33kui33] 「亀(#202)」(< Ch. 乌龟)、/i31ɕui31thɛ55thɔ31/ [i31ɕui31thɛ55thɔ31] 「雨季 
   (#460)」(< Ch. 雨水天 + /thɔ31/ 「季節」) 
/uɐ, uɐ/̃ [uɐ, uɐ]̃: /kuɐ33ʨi33ɕi33/ [kuɐ33ʨi33ɕi33] 「落ちる(#481)」、/xuɐ̃31sɐ̃55 / [xuɐ̃31sɐ̃55] 「田ウナギ 
     (#202)」(< Ch. 黄鳝) 
 
3.4 声調  
 最後に声調について概観しよう。ロロ・ポ語の声調は基本的に 55調、33調、31調の 3種が
認められる。現時点のデータからはロロ・ポ語の tone bearing unitは音節である。語声調的な特
徴は見られない。また緊喉母音は 33調および 31調を持つことが多い。 
 以下、例を挙げる。 
 
/55/:  /ʂɐ33ȵi55/ [ʂɐ33ȵi55] 「砂(#116)」、/ŋɐ55ʐo31/ [ŋɐ55ʐo31] 「鳥(#162)」、/vɯ33lɔ55/ [vɯ33lɔ55] 「手 
  に持つ(#60)」 
/33/: /ȵi33/ [ȵi33] 「あなた(2SG) (#483)」、/ɐ33ʨɐ33ŋɐ33/ [ɐ33ʨɐ33ŋɐ33]「何(#491)」、/lɔ33/ [lɔ33]  
      「舌(#20)」 
/31/: /ȵi31/ [ȵi31] 「2(#74)」、/gɤ̰31/ [ɡɤ̰31] 「与える(#363)」、/nɛ̰31/ [nɛ̰31] 「精霊(#357)」、 
  /ɐ33tɤ33ɤ̰55lɔ31gɛ33/  [ɐ33tɤ33ɤ̰55lɔ31ɡɛ33] 「下(#463)」 






/35/: /xuɐ̃33mɤ31gɛ35/ [xuɐ̃33mɤ31gɛ35] 「上(#462)」、/ɣɤ33bɐi35/ [ɣɤ33bɐi35]「中(#464)」、/ɤ33bɐi35/
       [ɤ33bɐi35] 「南(#469)」、 /mɤ33ȵi55ʥo55gɛ55bɐi35/ [mɤ33ȵi55ʥo55gɛ55bɐi35] 「西(#471)」、 









  表 2: ロロ・ポ語（ムアンシン方言)の音素体系 
ただし、表 2に掲げた分節音の音声上の注意点として以下の特徴が挙げられる。 
(2) a. 子音における相補分布が以下の条件で見られる。
/ɕ/→[s]/_{ɛ, ɐ, ɤ}, [ɕ]/ elsewhere
b.子音における自由変異が以下のように見られる。
/j/は母音/ɐ/との結合時、[z]と[ʝ]が自由に交替する。
20 35調を純粋に音素として分析しにくいもう 1つの問題点は、いくつかの語彙で 35調が 31調でも発音
されることがあることである。/xu55mi31bɐi35/ [xu55mi31bɐi35 ~ xu55mi31bɐi31] 「前」など。この点からも 35
調は 31調が何らかの影響で変調を起こした結果であると分析した方が良いかもしれない。 
[子音] 
p ph b t th d k kh g 
tʂ tʂh dʐ ʨ ʨh ʥ 
m n ȵ ŋ 
f v ʂ ʐ ɕ j x ɣ 
(w) l
[普通母音] [鼻母音] [緊喉母音] 
i ɯ u ĩ ũ ḭ ɯ̰ ṵ 
e ɤ o ẽ ɤ ̃ õ ḛ ɤ̰ o̰
ɛ ɔ ɛ ̃ ɔ ̃ ɛ̰ ɔ̰
a ɐ ɐ ̃ a̰ ɐ̰




  /ʨ/は母音/ɐ/との結合時、 [ʨ]と[ts]が自由に交替する。 
c.母音における相補分布が以下の条件で見られる。
/i/→[ʅ]/ [+retroflex]_, [i]/ elsewhere
/u/→[v̩]/ [+labiodental] _, [u]/ elsewhere





Ch: 漢語, L: ラオ語, PTB: チベット・ビルマ祖語, SG: 単数 
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 [付録] ロロ・ポ語(ラオス・ムアンシン地区)基礎語彙/ Tentative Wordlist of Lolopho 
最後に付録として、まだ今後の調査結果により分析の変更が求められる可能性もあるが、ロ
ロ・ポ語の基礎語彙データを参考に掲げる。ここに掲げているのは Kato (2008)に挙げられてい
る約 300語に、筆者が独自に約 200語を追加した約 500語の語彙(文例も含む)である。なお、
意味範疇の順序で並べてあることに注意されたい。
番号 日本語 English Lao Lolopho 
1 体毛 body hair ຂົນ gɐ33khu31mɯ33 
2 はだ skin ພີວ, ໜັງ ʥo33ko̰33 
3 骨 bone ກະດູກ gɐ̰31gɐ̰31 
4 血 blood ເລື ອດ ʂi31 
5 涙 tears ນ ້ າຕາ mḛ33ji33 
6 汗 sweat ເຫືື່ ອ kɛ55ji33 
7 膿み pus ຫນອງ(ຟີ ) bi33ji33 
8 つば saliva ນ ້ າລາຍ ɐ̰33ji33 
9 痰 phlegm ຂີ ້ ກະເທີື່ , ສະເຫລດ di55ʨhi31lɐ55thɐ33 
10 頭 head ຫົວ ɤ55dɯ̰33 
11 額 forehead ຫນ້າຜາກ ɣɯ̰33mɯ55ȵi55 
12 髪の毛 hair ຜົມ ɤ55ʨhɤ33 
13 櫛 comb ຫວີ u55pi55 
14 顔 face ຫນ້າ phɐ31mḛ33 
15 眉毛 eyebrow ຂົນຄ ້ ວ mḛ55ʨi55mɯ55 
16 目 eyes ຕາ mḛ33dṵ31 
17 耳 ears ຫູ no55pɐ33 
18 鼻 nose ດັງ no55bḭ33 
19 口 mouth ປາກ me31lɐ̰33 
20 舌 tongue ລີ ້ ນ lɔ33 
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21 歯 teeth ແຂ້ວ ʂɤ31 
22 ひげ beard/ mustache ຫນວດ, ເຄົ າ mi31ʨḭ33, bo31tsɐ̰33thɐ55 
23 首 neck ຄ lɛ33bɛ̰33 
24 のど throat ຄ , ລ າຄ sɐ̃31kuɐ̃31
25 肩 shoulder ປື່ າ vɛ33phi31ʥɯ33 
26 手 hand ມື lɛ̰31gɯ̰31 
27 右手 right-hand ດ້ານຂວາ ju55lɛ̰31 
28 左手 left-hand ດ້ານຊ້າຢ vɛ55lɛ̰31 
29 腕 arm ແຂນ lɛ̰31gɯ31pu55 
30 肘 elbow ສອກ lɛ̰31kuɛ31tʂi33 
31 手のひら palm ຟາມື lɛ̰
31khɐ55thɐ55 
32 手の指 finger ນີ ້ ວ lɛ̰33ẽ55ʐɔ31 
33 手の爪 fingernail ເລັບ lɛ̰33ẽ55sɛ31khu31 
34 胸 breast ໜ້າເອ ກ nɛ̰33mo33tʂo33 
35 乳首 nipple ຫົວນົມ ɐ̰33bɤ̰55ɤ̰55dɯ̰33 
36 腰 waist ແອວ ʥɤ31gɤ̰31 
37 腹 belly ທ້ອງ ɤ̰55pɯ̰33 
38 へそ navel ສາຍບື tha55pɤ31li33 
39 尻 buttocks ກ້ົນ ɕi31du31pɤ̰33 
40 糞 feces ຖື່ າຍໜັກ, ຂີ ້ ɕi31 
41 糞を出す to defecate ຖື່ າຍໜັກ ɕi
31 xo33ji33ɐ33 21 
42 尿 urine ນ ້ າຍື່ ຽວ ɕi33 
43 排尿する to urinate ຖື່ າຍເບົ າ, ຍື່ ຽວ ɕi
33 tʂi55 22 






番号 日本語 English Lao Lolopho 
45 発熱する to have a fever ມີ ໄຂ້ຫວັດ tʂi
55 nɔ33nɔ33ɐ33, lɯ55ʨhu33ɐ33 
46 出産する to give birth ອອກລູກ, ເກີດລູກ ɐ
55ȵi55ʐɔ31xɛ̃31
47 脚 leg ຂາ ʨhi55gɤ̰31 
48 足 foot ຕີນ ʨhi55lɔ55phɛ55 
49 太もも thigh ຂາໂຕ້ bu33pɛ̰33 
50 膝 knee ຫົວເຂົື່ າ ʨi33ʨhi55kɤ̰31pɤ̰33 
51 ふくらはぎ calf ບີ ແຄື່ ງ gɤ
31pɐ33lje33 
52 筋 tendon ເອັນ, ເສ້ັນເອັນ ʥu31 










to hear, to listen ຟັງ, ໄດ້ຍ ນ bo33ʥo31ɐ33 (聞こえる), dɐ31nɔ33 (聞く) 
56 嗅ぐ to smell ດົມກ ື່ ນ xɤ55tɛ33ɐ33 
57 食べる to eat ກ ນ ʥɔ31 
58 飲む to drink ດືື່ ມ dɐ33 
59 咬む to bite ກັດ khɤ55 
60 手に持つ 
to hold with the 
hand ຈັບໄວ້ vɯ
33lɔ55 
61 置く to put, to place in/on ວາງ, ໃສື່ , ຈັດ mɐ
55, ʨi33ti55ʨi33 
62 押す to push ດັນ, ຊຸກ dɤ31, kuɛ̰31 
63 引く to pull ດຶ ງ ʨiɐ33(ɕɛ33lɛ33) 
64 投げる to throw ໂຍນ lo55 
65 拾う to pick up ເກັບ kɛ55 
66 すくい上げる to ladle ຈອງ lɐo
31to33le33 (<Ch. 捞 + to33le33) 
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67 歩く to walk ຍື່ າງ (ʥo33mo33) ko33  23 
68 止まる to stop ຢຸດ ɤ33 
69 走る to run ແລື່ ນ pe33 
70 座る to sit ນັື່ ງ ʨhu33 
71 立つ to stand up ຢື ນ ŋɛ31to33le33 
72 咳き込む to cough ໄອ tʂi
55   
73 一 1 ຫນືື່ ງ the31 
74 二 2 ສອງ ȵi31 
75 三 3 ສາມ ʂɔ33 
76 四 4 ສີື່ li33 
77 五 5 ຫ້າ ŋɔ31 
78 六 6 ຫົກ ʨho55 
79 七 7 ເຈັດ ɕi31 
80 八 8 ແປດ xɛ̰55 
81 九 9 ເກ້ົາ kɤ33 
82 十 10 ສ ບ ʨhɛ33 
83 十一 11 ສ ບເອົ ດ ʨhɛ33ti55 
84 十二 12 ສ ບສອງ ʨhɛ33ȵi31 
85 二十 20 ຊາວ ȵi31ʨɛ33 
86 九十九 99 ເກ້ົາສ ບເກ້ົາ kɤ33ʨhɛ33kɤ33 
87 百 100 ຫນືື່ ງຣ້ອຍ the31xo33 
88 百一 101 ຫນືື່ ງຣ້ອຍຫນືື່ ງ the31xo33the31 
89 百十 110 ຫນືື່ ງຣ້ອຍສ ບ the31xo33(nɛ31)ʨhɛ33 
90 千 1000 ຫນືື່ ງພັນ the31tu33 




番号 日本語 English Lao Lolopho 
92 十万 100000 ຫນືື່ ງແສນ the31me31 
93 百万 1000000 ຫນືື່ ງລ້ານ the31fɐ̃33 
94 多い many ຫລາຍ mju31ɐ33 
95 少ない few ນ້ອຍ ȵḭ55ɐ33 
96 すべて all ທັງຫມົດ ȵi31ɕɐ55tɐ33 
97 一人 one person ຄົນດຽວ the31ɣo31 
98 空 sky ຟ້າ mɯ31dɐ31 
99 雲 cloud ຂີ ້ ເຝ້ືອ mɯ55xɯ55 
100 霧 fog ໝອກ tʂi55ji33 
101 太陽 sun ຕາເວັນ mɯ31ȵi33 
102 月 moon ເດື ອນ ɕo33bo33 
103 星 star ດາວ kɛ55ʐo31 
104 風 wind ລົມ mɯ31ɕɛ55 
105 吹く to blow 
ພັດ, ເປົື່ າ (口で吹
く) 
ɕɛ55, mɯ̰55 
106 雨 rain ຝົນ ɐ55mɯ31 
107 降る it rains ຝົນຕົກ ɐ55mɯ31xo33ɐ33 
108 光 light ແສງ ljɐ̃55 (<Ch. 亮) 
109 影 shadow ເງົ າ ɐ33ji55ɕi31 
110 明るい bright ແຈ້ງ, ສະຫື່ ວາງ bɤ33lɤ33ɐ33 
111 暗い dark ມື ດ nɛ55mɐ̰31 
112 雷 thunder ຟ້າຮ້ອງ mɯ31kɯ33ɐ33 
113 雷が落ちる it thunders ຟາຜື່ າ mɯ
31kɯ33   da̰31ɐ33 
114 土 soil, earth ດ ນ mi55dɐ31 
115 石 stone ຫີ ນ lɔ̃33gɛ33 
116 砂 sand ຊາຍ ʂɐ33ȵi55 (<Ch. 沙泥?) 
117 鉄 iron ເຫລັກ xɤ33 
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118 さび rust ຂີ ້ ໝ້ຽງ mɛ55ȵi33 
119 金 gold ຄ າ sɛ33 
120 銀 silver ເງ ນ phju33 
121 銅 copper ທອງ ʥi31 
122 山 hill, mountain ພູ ɣo̰31mɛ31 
123 谷 valley ເຫວ lɐ33khu31 
124 水 water ນ ້ າ ɐ31vu55 
125 湖 lake ໜອງ xɐ̃55thɐ̃33 
126 川 river ແມື່ ນ ້ າ lɐ33mo33 
127 火 fire ໄຟ ɐ31to̰33 
128 煙 smoke ຄວັນ ɐ55khɯ31xɯ55 
129 家 house ເຮື ອນ ḛ55khɐ33 
130 屋根 roof ຫລັງຄາ xe33phɛ33 
131 墓 grave ຫລຸມສົບ li31ba̰33   
132 開ける to open ເປີ ດ phɤ33 
133 閉じる to close ອັດ, ປ ດ pi55 
134 柱 pillar ເສົ າເຮື ອນ kɐ33jɛ33mo33 
135 扉 door ປະຕູ ɐ55du31 
136 窓 window ປື່ ອງຢ້ຽມ ɐ55du31ʐo31 
137 床 floor ພ້ືນ ti31pɐ̃31 (<Ch. 地板) 
138 鍵 key ລູກະແຈ ʥo33phu33 
139 ござ mat ສາດ mo33thɛ33 
140 布団 covering (ເຄືື່ ອງຄຸມ) bɛ33bɛ33 
141 枕 pillow ໝອນ ɤ55dɯ̰31gɯ̰33 
142 蚊帳 mosquito net ມຸ້ງ wẽ31tʂɐ̃55 (<Ch. 蚊帐) 
143 テーブル table ໂຕະ tʂu
33tʂu33 (<Ch. 桌桌?) 
144 椅子 chair ຕັື່ ງອີ ້  pɐ33tɤ33 (<Ch. 板凳) 
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145 掃く to sweep ປັດ da33 
146 水を撒く to splash water ສາດ ɐ
31vu55 ʂi55 
147 ナイフ knife ມີ ດ ɐ55tho31lje31 
148 刀 sword ດາບ, ງ້ າວ ɐ55tho31ʂi33 
149 鎌 sickle ກື່ ຽວນ້ອຍ mɛ55khu33 
150 切る to cut ຕັດ, ປາດ dɐ33ʨhie33(<Ch. 打切?), khɛ31 
151 釘 nail ຕະປູ xɤ33tĩ33 (< xɤ33 + Ch. 钉?) 
152 はしご ladder ຂ້ັນໄດ tshɛ55gɯ̰31 
153 かご basket ກະຕື່ າ tjɐo55lo̰31(<Ch. 吊箩?) 
154 ひも rope ເຊື ອກ tsa55va̰31 
155 棒 stick ໄມ້ຄ້ອນເທ້ົາ bɐ33bu55to33 
156 尾 tail ຫາງ mɛ55tɛ33 
157 つの horn ເຂົ າ zɐ31ʨhu33 
158 翼 wing ປີ ກ du55lɛ̰33 
159 虎 tiger ເສື ອ jḭ31mɐ̰33 
160 象 elephant ຊ້າງ xo33mɐ̃31
161 ネズミ mouse ໜູ xɐ33mɛ31 
162 鳥 bird ນົກ ŋɐ55ʐo31 
163 飛ぶ to fly ບ ນ bjo33 
164 鶏の卵 (chicken’s) egg ໄຂື່ (ɐ55jɛ̰33)fu33 24 
165 卵を産む to lay eggs ອອກໄຂື່ jɐ
31fu33fu33ɐ33 
166 スズメ sparrow ນົກຈອກ ʨhɛ33dɐ33ŋɐ33 
167 カラス crow ກາ ɐ33nɛ̰33 
168 鷹 hawk ແຫລວ ʨɛ55mɐ̰31 





番号 日本語 English Lao Lolopho 
170 水牛 buffalo ຄວາຍ u33ȵu55 
171 猫 cat  ແມວ u33mi55 
172 牛肉 beef ຊີ ້ ນງົວ ɐ55ȵu31xo31 
173 豚 pig ໝູ ɐ55vɛ̰31 
174 豚肉 pork ຊີ ້ ນໝູ ɐ55vɛ̰31xo31 
175 猿 monkey ລີ ງ xɐ33mo̰31 
176 馬 horse ມ້າ thɐ33mɤ̃31 
177 ウサギ rabbit ກະຕື່ າຍ thɐ33lo55ʐo31 
178 熊 bear  ໝີ ɣɯ55mɐ31 
179 犬 dog ໝາ  ɐ33no55 
180 吠える to bark ເຫົື່ າ lu33  
181 ヤギ goat ແບ້ ɐ33tʂhɯ55 
182 牛 cattle ງົວ ɐ55ȵu31  
183 鶏肉 meat of chicken ຊີື່ ນໄກື່  ɐ55jɛ̰33xo31 
184 アヒル duck ເບັດ ɐ33mo33pjɐ33 
185 蜂 bee ແມື່ ເຜ້ີງ bjo31 
186 ハエ fly ແມງວັນ jɐ33mi55 
187 蚊 mosquito   ຍຸງ bɯ31ʂi33 
188 クモ spider ແມງມຸມ ȵi55na̰31mo33 
189 ウジ maggot ໂຕໜອນ ɕõ33gɛ33 
190 蟻 ant ມົດ bjo31jo33 
191 蝶 butterfly ແມງກະເບື ້ ອ bɯ31lɯ33 
192 蝉 cicada ແມງຈັກຈັື່ ນ ɐ33no55ʨiɐ̃33ʨi33 
193 ミミズ earthworm ຂີ ້ ກະເດື ອນ ɐ33di33li33 
194 ムカデ centipede ຂີ ້ ເຂັບ pa̰31a̰55ʐo31 
195 蛇 snake ງູ  sɛ55mɐ̃31 
196 ヤモリ gecko ຈີ ຈຽມ pɤ33nɛ55xo31 
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197 魚 fish ປາ ŋo55ʐo31 
198 エビ shrimp ກຸ້ງ ŋo55ʨɐ33pu33 
199 カニ crab ກະປູ ɐ33ʨɐ33lɐ33 
200 蛙 frog ກົບ, ຂຽດ ko̰33ta̰33na̰33 
201 田ウナギ eel ອື່ ຽນ xuɐ̃
31sɐ̃55 (<Ch. 黄鳝)
202 亀 turtle ເຕົື່ າ vu33kui33 (<Ch. 乌龟) 
203 魚を釣る 
to fish (with a 
rod) ຕຶກປາ ŋo
55ʐo31 tjɔ33 25 
204 狩りをする to hunt ລື່ າເນື
້ ອ， ລື່ າສັດ xo31gɐ33 je55ɐ55 
205 撃つ to shoot ຍ ງ xo31ba̰33 
206 銃 musket ປື ນສ້ັນ， ປື ນໃຫຍື່ ʨho33ʐo31, ʨho33mo33 
207 殺す to kill ຂ້າ ɕɛ55 
208 種 seed ແກື່ ນ，ເມົດ ʂi55sɛ31ʂi55mo33 
209 種を蒔く to seed ເອົ າແກື່ ນອອກ gɐ
31 
210 芽 sprout ໜ ື່ zɐ31bḭ33 
211 茎 stem ກ້ານ ʐɐ31ɣɯ31 
212 木 tree ຕ້ົນໄມ້ ɕi33ʥɯ33 
213 葉 leaf ໃບ ŋɐ33phɛ55 
214 幹 trunk ລ າຕ້ົນ ɕi33fɛ33 
215 根 root ຮາກ ɕi33ʨɛ33 
216 草 grass ຫຍ້າ mo̰31 
217 生える to grow ເຕີບໃຫຍື່ jɛ̰31 
218 枯れる to wither ຫື່ ຽວແຫ້ງ, ຮື່ ອງ
ໂຮຍ
fɛ33 
219 花 flower ດອກໄມ້ vɛ33lṵ33 





番号 日本語 English Lao Lolopho 
221 ケシ poppy ດອກຝ ື່ ນ jɐ31jẽ33vɛ33 (< Ch. 鸦烟？+/vɛ33/ 「花」) 
222 とげ thorn ໜາມ ɐ55tʂhu31 
223 豆 bean ໝາກຖົື່ ວ no55ɕɛ̰31 
224 竹 bamboo ໄມ້ໄຜື່  mo55phu31 
225 竹の子 bamboo shoot ໜ ື່ ໄມ້ mo55bḭ55 
226 キノコ mushroom ເຫັດ mɯ33 
227 稲 paddy plant ຕ້ົນເຂົ ້ າ dʐɔ33dʐɤ33 
228 米 rice ເຂົ ້ າ dʐɔ33 
229 トウモロコシ corn ເຂົ
້ າໂພດ, ເຂົ ້ າສາລີ  ʂi55pɤ33 
230 冬瓜 wax gourd ໝາກເຕ້ົາ phu31mɤ33 
231 キュウリ cucumber ໝາກແຕງ ɕɛ
31ʨi55 
232 苦瓜 bitter melon ຝັກຂົມ khu31kuɐ33 (<Ch. 苦瓜) 
233 カボチャ pumpkin ໝາກອື  mẽ
55kuɐ33 (<Ch. 面瓜) 
234 茄子 eggplant ໝາກເຂື ອ gɐ33li55 
235 トマト tomato ໝາກເລັື່ ນ gɐ33li55ʨhie33 (<gɐ33li55 + Ch. 茄?) 
236 パパイヤ papaya ໝາກຫຸື່ ງ ɕu
55pɐ33ʨɐo33 
237 ごま sesame ໝາກງາ o33bɛ33 
238 落花生 peanut ໝາກຖົື່ ວດ ນ li33ti55ɕu33 
239 生姜 ginger ຫົວຂ ງ tʂhɐ31phi31 
240 果物 fruit ໝາກໄມ້ ɕi55ɕɛ31 
241 バナナ banana ໝາກກ້ວຍ ŋɐ55mi31ɕɛ31 
242 マンゴー mango ໝາກມື່ ວງ 
mɐ̃55mɤ̃31ɕɛ31 (<L.ໝາກມື່ ວງ 
màakmuuaŋ) 
243 みかん orange ໝາກກ້ຽງ xuɐ̃31ko31 (<Ch. 黄果) 
244 マンゴスチン mangosteen ໝາກມັງກຸດ — 
245 タマリンド tamarind ໝາກກ້ຽງ ɕɐ̃
55ʨɔ31ɕɛ31 (<Ch. 酸角＋ɕɛ31) 
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jackfruits ໝາກມ້ີ mi31to55lo55ɕɛ31 
247 サトウキビ sugar cane ຕ້ົນອ້ອຍ lɯ
55ɣɯ̰31 
248 キンマ betel nut ໝາກຂ້ຽວ ɕɐ33thɐo31 
249 植える to plant ປູກ gɐ31 
250 鋤 plow ໄຖ mi55 mo31 
251 水田 irrigated field ນາ tɛ33mi33 
252 畑 upland field ໄຮື່ ɕɐ33mi33 
253 焼畑 slash and burn terrace — — 
254 油 oil ນ ້ າມັນ ʨhɛ33 
255 塩 salt ເກືອ tʂho31la̰31 
256 砂糖 sugar  ນ ້ າຕານ ɕɐ55thɐ̰31 
257 唐辛子 chilli ໝາກເຜັດ lɐ55tʂi31 (<Ch. 辣子) 
258 茶 tea ຊາ lo31 
259 酒 wine ເຫລົ ້ າ dʐi55bɛ31 
260 タバコ cigarette/ tobacco ຢາສູບ, ຢາເຮ້ັນ ɐ55khɯ31 
261 米を炊く to cook rice ຫຸງເຂົ
້ າ dʐo33 pɛ33dʐo31 
262 薪 firewood ຟື ນ ɕi55 
263 鍋 pot ໜ ້ lo33ko33 
264 ゆでる to boil ຕ້ົມ ʨɛ55 
265 焼く to roast ປີ ້ ງ ʨhu33 
266 布 cloth ເຄືື່ ອງນຸື່ ງ phjɐ33lɔ55 
267 縫う to sew ຫຍ ບ na̰31 
268 針 needle ເຂັມ gɤ31na̰31 
269 糸 thread ເສ້ັນດ້າຍ ʨɛ33ʨɤ33 
270 編む to knit ຖັກ mɛ55 ʨhɛ31 
195
ロロ・ポ語音論の予備的研究
番号 日本語 English Lao Lolopho 
271 染める to dye ຍ້ອມ mɛ33xũ33 
272 服を洗う to wash clothes ຊັກ mɛ
33ʨhi31mɛ33lɐ55 
273 服を干す to sun clothes 
ຕາກ, ແຫ້ງ, 
ຕາກແດດ 
(mɛ33) phjɐ33lɤ55, mu33ʨhu33lɤ55, lɤ55fɛ33 
274 服 clothes ເສື ້ ອຜ້າ, ເຄືື່ ອງນຸງ phjɐ33bɛ31phjɐ33lɔ55 
275 帽子 hat ໝວກ u55ʨu55 
276 ボタン button ກະດຸມ lɐ33ɕɛ̰31 
277 靴 shoes ເກີບ ʨhɛ33nɤ33 
278 作る to make ເຮັດ mi33gɐ31 mi33lɔ55 
279 壊す to break ແຕກ bɛ31wɐ33 
280 着る to wear ນຸື່ ງ phjɐ33vɛ̰31 
281 脱ぐ to undress ແກ້ຜ້າ, ບ້ານ phjɐ33lḭ31 
282 道 road ຖະໜົນ ʥo33mo33  
283 村 village ໝູື່ ບ້ານ, ບ້ານ khɐ33 
284 背負う to carry on the back ເປ້ bɤ
31 
285 買う to buy ຊື ້   (mɛ31ȵi31) vɛ33 27 
286 売る to sell ຂາຍ (mɛ31ȵi31) vu31 
287 得る to get   ໄດ້ ɣo33ɐ33 
288 失う to lose ເຄື ອງຫາຍ mɛ31ȵi31 phi55wɐ33 
289 市場 market ຕະຫລາດ kɐi33 (<Ch. 街) 
290 金 money ເງ ນ phju33, thɐ31jɛ31phju33 
291 裕福な rich ຮັື່ ງມີ tʂhɐ33dʐɐ33bɐ33, (tʂhɐ33)tɐ55fu55 
292 貧しい poor ທຸກຍາກ ɕɔ55me31ɐ33  28 
293 盗む to steal ລັກ khɯ31 
294 話す to speak ເວົ ້ າ, ປາກ dɐ31pjɔ31, dɐ31pɤ55thɯ33                                                         





番号 日本語 English Lao Lolopho 
295 尋ねる to ask ຖາມ, ຂ dɐ31no33, xo33dɐ31no33 
296 答える to answer ຕອບ dɐ31kho55 
297 呼ぶ to call ເອີ ້ ນ ɛ̃33
298 ロロ語 Lolopho language ພາສາ~ lo31lo33ṵ33 
299 ラオ語 Lao language ພາສາລາວ lɐo31ko33ṵ33 
300 漢語 Chinese language ພາສາຈີ ນ
ɕe55ṵ33, tʂoŋ33ko31ṵ33  (< Ch. 中国+/ṵ33/
「ことば」) 
301 書く to write ຂຽນ ʂu55   va̰31  (<Ch. 书 + va̰31) 
302 読む to read ອື່ ານ ʂu55   ĩ33, ʂu55   ɛ̃33  (<Ch. 书 + ĩ33/ ɛ̃33)
303 手紙 letter ຈົດໝາຍ ʂu55  (<Ch. 书) 
304 本 book ປຶ ້ ມ ʂu55pen31 (<Ch. 书本) 
305 紙 paper ເຈ້ຍ thɐ31jɛ31 
306 貼る to stick ຕ ດ ȵɐ55 
307 遊ぶ to play ຫລ ້ ນ kɐ33vu33 jɐ33 
308 話、物語 story ເລື
ື່ ອງ, ນ ຍາຍ le33du31 
309 語る to tell a story ເລົື່ າເລືື່ ອງ ku31li31ku31tɐi35 
310 歌 song ເພງ mɛ31go̰31 
311 踊る to dance ເຕ້ັມ gu33pḛ33(ɐ33) 
312 勝つ to win ຊະນະ, ໄດ້ໄຊ ɣo31wɐ33 
313 負ける to lose a game ແພ້ n33ɣo31 
314 疲れる to get tired ເມືື່ ອຍ ɣɔ31ɣɯ̰33ɐ33 
315 休む to rest ພັກຜື່ ອນ ɣɔ31nɔ55 
316 寝る to sleep ນອນ jḭ31jɐ33 
317 夢を見る to dream ຝັນ jḭ
31mɤ33khɐ33, jḭ31mi33khɐ33 
318 起き上がる to get up ຕື
ື່ ນນອນ ʨu55ʨhu31to33ljɐ33 
319 死ぬ to die ຕາຍ ɕi33wɐ33 
320 年齢 age ອາຍຸ khɔ55ɕu55 
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321 病む to be ill ບ ື່ ສະບາຍ, ປື່ ວຍ ɤ55ȵi31ɕi31 





to hiccough ສະເອ  ɤ31phɤ31tɛ31 ~ ɤ33phɤ33tɐi33 
324 寝言を言う 
to talk in one’s 
sleep ເລີ  jḭ
31mi33jḛ33ɐ33 
325 しらみ louse ເຫົາ ɕɛ33, ɤ55dɤ33ɕɛ33, gɐ55di31ɕɛ33 
326 薬 medicine ຢາ  na55ʨhi31 
327 弓 bow ຄົນທະນູ ʨhɛ33 
328 矢 arrow ລູກທະນູ ʨhɛ33mḛ31 
329 名前 name ຊືື່  mĩ31tʂi55 (<Ch. 名字) 
330 父 father ພ ື່  ɐ31bo31 
331 母 mother ແມື່  ɐ33mɐ33 
332 夫 husband ຜົວ ʨhɐ55pho31 
333 妻 wife ເມຍ ʨhɐ̃55gɛ55 
334 息子 son  ລູກຊາຍ ʨhɐ55pho31ʐo31 
335 娘 daughter ລູກສາວ ʐo31mɛ31ʐo31 
336 子供 child ເດັກນ້ອຍ ɐ33ȵi33ʐo31 
337 兄 elder brother ອ້າຍ ɐ33vu33 
338 弟 younger brother ນ້ອງຊາຍ ȵi55mɐ̰31 
339 姉 elder sister ເອື ້ ອຍ ɐ55ʨie31(tʂi33) (<Ch. 阿姐(＋tʂi33)) 
340 妹 younger sister ນ້ອງສາວ nɤ55mo33 
341 祖父 grandfather ພ ື່ ເຖ້ົາ ʨhɐ55mɐ31ku33 
342 祖母 grandmother ແມື່ ເຖ້ົາ ʐo31mɛ31mɐ31ku33 
343 孫 grandchild ຫລານ li55po55 (male), li55mo33 (female) 
344 おじ uncle ລຸງ, ອາວ, ນ້າບື່ າວ 
tɐ55tje33 (<Ch. 大爹), ɐ33vɐ33, ɐ33ʨu55 
(<Ch. 阿舅) 
345 おば aunt ປ້າ, ອາ, ນ້າສາວ tɐ




番号 日本語 English Lao Lolopho 
346 いとこ cousin ລູກອ້າຍລູກນ້ອງ ɐ33ko33ȵi33mɐ31 
347 友達 friend ໝູື່ lɐ31pjɐo31tʂi33ʨhiẽ33 
348 男 male/ man ຜູ້ຊາຍ tʂhɐ33pho31 
349 女 female/ woman ຜູ້ຍ ງ, ແມື່ ຍ ງ ʐo31mɛ31 
350 人間 man/ human being ມະນຸດ, ຄົນ ʨhɐ33, ʨhɐ33le55ʂi55kɛ55 
351 ロロ・ポ人 Lolopho people ຄົນໂລໂລໂຜ lo
33lo55pho31tʂhɐ33 
352 ラオ人 Lao people ຄົນລາວ lɐo31ko31tʂhɐ33 
353 中国人 Chinese people ຄົນຈີ ນ tʂoŋ55ko31tʂhɐ33 
354 医者 doctor ໝ ji33ʂɤ̃33 (<Ch. 医生)
355 教師 teacher ຄູ, ອາຈານ nɐi
31khu31 (<L. ຄູ khúu), lɐo31ʂi33 (<Ch.
老师) 
356 シャーマン shaman ໝ ຜີ ɐ
31pe55mɐ31 
357 幽霊 god, spirit ຜີ nɛ̰31 
358 寺 temple ວັດ mi33ɕi33mɐ̰31 
359 僧侶 priest ພະ — 
360 結婚する to marry ແຕື່ ງດອງ, ແຕື່ ງ ʥɤ
55bɛ31dɐ33 
361 会う to meet with ພົບພ ້ ko33tje55 
362 待つ to wait for ລ , ລ ຖ້າ ɕɐ33lo55 
363 与える to give to ໃຫ້ gɤ̰31 
364 使う to use ໃຊ້ mjɐ31tɐ55 
365 探す to look for ຫາ, ຊອກ (ɐ33tsɐ33tsɐ33) ʨo33 
366 笑う to laugh ຫົວ jɛ̰33 
367 愛する to love ຮັກ lɤ33tɛ33ɐ33 
368 恐れる to fear, to be afraid of ຢ້ານ ʥu
55ɐ33 
369 おびえる to be frightened ຕື
ື່ ນຕົກໃຈຢ້ານ ʨṵ55tɛ33ɐ33 
370 驚く to be surprised ຕົກໃຈ ʨṵ55tɛ33ɐ33 
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371 知る to know ຮູ້ ɕɐ55ɐ33 
372 覚えている to remember ຈື
ື່ ຈ າ, ລ າລື ກ ɕu55ʨhi31 
373 忘れる to forget ລື ມ n31ɕu55ʨhi31  29 
374 寒い cold ເຢັນ tʂhi55kuɐ33 (冷たい), ʥɛ̰55ɐ33 (寒い) 
375 暑い hot ຮ້ອນ lɯ̰55ɐ33, xɯ55ɐ33 
376 飢えた hungry ຫ ວເຂົ ້ າ ʥo33mɛ31ɐ33 
377 喉が渇いた thirsty ຫ ວນ ້ າ ɐ
31vu33  ɕi55ɐ33 30 
378 酔った drunk ເມົາ bo55ɐ33 
379 おいしい delicious ແຊບ nɛ
33ɐ33 
380 甘い sweet ຫວານ tʂhi55ɐ33 
381 酸っぱい sour ສ້ົມ ʨie
55ɐ33 
382 辛い pepper-hot ເຜັດ phe55ɐ33 
383 塩辛い salty ເຄັມ tʂho31lɐ31 ʨhɐ33 
384 物 thing ເຄືື່ ອງຂອງ ɐ33ʨɐ33ʨɐ33mɛ31ȵi31  31 
385 大きい big ໃຫຍື່  jɛ31ɐ33 
386 小さい small ນ້ອຍ jɐ33 
387 (背が)高い tall, high ສູງ mɯ
55ɐ33 
388 (背が)低い low ຕ 
ື່ າ ɤ̰55ɐ33 
389 長い long ຍາວ ʂi33ɐ33 
390 短い short ສ້ັນ ȵu55ɐ33 
391 広い broad, wide ກວ້າງ khuɐ̃33 (<Ch. 宽) 
392 狭い narrow ແຄບ ʨɐ̰31ɐ33 
393 厚い thick ໜາ tho33ɐ33                                                         
29この例における否定辞 /n31/は[ȵi31]のようにも発音される。  
30 直訳としては「(水が) 喉渇く」のような表現になっていると考えられる。 
31  この形式は/ɐ33ʨɐ33ʨɐ33/「もの」と/mɛ31ȵi31/「もの」の合成によってできたものと考えられる。 
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394 薄い thin ບາງ bo31ɐ33 
395 深い deep ເລ ກ nɛ̰55ɐ33 
396 浅い shallow ຕ້ືນ de33ɐ33 
397 滑らかな smooth ຮາບຮຽງ, ຮຽບ bɛ
33ɐ33 
398 粗い rough ຫຍາບ po33ɐ33 
399 丸い round ກົມ lɤ55lɤ33 
400 鋭い sharp ຄົມ thɛ33ɐ33 
401 鈍い dull ບ ື່ ແຫລມ n31thɛ33 
402 尖った pointed ແຫລມ thɛ33ɐ33 
403 色 color ສີ jen31ɕɤ31 (<Ch. 颜色) 
404 赤い red ແດງ ȵi55ȵi33 
405 黄色い yellow ເຫລື ອງ ɕɛ55ɕɛ33 
406 青い blue ຟ້າ lu55lṵ33 
407 白い white ຂາວ phju55phju33 
408 黒い black ດ າ nɛ55nɛ33 
409 緑色 green ຂຽວ lu55ʥɤ31ʥɤ31ɤ33 
410 音 sound, noise ສຽງ ʨho31thɤ33 
411 軽い light ເບົ າ lɐ33 
412 重い heavy ໜັກ lḭ31ɐ33 
413 乾いた dry ແຫ້ງ fɛ33ɐ33 
414 濡れた wet ປຽກ no̰31pjɐ̰33 
415 柔らかい soft ອື່ ອນ nu
31ɐ33 
416 硬い hard ແຂງ kɯ55ɐ33 
417 満ちた full ເຕັມ bḭ33ɐ33 
418 新しい new ໃໝື່ jɐ31ɕi55 
419 古い old ເກົື່ າ jɐ31li33mɐ31 
420 生の raw ຂອງດ ບ jɐ31ʥɛ31 
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421 熟れた done, ripe ສຸກ mḭ33ɐ33 
422 良い good ດີ  xɐo31ɐ33 (<Ch. 好) 
423 悪い bad ບ ື່ ດີ , ຊົື່ ວ n31xɐo31 
424 難しい difficult ຍາກ pɛ33 ɕo55ɐ33  32 
425 易しい easy ງື່ າຍ pɛ33 ɕi31ɐ33 
426 高価な expensive ແພງ phɤ31khɐ33 
427 安価な cheap ຖື ກ (jɐ31phɤ31) ɯ55ɐ33 
428 清潔な clean ສະອາດ kɐ33ʨi31ɐ33 
429 汚い dirty ເປື ້ ອນ li55thɐ33 
430 優しい gentle ໃຈດີ  nɛ33mo33 tsɛ33 ɐ33 
431 怒っている angry ຮ້າຍ dɯ̰
33ɐ33 
432 うれしい happy, glad ມີ ຄວາມສຸກ go̰
31ɕi33ɐ33 
433 恥ずかしい ashamed ໜ້າອາຍ ɕi
55tɐ33 
434 愚かな stupid ໂງື່  jɐ31xa31pɤ33 
435 賢い clever ສະຫລາດ ɕõ55tu31ɐ33 
436 速い quick, fast ໄວ lɛ̰31lɐ55 
437 遅い slow ຊ້າ phi31ɐ33 
438 早い early ເຊົ ້ າ nɛ̰31ɐ33 
439 太った fat  ອ້ວນ, ຕຸ້ຍ lɔ̰31bɤ̰33ɐ33 
440 痩せた thin ຈອຍ tɔ33kɤ33ɐ33 
441 年老いた old of age ເຖ້ົາ mɐ
31(ɐ33) 
442 若い young of age ໜຸື່ ມ le55ɐ33 
443 年 year ປີ  khɔ55ɕu55 
444 今年 this year ປີ ນີ ້  ʨhɛ55nɛ31khɔ55 
445 去年 last year ປີ ກາຍ ɐ31nɛ33khɔ55                                                         
32  /pɛ33/は「する」という意味のようである。#425 の「易しい」も同様である。 
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446 来年 next year ປີ ໜ້າ nɛ33xɛ55m31bɐ55 
447 月 month ເດື ອນ ɕo33bo33 
448 今月 this month ເດື ອນນີ ້ ɕo33bo33ʨhɔ55mɔ̰33 
449 先月 last month ເດື ອນທີ ແລ້ວ ɕo33bo33nɔ55mɔ̰33 
450 来月 next month ເດື ອນໜ້າ ɕo33bo33kui31bɐ55mɔ̰33 
451 今 now ດຽວນີ
້ , ເວລານີ ້ ,
ຕອນນີ ້
ɐ55mɛ̃31ŋ31kɤ55
452 今日 today ມື ້ ນີ ້ ɯ55ȵi33 
453 昨日 yesterday ມື ້ ວານ ɐ31ȵi33bɐ55 
454 明日 tomorrow ມື ້ ອືື່ ນ ɐ31ɣɤ̃33bɐ55
455 毎日 everyday ທຸກມ້ື thɛ31ȵi31thɛ31ȵi33 33 
456 朝 morning ຕອນເຊົ ້ າ ɐ55nɛ̰33kɐ33 
457 昼 noon ຕອນກາງເວັນ,
ຕອນສວາຍ
ɯ55ȵi33kɐ33 
458 夕刻 evening ຕອນແລງ ɕɐ55ʨɤ31bɛ31 
459 夜 night ຕອນກາງຄື ນ,
ຕອນຄ ື່ າ
ɐ55mɤ31ʨhi55kɐ33 
460 雨季 rainy season ລະດູຝົນ i31ɕui31thɛ55thɔ31 (<Ch. 雨水天＋thɔ31) 
461 冬 cold season ລະດູໜາວ ʥɛ55thɔ31 
462 上 above ເທ ງ xuɐ̃33mɤ31gɛ35
463 下 below ລຸື່ ມ, ກ້ອງ ɐ33tɤ33ɤ̰55lɔ31gɛ35 
464 中 inside ໄນ ɣɤ33bɐi35 
465 外 outside ນອກ ȵɐ55bɐi35 
466 前 front ທາງໜ້າ xu55mi31bɐi35 
467 後ろ back ທາງຫລັງ gu55dɐ55bɐi35 
468 北 north ທ ດເໜືອ gɐ55bɐi35 




番号 日本語 English Lao Lolopho 
470 東 east ທ ດຕາເວັນອອກ mɤ33ȵi55du55gɛ55bɐi35 
471 西 west ທ ດຕາເວັນຕົກ mɤ33ȵi55ʥo55gɛ55bɐi35 
472 遠い far ໄກ mɔ55vi31ɐ33 
473 近い near ໃກ້, ມ ື່  nɛ35nɛ̰33 
474 来る to come ມາ lɛ33 
475 行く to go ໄປ ji33 
476 帰る to return ກັບໄປ, ກັບມາ tɔ55khu55ji33, go̰31lɛ33 
477 入る to enter ເຂົ ້ າ di31ji33 
478 出る to exit ອອກ dṵ33ji33 
479 登る to climb,to ascend ປີ ນ, ຂຶ ້ ນ ma̰33ti33ɕi33 
480 降りる to descend ລົງ ɤ33ʨɛ33lɛ33 
481 落ちる to fall ຕົກ  kuɐ33ʨi33ɕi33 
482 私 I ຂ້ອຍ ŋɔ33 
483 あなた you, thou ເຈົ ້ າ ȵi33 
484 彼,彼女 he, she ລາວ ʐɐ31 
485 私たち we  ພວກເຮົ າ, ພວກ
ຂ້ອຍ 
ŋɔ33kɛ33 
486 あなたたち you, ye ພວກເຈົ
້ າ nɛ31kɛ33 
487 彼ら they ພວກລາວ ʐɐ31kɛ33 
488 誰 who ໃຜ ɐ31ɕɛ31 
489 これ this ອັນນີ ້  ʨhɔ55mo̰33 
490 あれ that ອັນນ້ັນ nɔ55mo̰33 
491 何 what ຫຍັງ ɐ33ʨɐ33ŋɐ33 
492 どこ where ບື່ ອນໃດ, ຢູື່ ໄສ ɐ31dɐ33ɤ55ŋɐ33 
493 なぜ why ເປັນຫຍັງ, ຍ້ອນ
ຫຍັງ 
ɐ33ʨɐ33pi33ɐ33, ɐ31dɛ33ʥɐ55ŋɐ33 
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I am not Lolopho. ຂ້ອຍບ 
ື່ ແມື່ ນໂລໂລ
ໂຜ ŋɔ






I have three 
children. ຂ້ອຍມີລູກສາມຄົນ ŋɔ

















I will go to 
Vientiane. ຂ້ອຍຊ ໄປວຽງຈັນ ŋɔ
33 jɔ̃55ʨɤ̃33 ji33 bɐ33  ŋɐ33. 38
















 ここで扱う言語は、以下の 6 言語である：カティ語、カラーシャ語、コワール語、シナー











ブルシャスキー語（東ブルシャスキー語 EB（フンザ方言 BH、ナゲル方言 BN）、











図 1：カティ語 図 2：カラーシャ語
図 3：コワール語 図 4：シナー語
図 5：ドマーキ語 図 6：ブルシャスキー語
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